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プロローグ







　遥はるか昔、魔ま女じよは人間社会の片かた隅すみにひっそりと息づいていた。

　しかし、魔法を理解できない者にとって魔女は恐きよう怖ふの対象でしかなく、ことあるごとに火か刑けいに処された。

　その凄せい惨さんな現状を打開すべく、突とつ出しゆつした魔力を持ち、魔女たちの長おさを務め、不老半不死の存在である七人の魔女、俗ぞくに『魔女王七しち星せい』と称しようされる彼かの女じよたちは一堂に会した。

　全すべてに終わりをもたらす『死の魔女王』。

　運命をもあざ笑う『時の魔女王』。

　何なん人ぴとにも平等に慈じ悲ひ深ぶかき『愛の魔女王』。

　魔女たちの無念を背せ負おい、たった一人で人間を殺さつ戮りくし続ける『戦いくさの魔女王』。

　ありとあらゆる知識を有する『知の魔女王』。

　如何いかなる傷も回復させる『癒いやしの魔女王』。

　魔女王の中でも突出した魔力を持ち、『魔女王七星』を束ねる『創造の魔女王』。

　そして、『創造の魔女王』は『魔女王七星』の総意をもって、世界に新たなる掟おきてを創造した。

【魔女たる者、如何なる時も人間に正体を知られるべからず。これに反する時、全ての魔女はその代だい償しようを平等に支し払はらわねばならない】

　その後、魔女たちは人間社会からほぼ完全に孤こ立りつすることで一〇〇年間掟を守り続けた。

　しかし、その掟に終しゆう焉えんをもたらしたのは、あろうことか掟を創つくり出だした『創造の魔女王』本人であった。

『創造の魔女王』は、人間に恋こいをしてしまったのだ。

　正体を隠かくして男と共に暮らし、共に苦難を乗のり越こえ、愛し合った。

　だがある日、男が瀕ひん死しの重傷を負った際、『創造の魔女王』は男の命を救うため、魔法の力に頼たよってしまった。

　瀕死の男が魔法を目もく撃げきしたその瞬しゆん間かんから、全ての魔女は掟を破った代償を平等に支払わねばならなくなった。

　魔女は、二度と箒ほうきに乗れなくなった。

　その代償は時の流れと共に強大なものとなり、やがて魔女は『操縦』という行こう為いそのものができなくなってしまった。

『創造の魔女王』は自分が犯おかしてしまった過あやまちを深く後こう悔かいし、何度も自分自身の魔法を打ち消そうと試みたが、上手うまくはいかなかった。

『創造の魔女王』が愛した男は、国でも名のある科学者だった。

　男は、自責の念で日に日にやつれていく『創造の魔女王』を見かねて、『加速する箒アクセラレーシヨン・ブルーム』という名の乗り物を作り出した。

　それは魔法の箒のように空を駆かけ回まわれる二人乗りの乗り物。乗り込んだ魔女の魔力を動力源とするため、人間だけでは決して動かない。つまり、魔女と人間が二人一組となってようやく空を飛べるというものだった。

　そして男と『創造の魔女王』は、魔女と人間が手を取り合う世界を目指し、『加速する箒アクセラレーシヨン・ブルーム』をこの世に普ふ及きゆうさせようと誓ちかい合った。

　だがそこへ、『創造の魔女王』の強大な魔力に危機感を覚えた他ほかの魔女王たちが、彼女の命を奪うばうためにやってきたのだ。

　瀕死の重傷を負いながらもなんとか逃にげ延のびた『創造の魔女王』だったが、傷は深く、自らの死が目前に迫せまっていることを感じ取った。

　死しに際ぎわ、『創造の魔女王』は愛した男との誓いを守るため、新たな掟と、理ことわりを捻ねじ曲まげることができる魔法の水すい晶しよう玉だまを創り出した。

【水晶に魔力が満ちる時、『加速する箒アクセラレーシヨン・ブルーム』により公平なレースを執とり行おこなうこと。その優勝者には水晶によっていかなる願いでも叶かなえる権利が与あたえられる。ただし、圧あつ倒とう的てきな魔力を持つ魔女王はこのレースに直接参加すること、及および、自己の利益獲かく得とくのために水晶を利用することを禁ずる。以上に反する時、全ての魔女と人間はその代償を平等に支払わねばならない】

　この掟は全ての魔女、全ての人間に同時に告知され、世界は混乱の渦うずに呑のみ込まれた。

『創造の魔女王』の死後、残された男は各地を転々とし、『加速する箒アクセラレーシヨン・ブルーム』の製造方法を教えて回った。

　そして今現在、それは『ブルーム』という愛あい称しようで社会に熱ねつ狂きよう的てきな広まりを見せている。







第一章『できそこないの魔女』







　夏で一番嬉うれしかったことは何か、と隣となりの席に座すわるクラスメートが、前の席の奴やつにたずねていたのを、僕ぼくは窓まど越ごしに秋の空模様を眺ながめながら聞いていた。もしもその質問が僕に投げられていたら、きっとこう答えただろう。

「あのやかましい蝉せみが鳴かなくなったことかな」

　つまり、僕には夏の思い出なんて一つもなかった。いやいや、だからといってなにも僕が可哀かわい想そうな奴だという理由にはならない。今朝だって良く当たると有名な占うらない番組で乙おと女め座ざが一位だったし、昨日はコンビニでの会計が七七七円をマークした。先日は、中古で購こう入にゆうしたくだらないミステリー小説の冒ぼう頭とうに、犯人の名前が落書きしてあったおかげで時間を浪ろう費ひせずに済んだし、お茶のボタンを押おしたはずの自動販はん売ばい機きからは見たこともないおどろおどろしい色をしたジュースが出て来た。それも三本。

　つまり、僕は幸せだった。

　隣の席のクラスメートが、僕ではなくわざわざ前の席の奴に質問をした理由なんて見当もつかなかった。夏休み中ほぼ毎日ゲームセンターに入いり浸びたっていた理由や、高校の入学式から半年経たった今でさえ、今日一日で口にした言葉が誰だれもいない部屋に向かって放った「行ってきます」だけだった理由もわからなかった。というか考えないようにしていた。目を背そむけていた。深く考えると、叫さけび出して海に飛び込んでしまいたくなるから。

　つまり、僕は幸せではあったが、友達と呼べる人はいなかった。

　ゆえに、学校帰りに今日もこうしてダラダラ続く坂道をひたすらエッサホイサと歩きに歩き、近所のゲームセンターに赴おもむいたというわけだった。

　ゲームセンター『イコイ』は僕にとってまさに憩いこいの場所だった。ゲームの種類が豊富で、人気作は一通り揃そろっている。アーケードゲーム以外にもクレーンゲームやメダルゲームが備わっているため、家族連れもしばしば来店した。夏場はクーラーがガンガンにかかって寒いくらいだったし、秋の本場を迎むかえた一〇月の今でさえクーラーはガンガンだった。どうやら店主はクーラーのリモコンをなくしてしまったらしい。今度ぜひ電源プラグの存在を教えてあげようと思う。

　僕の一いち押おしは『ストリートキング２』という格かく闘とうゲームだ。今や『６』までシリーズを重ねている超ちよう人にん気きゲームで、世界的な流行を見せている。それを学校帰りにひたすら楽しんで、実家にいる母親に「友達と遊んでたら帰るのが遅おそくなって困るよ～へへへ」と報告するのが常だった。『イコイ』の常連である小学生集団に『キング』というあだ名を付けられていることは内ない緒しよにしていた。だけれど、つい先日、『イコイ』から出てきたところを、アパートで一人暮らしをしている僕の様子を見に来た母親に目撃され、追い打ちをかけるように小学生集団から「じゃあなぁキング！　いつも遊んでくれてありがとう！」という突とつ然ぜんの謝礼を述べられ撃げき沈ちんした。その時の母親の引きつった笑え顔がおを払ふつ拭しよくするため、僕は今日もまた甘あまんじてキングに身を没ぼつする。

　ゲームは中学に上がった頃ころから始めたのだが、これがどうにも奥おく深ぶかく、気付けばどハマりしてしまっていた。現実社会での鬱うつ憤ぷんを全て敵キャラクターにぶつける快感。これを幸せと呼ばずして何と呼ぶ。

　夕方になる頃には、すっかり体が冷えきってしまっていて、僕は両手を擦こすり合あわせながら退店した。坂道は上るよりも下る方が体力を消しよう耗もうしてしまうという話を思い出しながら、それでも僕は坂道をだらだらと下った。『イコイ』が立っている土地は街と比べて高い位置にあるので、坂を下っているときは街の様子が一望できた。

　夕日に染まった街並みの向こう、山中にポツンと伸のびる一本の塔とうが目についた。

　あの塔には世界を統治している『魔女王六ろく星せい』の一人、『時の魔女王』が住んでいるらしい。圧倒的な魔力を持つ魔女王が世界を統一しているおかげで、ここ数百年は国同士の大きな争いは起こらず、世の中は平和に保たれている。

　魔女王はその姿を人前に晒さらすこともなければ、声明を発表するということも滅めつ多たにない。ただ、国が重要な決断を下す際には、必ず魔女王の許可が必要というだけだった。

　ふと、街の上空をブルームで駆けている集団が目に留まった。服装から、それが私立如月きさらぎ高等魔術学校の生徒たちであることがわかった。

　如月高校には魔女だけでなく、一いつ般ぱんの生徒も多く通っており、付属の如月中学も含ふくめてブルームレースの名門校として名を馳はせていた。ブルーム乗りならば誰もが一度は憧あこがれる。無論、昔の僕も例外ではなく、きっといつか自分も如月に通うことになるのだろうと思い込んでいた。

　だが、現実とは非情なもので、僕が今身にまとっている制服は如月高校のものではなく、そこから程ほど近ちかい距きよ離りにある桜さくら丘おか高等学校という学校の制服だった。

　桜丘高校はブルームレースの名門どころか、ブルーム部すら存在しない一般校だった。

　誰に言うでもなく、ぼんやりと呟つぶやいた。

「『大だい如月きさらぎ祭さい』に向けての練習かな」

『大如月祭』とは、毎年冬の終わりに如月高校主しゆ催さいで執り行われる祭りの名めい称しようである。ただし一いち概がいに祭りと言っても、メイン企き画かくとして開催されるブルームレースは全国にテレビ中ちゆう継けいされるほどの大規模なものだ。『大如月祭』は出場者のレベルが軒のき並なみ高く、今まで優勝したペアは全員プロに選ばれている。

　ふと現在如月高校に通っているはずの元パートナーのことを思い出してしまい、考えずにはいられなくなった。

　もしも僕にもあいつのような才能があったなら、誰かに選んでもらえる人間になれたのだろうか。

「危ない！」

　突然頭上から声をかけられ、驚おどろいて見上げると、四メートル程ほど上に設置されている手すりから一人の少女が慌あわてた様子でこちらを見つめていた。

　秋風に揺ゆれる長い黒くろ髪かみと、夕日の中でもはっきりとわかる真っ白な肌はだ。一見しただけで魔女だとわかる黒くて鍔つばの広い三角帽ぼう子しを被かぶっている。上質な生き地じのワンピースに身を包つつむ少女の大きくて吸い込まれそうになる目は、何故なぜだか真っ赤に腫はれていた。

　その理由が気にならなかったと言えば嘘うそになるが、その時の僕にはそんなことを気にしている余よ裕ゆうはなかった。何故なら、「危ない！」と叫んだ少女が抱かかえていた巨きよ大だいな段ボール箱が、僕の頭上で二転三転してひっくり返っている最中だったからだ。

　中に詰つめ込まれていた教科書やらノートやらの類たぐいが一いつ斉せいに降り注いでくる。中でも『これであなたも人気者！』という怪あやしげなタイトルを付けられた書物はそこらの英字辞典なんかよりもずっと分厚かった。

　あんなもので頭をかち割られてしまったら次の日から僕も病院のベッドの上で人気者になれるかもしれなかったが、友達と呼べる者がいない僕にとってそれはまさに地じ獄ごく絵図と相成ること間ま違ちがいなかった。

　なんとしても避さけねばなるまい。母親に息子むすこの現状でこれ以上頭を抱えさせないためにも。

　国語の教科書をかいくぐり、続いて社会、数学の教科書を最小限の動きで回かい避ひした。動体視力と反射神経だけが取とり柄えだった僕にとって、全ての障害物を避けることは難しいことではなかった。

　なかったはずだった。

　僕の優すぐれすぎた動体視力は、ペラペラと捲めくれる一冊のノートの端はしに描かかれていた猫ねこのようなキャラクターを捉とらえてしまった。そこには吹ふき出しで『ここテストに出ません！』と書かれていた。

　こういう絵はテストに出る場所に描いた方が良かったのではないだろうか。

　そんなことを考えていると、『これであなたも人気者！』がすぐ目の前まで迫っており、それをギリギリのところでかわすと今度は『これであなたも人気者！』の三倍の厚さはあろうかという『魔術大辞典』が僕の脳天を貫つらぬいた。
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　これだから魔法は嫌きらいなんだ。

　僕はそんなことを思いながら、生まれて初めての失神を経験するはめになった。







「――あ、あの！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　声の主はおそらくさきほどの少女だろう。僕を心配してくれているのか、必死で呼びかけてくる。こういう経験は初めてだが悪くない。

「……え。心臓が……止まってる!?」

　止まってない。ちゃんと脈測ったのか。もうすでに指先を動かせるほどには覚かく醒せいしたから安心して待っててくれ。

「ど、どうしましょう！　そうだ！　じ、人工呼吸をしないと！」

　オーケー。僕の心臓は止まっている。これでもかという程ほど止まっている。だから思う存分やってくれ。多分このまま力を込めれば腕うでくらい上げることも余裕だと思うけれど心臓だけは間違いなく止まっている。

　少女のだらりと垂れた髪かみの毛けが顔にかぶさると、僕はいよいよ興奮……もとい緊きん張ちようした。そう。一刻も早く人工呼吸をしてもらい、止まった心臓を動かさないと死んでしまうからだ。

　その瞬間、つい目を開いてしまったのは僕が童どう貞ていだからだろうか？

　視界を覆おおいつくさんばかりの豊満な胸と、緊張してぎこちなく揺れる大きな瞳ひとみ。今にも触ふれてしまいそうな程接近した血色の良い唇くちびるはあまりにも艶つややかで、この世の物とは思えないほど美しかった。

　目が合うと、少女は僕の唇のほんの少し上空で止まり、人工呼吸を中断してしまった。

「あっ！　良かった！　目が覚めたんですね！」

　僕は少女の美しさに見み惚とれていたと感付かれないよう、ゆっくりと意識が覚醒している演技を挟はさみながら周りの状じよう況きようを確かく認にんした。

　どうやら僕は今、気を失った道路の脇わきにあったベンチの上に横たわっているようだった。背中がヒリヒリするのはもしかしてこの少女、僕を引きずってここまで来たのだろうか。

　どうせなら膝ひざ枕まくらでもしていてほしかったが、少女はベンチのすぐ横で心配そうにこちらをのぞき込んでいた。

「あぁ。えっと、もう大丈夫だから――」

　そう言って上半身を起こそうとすると、立ちくらみが襲おそい、体勢を崩くずしてしまった。

　頭から倒たおれそうになったところを、少女は両手で大事そうに抱えてくれた。性を意識してから初めて触れる異性の胸のなんと柔やわらかなことか。

「急に起き上がったら危ないですよ！　私につかまってください！」

　案外気を失った時の衝しよう撃げきが残っていたらしく、僕は少女の言葉に甘えてそのまま胸に顔を埋うずめる他なかった。いやはや、失神とは恐おそろしいものだ。

「わ、悪い。なんだか気持ち悪くて……」

　もしかして少女の目に映る僕の姿はもっと気持ち悪いのではないか、という疑問からは目を逸そらすことにした。

「そうなんですか？　ならこのまま安静にしていてください」

　イエス！　い、いや、違ちがう違う。別に僕はこの状況を喜んでいるわけではないんだ。ただ足元がおぼつかないから仕方なく少女の胸に顔をこすりつけているだけなんだ。本当だ。信じてくれ。これは僕の意志ではない。

　無論、その後一五分程、名も知らぬ少女の胸で休養をとり続けたのも僕の意志ではなかった。

「ありがとう。だいぶ調子も良くなったみたいだ」

　五分を過ぎたあたりから少女が僕に胸を押しつけていることを自覚して恥はずかしそうに顔を赤く染めていたことは知っていたが、僕はそれでもやめなかった。何故なら体調が悪かったからだ。それ以外の理由なんて一いつ切さい介かい在ざいする余地はない。

　少女は耳まで赤くしながら答えた。

「ヨ、ヨカッタデス。ゲンキニナッテクレテ」

　なんだか少女の養分を吸い取ったようで急に申し訳なくなってきた。

　改めて少女の目を見ると、最初に見たときよりもかなり腫れは引いていたが、それでも泣いていたであろうことは初対面の僕でもハッキリとわかった。

「君は……えっと」

　言いい淀よどむと、少女はベンチから立ち上がって丁てい寧ねいに頭を下げて自己紹しよう介かいをした。

「あっ。私は東雲しののめ早さ希きと申します。この度は私の不ふ手て際ぎわで進しん也やさんに怪け我がを負わせてしまい、まことに申し訳ありませんでした！」

　その所作の一つ一つから、育ちの良さが漂ただよってくるようだった。

　頭に被った特有の黒い帽子は、魔女の心を落ち着ける効果があるとかないとか聞いたことがある。

「いえいえ……って、あれ？　僕、名前言ったっけ？」

「あ……そ、それは……その。……明日あした葉ば進しん也やさん、ですよね？　……さ、さきほど、勝手に生徒手帳でお名前を確認させていただきました。申し訳ありません」

「あぁ、生徒手帳か。えっと、東雲さん？」

「あ、早希と呼んでください。私も進也さんとお呼びします」

　東雲さんの図ずう々ずうしさに違い和わ感かんを覚えつつも、僕はそのとおりにすることにした。

「じゃあ聞くけど、早希さん。もしかして何か悩なやんでることとかあるのか？」

「悩んでること、ですか？」

「いや、別に深いことを聞くわけじゃないけど、その……目が少し腫れてるから」

　早希さんは慌てて自分の目元に触れると、シュンと肩かたを落として長いため息を吐ついた。

「実は……私、ブルーム乗りとして如月高校に入学したのですが……その……お恥ずかしい話、誰も私のパートナーになってくれる方がいなかったんです。私の魔法はブルームレースではまったく使い物にならないと言われてしまいました……。先生からは普ふ通つう科かへの転科をすすめられましたが、少し思うところがあって、桜丘高校に転校することにしたんです……って！　す、すいません！　初対面の方にこんなこと……」

　ブルームレースとは今この世界で最も人気のあるスポーツだ。

　空中に出現したリングをブルームで潜くぐりながら、誰よりも早くゴールにたどり着くことを目的とする。ブルームは操縦する人間と、動力源でありレース展開の要かなめとも言える魔法を駆く使しする魔女が必要になる。

　そして数年に一度開かい催さいされる『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』と呼ばれるレースで優勝すればどんな願いでも叶えることが可能らしいが、『全能水晶杯』で優勝者が出ることは稀まれだった。

　その理由は、『全能水晶』と呼ばれる理ことわりを捻じ曲げることができる魔法の水晶を脅きよう威いに感じた『魔女王六星』が、自分たちの部下を『全能水晶杯』に出場させ、レース中に他の参加者を行動不能にし、その上で部下には棄き権けんさせるという、なんとも夢のない方法を取っているからに他ならない。

　何十年、何百年も定期的に繰くり返かえされてきた『全能水晶杯』において、願いが持ち込まれたのはたった三回のみ。

『全能水晶の破は壊かい』。

『人々を守るための最強の魔法の教授』。

『死んだ子供の蘇そ生せい』。

　このうち二つの願いは叶えられたらしいが、『全能水晶の破壊』、この願いだけは成じよう就じゆしなかった。『全能水晶』を生み出した『創造の魔女王』自身に、自分の魔法を打うち砕くだく力がなかったせいだと、テレビで偉えらそうな学者が弁べん舌ぜつをふるっていたのを覚えている。

『全能水晶』は日本に存在し、移動させることができない。それゆえ、『魔女王六星』はそれを遠巻きに監かん視しするため、全員が日本に塔を建設するという事態に陥おちいっていた。

　まぁ、何にしろ、これ以上ブルームレースについての話を聞くつもりもなく、早々にベンチから立ち上がった。

「そうか。それは残念だったな。じゃあ、僕は体の調子も良くなってきたからこれで帰るよ。もし学校で会ったらよろしく、早希さん」

　その場を去ろうとすると、早希さんは慌てて僕を呼び止めた。

「あ、あの、進也さん……実は……」

　振ふり返ってその先を待っていたが、結局早希さんは「いえ、すいません。やっぱりなんでもないです……」と言葉をすぼめた。

　首を傾かしげ、踵きびすを返すと、さっき見た早希さんのノートに描いてあった落書きを思い出した。

「あ、それと。ノートに猫みたいな絵を描くのはやめた方が良い。馬ば鹿かに見えるから」

　すると、早希さんは突然声を張り上げた。

「ま、待ってください！」

「まだ何か？」

　早希さんは、必死に言葉を手た繰ぐり寄よせるようにして言う。

「い、今、何と言いましたか？」

「ん？　馬鹿に見えるっていうのは言い過ぎだったかな。悪い」

「ち、違います！　その前です！」

「その前？　ノートに猫みたいな絵は描かない方がいいって言ったんだ。猫にウサギの耳を付けて人間の足を生やすのは常じよう軌きを逸いつしていると思う」

「……それは、あの一いつ瞬しゆんで見たんですか？」

「あぁ。僕は昔から動体視力と反射神経だけは自信があるんだ。あの絵に気を取られなければ『魔術大辞典』に意識を持っていかれることもなかったはずだ」

　早希さんは、苦しそうに自分の胸を押さえて言葉を紡つむいだ。

「私と……私と一いつ緒しよに！　ブルームレースに参加してください！」

　早希さんの突然の提案に、思わず顔が強こわ張ばった。

「……え？」

「ブルームは、動力源である魔女と、操縦者である人間の二人が揃わないと飛べないんです！」

「……悪いけど、他の人を当たってくれ」

「あなたでないといけないんです！　私の魔法を使いこなせるのは、あなたしかいないんです！」

　早希さんの口調が荒あらくなるにしたがって、僕の心は急速に冷めていった。

　何かを期待するだけ時間の無駄だ。口では綺き麗れいごとを並べても、どうせ早希さんだって他の奴らと同じに決まってる。

「早希さん」

「私の魔法は――」

　僕の意志なんてまるでお構いなしに喋しやべる早希さんに、自然と語気は強くなった。

「早希さん！」

　早希さんはビクッと体を震ふるわすと、ようやく僕を見てくれた。

「悪いけど、魔法とかブルームとか嫌いなんだよ。あ、別に魔女を差別してるとかじゃないよ？　うちの母さんも魔女だし」

　魔女の子供として生まれた女性が、必ずしも親と同じ魔女になるとは限らない。だが、魔女の子供として生まれた男性は絶対に魔法が使えない。

　魔法が使えるのは女性だけ。それは昔から変わらない事実である。

「ただ、そういう話を聞くとイライラしてくるんだ。だから、もしも学校で会ってもこれからは話しかけたりしないでくれ。これ以上君と関かかわり合いたくないから」

「え……」

　きっと、そんなことを言われるなんて想像もしていなかったのだろう。早希さんは茫ぼう然ぜんとしてただ立たち尽つくした。

　再び坂を下り、家を目指す。

　その時は、まさか早希さんが追いかけてくるなんて思いもしなかった。

　早希さんは僕のシャツを引っ張り、またも大声で叫んだ。

「お願いします！　私に、チャンスをください！」

　どうしてここまで必死になれるのか。何が彼女を突つき動うごかしているのか。僕にはその理由がわからなかった。

「チャンス？」

「どんなことでもします！　だから、私と一緒にブルームに乗ってください！」

　僕が早希さんにチャンスを与えたのは、早希さんの言葉に胸を打たれたからでも、早希さんに同情したからでもなかった。

「わかった。じゃあ、こうしよう。丘おかの上の『イコイ』というゲームセンターに置いてある格闘ゲームで僕に勝てたら、一緒にブルームに乗ってやる。その代わり、君が負けたら今後一いつ切さい話しかけないでくれ」

　早希さんに綺麗さっぱり諦あきらめてもらうためだった。

「ほんとですか!?　私が勝てば一緒にブルームに乗ってくれるんですか!?」

「あぁ。構わない」

「ありがとうございます！　私、頑がん張ばります！」

　早希さんはゲームセンターという娯ご楽らく施し設せつに入るのも初めてで、言うまでもなく、僕は圧勝した。

　帰かえり際、椅い子すに座りながらぼんやりと涙なみだを流す早希さんを見て、ほんの少しだけ心が痛んだ。







　僕は現在、通っている桜丘高校の近くにある津つ川がわ駅から、徒歩一〇分の場所にあるこぢんまりとしたアパートで一人暮らしをしている。

　歩くたびにカンカンと甲かん高だかい音が響ひびく鉄骨の階段を上がり、コンクリートの廊ろう下かを直進して突き当あたりにある扉とびらの前に立つ。

　コンビニで購入したおにぎりの入ったビニール袋ぶくろを片手に、ポケットをまさぐって鍵かぎを探していると、さっき見た早希さんの泣き顔が脳のう裏りを過よぎった。

「……いや。僕は悪くない。あれは、仕方がなかったんだ……」

　僕は半ば無理やり早希さんのことを考えないようにして、これまで何度も自分に言い聞かせてきた『仕方がない』という言い訳にすがった。

　昔、僕が如月中学の推すい薦せんをもらえなかった時と同じように……。

　ガチャリ、と扉の鍵を開けると、僕以外に誰も住んでいないはずの部屋から「おかえり」と声をかけられたので肝きもが冷えた。

　顔を上げると、部屋に散らばったゴミを一つ一つゴミ袋に放ほうり込んでいる母親の姿があった。

「……母さん、来るときは連れん絡らくしてくれ」

　どうやら仕事帰りに直接ここへ来たらしく、仕事着である白衣を纏まとったままだった。

　母さんはこちらには視線を向けず、ゴミの分別をしながら答えた。

「あぁ、ごめんごめん。今日は急に仕事が早く終わっちゃってね、ついでだからあんたの様子見に来たのよ。それと、ゴミはちゃんと片付けなさい。部屋が汚きたないとあんまり良くないから」

　母さんは実家のすぐ目の前にある児童養護施設で心理カウンセラーの仕事をしている。その母さんが言う『あんまり良くない』には、精神的に悪い影えい響きようがある、という意味合いが含まれていた。

「……悪い。気を付ける」

　コンビニの袋を台所に置くと、母さんが持っていたゴミ袋を受け取って玄げん関かんまで持って行った。

　居間に戻もどると、ベッドに腰こしを下ろした母さんが何とはなしにたずねてきた。

「それで？　あんた何かあったの？」

「え？」

「暗い顔してるわよ」

　こういうとき、鋭するどい母親を持つと苦労する。

　考えないようにしていた早希さんのことを思い出したが、それは口には出さなかった。

「別に、なんでもない」

「そう？　あんまり一人で考え込んじゃだめよ？　人に話すだけで楽になることだってあるんだからね。それからもっと栄養のあるものを食べなさい。一応サラダとか適当に買って冷蔵庫の中に入れといたから」

「……あぁ。ありがとう」

　母さんが何か話したそうにしていたので、僕はそのまま隣に座り、言葉を待った。

　しばらくしてから、母さんは決心したようにＤＶＤデッキのリモコンを手に取り、再生ボタンを押した。デッキの中にはすでにＤＶＤが収められていたらしく、テレビ画面に映像が流れだす。

　一目見ただけで、それが四年前のレース映像だとわかった。小学生の頃、つまり、僕がまだブルームに乗っていた時の物だ。

　実じつ況きようの声が、乾かわいた部屋の壁かべに反はん響きようする。

『おぉ～っと！　ここで加か古こ野の蘭らん奈な・明日葉進也ペアが前に飛び出した！　みるみる後続車との距離が開いています！　圧倒的！　圧倒的です！　そしてここで今！　ゴールイン！　優勝は、加古野蘭奈・明日葉進也ペアに決まりました！　なんと、大会史上最速タイムです――』

　考えるよりも先に、僕は母さんからリモコンを奪い取って停止ボタンを連打していた。

　血の気が失うせ、暑くもないのに首筋に汗あせ粒つぶが滲にじんだ。

「……どうして、こんなもの見せるんだよ」

　母さんは僕の顔色を窺うかがいながら、溜ため息いき交じりに言った。

「蘭奈ちゃんから聞いたよ。あんたが全然電話に出てくれないって」

　加古野蘭奈。母さんが勤める児童養護施設で暮らしている同い年の少女。

　そして、僕の元パートナー。

「別に……出たって話すこともないから……」

「もうそろそろ蘭奈ちゃんとの距離を詰めていくべきよ。少しずつでいいからさ。そうしないと苦手意識だけが肥大化して、これから先ずっと苦しむことになる」

「わかってるよ、そんなこと。でも、今はまだ……話したくないんだ」

「……そう」

　母さんはそれ以上言げん及きゆうせず、「まずはそのＤＶＤを観みるところからでいいから」と言い残し、アパートを去って行った。

　ベッドに横たわりながら、母さんの言いつけ通りＤＶＤを再生するかどうか悩んでいると、そのまま意識がとろんと淀み、みるみる夢の中へ落ちていった。







　初めて蘭奈のことを知ったのは、僕がまだ小学三年生の頃だった。

　当時、家の前にある児童養護施設に母さんが勤めていたということもあって、学校が終わるとそこにいる小さな子供たちの遊び相手をすることが多かった。

　そんな中、蘭奈はいつも皆みんなの輪に入ってこようとせず、隅すみっこの方で一人大人しくしているだけだった。遠くからでも目立つ真っ白な髪と、人形のように丸くて大きな目が印象的だった。

「こっちにおいでよ。皆と一緒に遊んだ方が楽しいよ」

　そう誘さそうと、蘭奈は大きな目をギョロリと僕に向けて、観察するように視線を上下に泳がせてからキッパリと言い放った。

「イヤ」

「どうして？」

「だって、あたしは魔ま女じよだもん」

「そうなの？　僕の母さんも魔女だよ。全然魔法は使えないけど」

「魔法が使えないって、幸せなことだよ」

「幸せ？」

「だって、あたしみたいに魔法を使っちゃだめって言われないし……」

「魔法、使っちゃだめなの？」

「うん。危ないからって……。だからね、あんまり人のいるところには行かないようにしてるの」

　家に帰ってからその話を母さんにすると、思おもい悩んだような表情を浮うかべていた。そしてそれから数日が経った頃、母さんは何の予告もなく、ブルームと呼ばれる乗り物を購入してきた。

「ねぇ、進也。あんたこれの免めん許きよ取ってさぁ、蘭奈ちゃんと一緒に遊んであげてよ」

「免許って……子供でも取れるの？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　簡単な試験さえ合格すれば誰でも乗れるから。それに怪我しない魔法もあるし、全然大丈夫！」

　何が大丈夫なのか僕にはさっぱりわからなかったが、母さんがボソリと漏もらした「蘭奈ちゃん、このままじゃずっと独りぼっちだしさ」という言葉が、何故だか耳について離はなれなかった。

　翌日、いつも通り施設の隅っこにいた蘭奈に、母さんから言われたことを伝えてみた。

「イヤ」

　返答は前回とまったく一緒だった。

　まぁ、そうなるよな。なんて妙みように納なつ得とくしていると、蘭奈は思いがけず言葉を繋つなげた。

「……でも、あたしと友達になってくれるなら、いいよ」

「友達？」

「そう。進也くんは、あたしの友達になるの」

「……そっか……蘭奈ちゃん、友達いないもんね」

「う、うるさい！　いいからなるの！　友達に！」

「まぁ、別にいいけど」

　蘭奈は喜んでいるのを僕に悟さとられないように、目線を逸らしたり、指を絡からめたりしていたが、綻ほころんだ口元だけは隠かくせておらず、それを見た僕も自然と同じような顔になった。

　蘭奈がブルーム乗りとしての才能を本格的に発揮させ始めたのは、ちょうど僕らが五年に上がった頃だった。

　出場する大会でことごとく優勝し、誰も僕らの勢いを止められなかった。

『全能水晶杯』で優勝すると願いが叶うとか、そんなことは露つゆほども考えず、ただ純じゆん粋すいに楽しくて、僕はブルームに乗り続けた。

　残ざん酷こくな現実を知った、あの日までは……。

　今から四年前、僕が六年生の頃。その日、僕と蘭奈は大会史上最速タイムを叩たたき出だし、テレビでも取り上げられるほどの盛り上がりを見せた。

　レース直後の表ひよう彰しよう台だい。真ん中に立つ僕と蘭奈に向かって幾いく度どとなくフラッシュがたかれ、集まったインタビュアーたちが我先にと質問を投げかけた。

『新記録を出した感想は！』『プロを目指されるんですか！』『この気持ちを誰に伝えたいですか！』『蘭奈さん！　今のお気持ちを！』『蘭奈さん！』『蘭奈さん！』『蘭奈さん！』

　質問は全すべて、蘭奈に向けられたものだった。

　様々な魔法を駆使してゴールを目指すブルームレースにおいて、どうしても世間の目は派手な魔法を使う蘭奈の方に向いた。だけど当時の僕はそんなことも知らずに、世間は自分のことを評価してくれていると思い込んでいた。

　僕にも魔法が使えれば、と何度も考えたことはあるが、男として生まれた時点でそれは土台無理な話だった。

　後日、ブルームレースの名門校、如月中学からの推すい薦せん状じようが蘭奈にだけ届いた。

　蘭奈は言った。

「あたしね、この推薦断ろうと思ってるの」

「え？」

「だって進也は如月に来ないんでしょ？　だったらあたしも進也と同じ中学に行きたい」

「……だめだよ、そんなの。如月の推薦がもらえるってすごいことなんだから」

「でもあたしやっぱり、進也とずっと一緒にいたいもん……。ずっと一緒に、ブルームに乗りたいもん……」

　周りの大人たちは、僕ぼくには目もくれず、蘭奈だけを評価していた。

　だけど、蘭奈だけは僕を見てくれている。

　僕を、必要としてくれている。

「……ありがとう、そう言ってくれて。だけど今のままじゃやっぱりだめだよ。僕のドライバーとしての実力は全然蘭奈と釣つり合ってないし」

「ドライバーとしての実力？　そんなのいらないよ？　進也は、あたしの隣となりにいてくれるだけでいいの」

　必要としてくれていると、そう、思っていた。

「……え？」

「大丈夫！　他ほかのドライバーはみーんなあたしの魔法で倒してあげるから！　進也は焦あせらず自分のペースでブルームを操縦してくれるだけでいいの！」

　嬉き々きとしてそう語った蘭奈の目には、情けなく打ちひしがれた自分自身の姿が映りこんでいた。

　結局のところ、この世の誰だれ一人ひとりとして、ドライバーとしての僕を見てくれてはいなかったのだ。

　そして、僕は二度とブルームに乗らなくなった。







　ポロポロと柔らかなピアノの音がして、夢から現実に戻された。

　目をこすりながら体を起こすと、ベッドの脇に無造作に放り出されていたケータイが振しん動どうしていた。見ると『蘭奈』と表示されている。

　ここ最近、何度も繰り返してきたように、今回もまた黙だまってケータイを眺ながめ続けた。

　しばらくしてからピーという音がして、蘭奈の声が流れてくる。

『しーんーやー！　もういい加減返事してよー！　無視され続けるのって結構辛つらいんだよ？　ほんとはもっといっぱい進也に電話したいんだけど、それはだめって先生が言うからさぁ……。今日そっちに先生行ったんでしょ？　あたしの電話に出るよう言われなかった？　だからさー進也、また一緒にお話ししようよ～。進也がどうしてあたしを避けてるのかよくわからないんだけど、もう三年以上会ってないんだよ？　進也が行けって言うから如月に通ってるけど……最近はどのレースに出ても簡単に優勝できちゃってつまんない。進也と一緒に優勝した時はあんなに楽しかったのに……。あたしもう限界！　寂さびしくて死んじゃうもん！　ねぇ、どうして会っちゃいけないの？　あたしたち友達だよね？　進也も本当は同じ気持ちなんでしょう？　今度ね、『大如月祭』とかいうのに出ることになったんだ。良かったら見に来てよ。あ、それかまたあたしとペアを組んで一緒に――』

　録音時間が終しゆう了りようし、蘭奈の声はそこで途と切ぎれた。

　僕がアパートで一人暮らしをしているのは、蘭奈から少しでも距離を取るためだった。あれ以上一緒にいれば、僕はきっと、惨みじめさに押おしつぶされて壊こわれてしまっただろう。

　ふと、居間の真ん中に設置してあったガラス机の上に、生徒手帳が出しっぱなしになっているのが目に留まった。

「あれ？　今日持っていくの忘れてたのかな……」

　そして、僕は気付いてしまった。早希さんがどうして僕とブルームに乗りたがったのか、その理由に。

「……そう言えば、早希さんは蘭奈と同じ如月高校にいたんだったな」







　翌日。桜丘高校。案の定とでも言うのか、早希さんは僕のクラスに転入してきた。

　教きよう壇だん横に立った早希さんは、手をスカートの前で組むと、深々とお辞じ儀ぎをしてあいさつを述べた。

「初めまして、黒くろ井い早希です。如月高校から転校してきました。どうぞ、よろしくお願いします」

　黒井？　たしか、この前会った時は東雲とか名乗ってたような……。

　席は隣同士ではなく、ほどほどに離れていたが、時折早希さんはこちらの様子を気にして視線を送ってきた。僕は何の応答もせず、できるだけ目を合わせないようにして沈ちん黙もくを守った。

　昼休み。コンビニで買ってきたメロンパンを食べ終えたところで、机の上にスッと手紙が差し出された。

　顔を上げると、先日気まずい別れ方をしたせいもあってか、おどおどとした様子の早希さんが立っていた。

　もう一度手紙に視線を戻すと、そこには『私と一緒にブルームに乗ってください！』と綺麗な字で書かれていた。

　他の生徒たちがこちらを盗ぬすみ見てヒソヒソと何かを話しているのに気付き、できるだけ小さな声で言う。

「……これってもしかして……この前、今後一切話しかけないでくれって言ったから手紙にしたのか？」

　早希さんは声を出さず、コクンと大きく頷うなずいた。

「……一緒に乗ってくれって言う割には、この前僕に偽ぎ名めいを使ったじゃないか。あの時、早希さんは自分のことを東雲って言ってたよな？」

　早希さんは慌あわててペンを取り出し、差し出していた紙に乱暴に書きなぐった。

『家庭の事情で公おおやけの場で本名を名乗れないんです！　東雲が本当の私の名前です！』

　随ずい分ぶん変わったご家庭だ……。

　間を置かず、早希さんは再び紙にカリカリとペンを走らせ、それを僕の顔にグイグイと押し付つけてきた。

「ちょっと、近い！　近いって！」

　言葉を制限されているせいか、早希さんは一つ一つの動作を大げさにふるまった。

　両手を取られ、その中に無理やり紙を押し込められ、そのまま早希さんは眼前まで顔を近付けて何か言いたげな力強い瞳を僕に向けた。

　早希さんの乱れた息いきが鼻先をかすめ、僕の両手をがっしりと掴つかんだ手のひらには、ほんのりと汗あせが滲んでいた。

　早希さんに気け圧おされ、ズルズルと椅子から落ちていくと、それに伴ともなって早希さんも僕の両手を握にぎったまま体勢を低くする。

　いつしか早希さんは前かがみになって机に密着し、ほとんど床ゆかに腰を落とした僕を見下ろしていた。

　早希さんの胸が、僕の机の上に押し付けられてトロンと横に広がると、否いや応おうなしに目線はその一点へ引き寄せられてしまった。

　初めて会った時を思い出し、自分が何をしていたのか今さらながらに実感した。柔らかな胸の感かん触しよくが、まだ頬ほおに残っている。あの時は頭を打って本当にどうかしていたのだ。

　記き憶おくがよみがえると、顔がみるみる赤く染まってしまい、慌てて早希さんを突き放はなした。

「と、とにかく離れてくれ！　それとこの前言った、話しかけないでくれってのは、関わらないでほしいって意味だから！　喋らなきゃセーフとかないから！」

　緊張して大きな声を出してしまったせいで、廊下にいた生徒たちもこちらの様子をうかがっている。

　早希さんはシュンと縮こまり、自分の席に戻ってうつむいてしまった。

「……まったく」

　椅子に座すわりなおして居住まいを正すが、まだ心臓がバクバクと悲鳴を上げている。額の汗を拭ぬぐおうとした時、握りしめたままになっていた紙に気付き、それを広げてみた。

　そこには、こう書かれていた。

『進也さんが必要なんです！』

　違う。そんなんじゃない。

　僕は、誰だれかに必要とされるような人間なんかじゃないんだ。







　僕のオアシス、ゲームセンター『イコイ』であれやこれやの疲つかれを払ふつ拭しよくしようといざ足を運んでみれば、いつもの特等席に早希さんが座っていた。台の端はしにコインを山積みし、食らいつくように『ストリートキング２』をプレイしている。その姿はまさしく廃はい人じんそのものだったが、画面にはデカデカと『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』の文字が浮かんでいた。

　その日、気まずくてさっさと家に帰った僕は思いもしなかった。まさか次の日も、そのまた次の日も早希さんがゲームセンター『イコイ』に入いり浸びたってしまうなんて。

　それから一か月。

　日々の高校生活で溜たまっていた鬱うつ憤ぷんを全て『ストリートキング２』にぶつけていた僕は、もう限界を迎むかえようとしていた。隣の席の奴やつに貸した消しゴムが半分になって返って来た腹立たしさも、授業を真ま面じ目めに聞いていたのに何故なぜだか「寝ねるな！」と怒ど鳴なられた戸惑いも、全て僕の中に残ったままになっていた。溜まりに溜まった憤いきどおりを『ストリートキング２』のＣＰＵにぶつけるため、『イコイ』の戸をくぐり、僕の特等席を奪うばい続けている早希さんの肩を叩いた。

「ちょっと早希さん。ここんとこ毎日来てるみたいだけど、僕への当てつけか何かか？」

　早希さんは待ってましたと言わんばかりに、積み上げてあったコインから一枚摘つまんで僕に向けて突き出した。

「私、東雲早希は、明日葉進也さんに再戦を要求します！」

「再戦？」

「そうです。一か月前、私はたしかにこのゲームで進也さんに敗北してしまいました。ですがあれはアンフェアです。何故なら、あの時の私はゲームの右も左もわからぬただの雛ひな鳥どりだったのです」

「それでも勝負は勝負。勝ちは勝ちだ。この前も言っただろう？　関わらないでほしいって」

「もちろん約束は守ります。ですがその約束はたった今、進也さん自身が私に話しかけたことで無効になりました。だから、再戦を要求します！」

「早希さんだって転校してきた日に話しかけてきたじゃないか」

「話しかけてません。手紙を書いただけです」

　子供か！

　早希さんの意見を呑のむのは癪しやくだったが、僕がこのゲームで負けるなんてあるはずがない。再戦したところで結果は決まっている。

「いいだろう。わかった。再戦を受けるよ。早希さんが勝ったら一緒にブルームに乗ってやる。だけど僕が勝ったら、今後一切、僕に関わらず、ここ『イコイ』にも姿を見せないことを誓ちかってもらう」

「えぇ、わかりました。約束します。その代わり、『ストリートキング２』は通常、先に二回勝利したプレイヤーの勝ち。このルールを一回に変へん更こうさせてください」

「一本勝負ってことか？」

「はい。進也さんはこのゲームに自信がおありなんでしょう？」

「一回なら、僕に勝てるとでも？」

「まぐれ、ということもありますからね」

「……いいだろう。その勝負、受けて立つ」

　早希さんに渡わたされたコインは使わず、自分の財さい布ふから小こ銭ぜにを出して対面の台に座った。コインを入れると同時に、プレイヤー同士の対戦モードに変わり、早希さんが選んでいるキャラクターが画面に表示された。早希さんのキャラクターはいわゆる強キャラと呼ばれるもので、圧あつ倒とう的てきな火力を持っている。たしかにこれならまぐれで勝利することだってあるだろう。ただし、相手が僕ではなかったらの話だ。

　僕が選んだキャラクターは防ぼう御ぎよ力りよく、攻こう撃げき力りよく共に『ストリートキング２』最弱を誇ほこるが、速度だけはどのキャラよりも速かった。

【勝負、開始！】

　開始の文言が表示されると同時に、先に攻せめて来たのは早希さんだった。下段キックで体力を削けずりに来ている。ハメられでもすれば一瞬で終わってしまう。

　すかさず飛び道具を使って早希さんの体勢を崩くずし、頭上から畳たたみかけるようにコンボを繋ぐ。

　台の向こうで、早希さんがボタンを連打している音が聞こえてきた。素人しろうとにありがちなガチャプレイというやつだ。窮きゆう地ちに追い込まれたときに陥りやすい。

　その後、僕の体力も半分まで削られたが、呆あつ気けなく早希さんのＨＰを全て消し去り【勝利！】の文字が表示された。疲れのせいか、一瞬体が強張ったように動かなくなったが、これでようやく魂たましいの居場所を取とり戻せたとほっとした。

　体の硬こう直ちよくが解け、レバーから手を離した、その直後。

【敗北！】

　ん？

　画面に表示されたままになっている【敗北！】の文字。

　これはいったいどういうことだ？　バグか？　さっきちゃんと【勝利！】って出てたじゃないか。

　故障かと思って台を軽く叩いていると、早希さんが息を荒げて僕の前までやってきた。

「勝ちました……勝ちました！　私、勝ちました！」

「え？　いやいや。これバグだよ。だってさっき……」

　ちょっと待て。僕が今相手にしているのは誰だ？　ただの女子高生か？　ただの素人か？

　違ちがう。相手は魔女だ。

「まさか……早希さん」

「魔法を使ってはいけないというルールはありませんでした」

　あの時だって、魔法なんてものが存在したせいで、誰も僕を見てくれなかったんだ。

「……そんな横暴が許されるわけないだろ」

　魔法がそんなに偉いのか？

　だったら、魔法を使えない僕はどうすれば認めてもらえるんだ？

「で、でも！　私は勝ちました！　約束です！　一緒に、ブルームに乗ってください！」

　できることなら、僕も魔女に生まれたかった。

「ふざけるな！」

　ビリビリと鼓こ膜まくを震わすような怒ど声せいが聞こえた後、それが自分の声だと気付いて驚おどろいた。

　目の前で、早希さんがビクビクと怯おびえた様子でこちらを見つめている。

　わかっている。これは、ただの八つ当たりだ。

　早希さんの言った通り、魔法を使ってはいけないなんてルールはなかった。足をすくわれた、虚きよをつかれた、ただそれだけのこと。

　元々ゲームで勝敗をつけようとしている時点で、最初から僕の方が早希さんより何倍も優ゆう遇ぐうされた戦いだったんだ。

　今にも泣き出してしまいそうな早希さんの顔を見ると、後こう悔かいの二文字が胸中を埋うめ尽くした。

　一言謝あやまりたかったがどうしても言葉が出ず、僕はその場から逃にげるように『イコイ』を後にした。







　後方から小走りで足音が付いて来ていると気付いたのは、『イコイ』を出てから一〇分くらい経たった頃ころだった。

　立ち止まるとその足音もピタリと停止し、歩き出すとまた付いてくる。

　ここまでくると呆あきれるというよりも感心してしまった。

　振ふり返かえり、足音の主に言う。

「早希さん、どこまで付いてくる気なんだ？」

　後ろにいた早希さんは、まっすぐこちらを見つめて答えた。

「進也さんが、私のパートナーになってくれるまでです」

　早希さんがそこまでして僕を求める理由に、一つだけ心当たりがあった。

「早希さんに聞きたいことがあるんだ」

「なんでしょうか？」

「僕と早希さんが出会ったあの日、どうして早希さんは僕の名前を知っていたんだ？」

「……そ、それは、進也さんの生徒手帳を見たからです」

「いいや違う。あの日、僕は手帳をアパートに置き忘れていたんだ。つまりあの時、早希さんはあらかじめ僕のことを知って近付いてきた。そうだろう？」

「……い、いえ。あの場所で出会ったのは本当に偶ぐう然ぜんで……」

　早希さんの動どう揺ようした様子は、僕に一つの帰結をもたらした。

　彼かの女じよもまた、他の大多数と同じように、僕のことなど見ていなかったのだ。

「君が僕に近付いた目的は、加古野蘭奈の元パートナーである僕を懐かい柔じゆうすること。どうせ、蘭奈の元パートナーなら同じように才能に恵めぐまれているとでも思ったんだろう？　たしかに蘭奈と組んでいた時の成績はずば抜ぬけてたさ。でも、それは全部蘭奈のおかげなんだ。蘭奈が一人でやったことなんだ。……残念だったな。僕はあいつと違ってただの凡ぼん人じん、単なる代だい替たい品ひんだ」

「それは違います！」

　早希さんが大声を出すと、何故だか胸が締しめ付けられるように痛んだ。

　早希さんは、先ほどまでのおどおどした様子とは一転して、凛りんとした眼まな差ざしを僕に向けた。

「たしかに私はあの日、言葉を交かわす前から進也さんのことを知っていました。ですが、決して蘭奈さんの元パートナーだからという理由で近付いたわけではありません！　あの場所で出会ったのは本当に偶然です！」

　早希さんの気き迫はくに怯ひるみながらも、僕は何とか言葉を紡つむいだ。

「な、ならどうして、僕のことを知らないふりなんてしたんだ？」

「……その質問に答える前に、私の生おい立ちについて話をさせてください」

　そう言った早希さんの表情は、どこか悲しそうに憂うれいを含ふくんでいた。

「進也さんは、『時の魔女王』という方について、どのくらい知っていますか？」

『時の魔女王』？　どうしてそんな話になるんだ？　早希さんの生い立ちの話じゃないのか？

　そう問いただしたかったが、話の腰を折るのも気が引けたので適当に答えた。

「……えっと、この世に六人しかいない魔女王と呼ばれる存在で、とてつもない魔ま力りよくを持ってて、国が重大な決断をする時には必ず魔女王の許可がいる、とか」

「なら、魔女王は自分の血液を適合者に与あたえることで、自身が持つ固有魔法を受うけ継つがせることができる、というのはご存知ですか？」

「まぁ、それくらいは……」

『全能水晶杯』で他の出場者を退場させた後、最後に棄き権けんするのは大たい抵てい、『魔女王の血筋』と呼ばれる人たちだった。

　固有魔法とは、遺伝や素質などによって特定の魔女だけが使用できる魔法のことで、その形は千せん差さ万ばん別べつだ。特に、『魔女王の血筋』の魔女たちは強力な固有魔法を駆く使ししてくる。

　ブルームレースに興味を持つ者なら、誰もが必ず知っているようなことだ。

　そして、早希さんは続けた。

「私は、『時の魔女王の血筋』の一人です」

　一いつ瞬しゆん、その言葉の意味がよくわからなかった。

『魔女王の血筋』と言えば、全員が超ちようエリートで、現在のブルームレースを支配していると言ってもいい。

　僕自身、まだ一度も同じレースに出場したことはなく、彼女たちは雲の上のような存在だ。

　だけどその当事者を目の前にすると、急にそれが現実味を帯びはじめた。

「『時の魔女王』の血に適合したのは六代前の先祖、東雲ヨネという方でした。そこから代々、『時の魔女王』が持つ固有魔法である、時間操作魔法を受け継いできたんです。もちろん、『時の魔女王』のように自由自在に時を操あやつったりはできません。その一部をほんの少しだけ使用できる程度です。例えば、私の母は手で触ふれた物の時間を巻まき戻すことが可能です。戻せる時間に限りはありますが、壊れた物でもまったく元通りにすることができます。私の姉は未来に起こる出来事を占うらなうことができます。その的中率は九九パーセント。ほとんど未来予知と言ってもいい正確さです。ですが、同じ『時の魔女王の血筋』である私は……」

　早希さんは何度か言葉を呑み込むと、決心したように言い放った。

「私は、ただのできそこないです」

　できそこない。彼女は自分のことをそう言った。

「私は、母のように手で触れた物の時間を戻すことはできません。姉のように、自分自身で未来を見通すこともできません。私が使える魔法はたった一つ、『半径三メートル以内の他人に三秒先の未来を見せる』。それだけなんです」

「三秒先の未来？」

「はい。さっき私がゲームで勝利した理由はこの魔法を使ったからです。ただ、私がしたことと言えば、進也さんに三秒先の未来を見せただけなんですけどね」

「ちょっと待ってくれ。それだと少しおかしな話にならないか？　だって、僕は確かにゲーム画面に表示された【勝利！】の文字を見たんだ。それが未来だとすれば、僕が負けるはずないじゃないか」

「今回の場合は、進也さんは私の見せた三秒先の未来で【勝利！】の文字を目にして、そこで手を止めてしまったんです。ですが実際は、現実世界で決着がつく三秒前に、勝負が決したと勘かん違ちがいした進也さんが自分からコントローラーの操作をやめただけなんです。未来を知る者だけが、未来を変えることができる。これは世界の真理です」

　未来を知る者……。今回で言えば紛まぎれもなく、無理やり未来を見せられた僕のことだった。

「つまり……僕は現実と未来の区別ができていなかったということか？」

「はい。その通りです」

「……早希さんの魔法についてはだいたいわかった。だけど、どうしてそこまで僕にこだわるんだ？」

「私の魔法は、たった三秒先までしか見せられないんです。加えて、私から三メートル以内の他人にしか使用できないというオマケ付き。つまり、ブルームレースでこの魔法を有効活用するためには、私の見せる未来の情報を一瞬で読み取り、それをすぐさま行動に移せるドライバーが必要なんです。優すぐれた動体視力と反射神経を持つ進也さんは、まさに適任です。……あの時、落ちてきたノートの内容を正確に読み取り、避よけることができた進也さんなら、きっと私の魔法を使いこなしてくれると確信しました」

「『魔術大辞典』は避けられなかったけどな……」

「い、一冊くらいは誤差の範はん囲いです！」

「誤差の範囲で失神させられたんじゃたまらないよ」

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！　わざとじゃないんです！　まさか真上に落ちるなんて思ってなかったんです！　本当にごめんなさい！」

　早希さんは申し訳なさそうに深々と頭を下げた。

　早希さんの話を聞いて気持ちが少しも揺ゆれなかったわけではない。ここまで他人から必要とされて嬉うれしくないわけがない。

　だけど、僕はもう嫌いやなんだ。誰かの引き立て役を演じるのは。

　断ろう。そう思って口を開こうとした時、同時に早希さんが言葉を発し、咄とつ嗟さに声を呑み下した。

「覚えていますか？　私は公の場で東雲を名乗れないと言ったのを」

「あぁ。たしか自己紹しよう介かいの時、黒井とか言ってたっけ」

「私の魔法はあまりにも脆ぜい弱じやくで、『時の魔女王』の権けん威いを貶おとしめてしまうという理由から、本名を名乗ることを禁じられているんです」

「……なんだよ、それ」

「幼い頃、親しん戚せきの大人たちに、目立つな、名乗るな、死んだように生きろ、なんて散々言われました。私自身、それが正しいのだと思って、言われるがまま山の麓ふもとにある家でお手伝いさんと二人、ひっそりと息を殺して、時間が過ぎ去っていくのをただ漠ばく然ぜんと待つだけの日々を送っていました。どうして私はできそこないなんだろう。どうして、私は生まれてきてしまったんだろうと、毎日自分を責め続けていました」

　慰なぐさめる言葉すら思いつかず、僕は黙って早希さんの話を聞き続けた。

「ですが四年前、気まぐれに見ていたテレビのニュースで進也さんのことを知ってから、私は変わったんです」

　心臓を鷲わし掴づかみにされたような感覚に陥おちいった。

　四年前、僕の姿はたしかにテレビで放送された。だけどそれは、僕が蘭奈との圧倒的な差を実感してしまった瞬しゆん間かんでもあった。

「それは当時まだ小学生だったにもかかわらず、進也さんと蘭奈さんのペアが大会史上最速のタイムを叩き出したというニュースでした。実際のブルームレースの映像が流れると、私は驚きました。自分と同じ年ねん齢れいの進也さんが、とても生き生きとした表情をしていたからです。まだ体の小さかった進也さんは、操縦席からうんと身を乗り出して、右へ左へブルームを自在に操っていました。見ている私も夢中になって、気付けば進也さんがカーブを曲がるたび、一いつ緒しよになって体を動かしてしまいました。その時、思ったんです。私も、進也さんと同じようにブルームレースに出場したい、と」

　激しくなる鼓こ動どうが、耳を打ちつけるように轟とどろいていた。

「……だけど、あの大会で注目されたのは蘭奈さんばかりで、進也さんのことは一いつ切さい取りあげられていませんでした。その大会を最後に、進也さんがブルームを降りてしまったと後から知りました。最初に進也さんと出会った時、進也さんの中で忌いまわしい記憶になっているであろうあの大会の話題を避けるため、咄嗟に進也さんのことを知らないふりをしてしまいました。本当にすいません。一緒にブルームに乗ってほしいと頼たのんだ時点で、進也さんがあの日のことを思い出してしまうとわかっていたはずなのに……」

　早希さんはそこで一いつ旦たん呼吸を整えると、照れくさそうに言った。

「私がどうして、桜丘高校に転校してきたのかわかりますか？」

「…………」

「進也さんが、そこにいると知ったからです」

　早希さんは苦く笑しようして、

「でもまさか、転校する前に会ってしまうなんて思いませんでした。予定では少しずつ仲良くなってから話を切り出すつもりだったんですが……我が慢まんできず、ついあの場で言ってしまいました」

　一つ間置き、真しん剣けんな眼差しが僕を捉とらえた。

「私には、進也さんが必要なんです」

　期待しちゃいけない。

　期待しちゃいけないんだ。

　僕は知っている。あの大会で皆みんなが注目していたのは蘭奈であって、僕ではない。

「……あ、あれは全部、蘭奈のおかげで……僕は全然、才能とかないから……」

「そんなことありません！　世間の評価なんてどうだって構いません！　少なくとも私は！　他の誰でもない！　あなたに憧あこがれてこの道を進み始めたんです！」

　皆蘭奈のことばかりで、誰も僕のことなんて見ていないと思った。自分は目に映らない、透とう明めいな存在なんだと思っていた。思い込むようにしていた。

　それなのに、目の前の少女は僕を見てくれていた。蘭奈ではなく、僕のことを見てくれていたんだ。

　嬉しくて頬が赤くなっているのがわかる。

　それでも、僕は怖こわいんだ。

　一度止めた足は岩のように重く、視界の先には闇やみが広がっているようにさえ見える。

「僕は……僕は……」

　どうすればいい。どうすれば、この気持ちを拭いされる？

「進也さんがブルームを降りたと聞いた時はショックでしたが、それでも私はブルームへの憧れを捨てませんでした。できそこないと罵ののしられても、役立たずだと笑われても、私は立ち止まるわけにはいかないんです」

　少女の目は、出会った時と同じようにほんのりと赤らんでいた。そこに宿る強い意志が、まるで炎ほのおのように揺らめいている。

「今の私には、叶かなえたい願いがあるんです。一人ではどうすることもできません。それでも！　私の目の前にはあなたがいる！　一人じゃできないことでも、あなたとならばできるかもしれない！」

　早希さんが放つ言葉の一つ一つが、まるで伝でん染せんするように全身を駆かけ巡めぐった。

　手が震ふるえる。

　呼吸が速くなる。

　早希さんの声以外、何も聞こえなくなる。

「私と一緒に、ブルームに乗ってくれませんか？」

　早希さんが差し出した手は小刻みに震えていた。それを見ていると、体温が上じよう昇しようし、額に汗が滲にじみ、今まで押し殺ころしてきたやり場のない感情が押し寄よせて来るのがわかった。

　本当にこの手を取っていいのか？

　また、誰も見てくれないんじゃないのか？

　どうせ、注目されるのは派手な魔ま法ほうを使う魔女ばかりだろう？

　ドライバーは、単なる代替品。

　……でも。

　……だけど！

「……僕にも……勝ちたい奴がいるんだ」

　口から漏もれ出でた僕の想おもいは、もう止められなかった。

「あいつに……蘭奈に、勝ちたい！」

　言ってしまった。

　どうやっても敵かなわないと知っているのに。

　惨めな思いをするだけなのに。

　言ってしまった。勝ちたいと、願ってしまった。

　本当はずっと前からわかっていた。

　悔くやしくて、悔しくて、悔しくて悔しくて、潰つぶれてしまいそうだった。同じブルームに乗っていたんだ。僕を見ろ！　僕を見ろ！　同じブルームに乗っていたんだ！　蘭奈をゴールまで運んだのはいつだって僕だったんだ！　気付け！　気付け、気付け！

　僕は、ここにいる！

　だから僕は、彼女の手を握り返した。

　世界で唯ゆい一いつ、僕を見つけてくれた少女の手を、ありったけの力を込めて握り返した。

　惨めだからなんだ。怖いのがなんだ。

「僕が、君をゴールまで連れて行ってやる！」

「私が、あなたをゴールまで連れて行きます！」

　この日僕は、できそこないと呼ばれた魔女のパートナーになった。







第二章『約束という名の重荷』







　教室でいつも通り一人でメロンパンを貪むさぼっていると、どこからともなく早さ希きさんがトコトコと近寄ってきて、おもむろに僕ぼくの机の上で弁当を広げ始めた。

「……えっと、早希さん？」

「進しん也やさんはいつもメロンパンですよね？　好きなんですか？」

「え？　あぁ、いや。別に好きというわけじゃないよ。ただ、いつも食べてるからなんとなく……」

「あらあら。そんなことじゃいけませんよ。もう少しいろんな物を食べないと体が悲鳴を上げてしまいます。ぎゃーって」

「随分悲痛な叫さけび方だな……。というか、どうしてここで弁当食べようとしてるんだよ」

「当然じゃないですか。だって私たちは昨日、正式にパートナーになったんですから」

「だからって……」

「あ、そういえば進也さんっていつも一人でお弁当食べてましたよね？　もしかして他ほかの人と一緒にご飯食べるのお嫌きらいでしたか？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　一緒にご飯食べる友達がいないだけです。

「なら構いませんよね。良かったら私のウインナー食べますか？　はい、あ～ん」

「いやいや、いらないいらない」

「まぁまぁ、そう言わずに。ほら、あ～ん」

　何なんだこの子。もしかして僕のこと好きなんじゃないのか。

　早希さんは箸はしで摘まんだウインナーを僕の口に無理やり押し込めると、満足したように微ほほ笑えんだ。

「どうですか？　おいしいでしょ？」

　たしかにおいしいけど、メロンパンとの相あい性しようはあまりよろしくない。

　しばらくの間、勝手に口内に放ほうりこまれたウインナーを咀そ嚼しやくしていると、早希さんはおもむろに細長い包みを取り出し、その中からストローを一本摘まんで僕に見せた。

「これ、知ってますか？」

　それは一見するとただのストローに見えるが、ところどころに極小の魔ま法ほう陣じんが描かかれている。

「魔具だよな？　『多た彩さいストロー』とかいう商品名の。たしかそれで飲み物を飲むと味が変わるとか」

　魔具とは、魔力を込められた道具のことで、物によって様々な効力を持っている。作成するには必ず魔力が必要となるため、魔具を作る職人、魔具師として働く魔女は多い。

　近年ではスマートフォンの代わりに『携けい帯たい型がた通信水すい晶しよう板ばん』という通信機器が爆ばく発はつ的てきにヒットした。見た目は今までのスマートフォンと大差はないが、電波ではなく魔法で通信するため、従来のスマートフォンよりもずっと快適に通信できるという代しろ物ものだ。ちなみに僕も持っている。

「すごいっ！　正解ですっ！」

　中学生の頃、このストローで盛り上がっていた同級生たちのことを思い出した。無論、僕はその輪の中には入らず、教室の隅すみから同級生たちの背中を見つめていただけだったけど。

「これは改良版らしくて、今朝駅で配ってたのを貰もらったんです。昔からどんなものかずっと気になってたんですよね」

　早希さんはどこに隠かくしていたのか、ミネラルウォーターが入ったペットボトルを机の上に置くと、それに『多彩ストロー』をセットした。

　早希さんは軽く唇くちびるを舌で湿しめらせると、パクリと先っぽを咥くわえ、そのままコクンと一口飲み下した。

　早希さんの唇が魅み力りよく的てきな輝かがやきに満ち、好こう奇き心しん旺おう盛せいなその目は悩なやまし気げに細くなる。

　たったそれだけの動作だが、僕には何故だか妖よう艶えんに映り、目が離はなせなくなった。恥はずかしさにも似た戸と惑まどいが胸中に膨ふくらみ、体の中が熱くなる。

　ペットボトルの中身はただのミネラルウォーターだが、『多彩ストロー』のせいで予想外の味に変わっていたのか、早希さんは軽くむせこみ、口くちの端はしからポタポタと液体がこぼれ落ちた。早希さんは慌ててそれを手のひらで拭うと、恥ずかしそうに視線を逸そらした。

「す、すいません！　まさかこんな味だとは思っていなくて……」

　その一挙手一投足に見み惚とれていた僕に、早希さんは言った。

「進也さんも、飲んでみますか？」

　早希さんの唾だ液えきが絡からみついたであろうストローに目線が移ると、思わずゴクリと喉のどが鳴った。

　そして、僕は気付いた。

　これは、試ためされている！

　男としての器量を！　度胸を！　包容力を！

　僕は今、試されている！

　間接キスを気にして断るのか、それともドンと構えて早希さんが口を付けたストローを咥えるのか。

　早希さんはこうやって自分のパートナーの度量を確かく認にんしているに違いない！

　もしもここで僕が変に動揺しようものなら、呆れ果はてて「進也さんって、案外小さい男なんですね」なんてセリフを吐はき捨すてるんだ！

　馬ば鹿かにするな。

　僕だって男だ。こんなところで、引いたりしない！

　僕は早希さんからペットボトルをひったくり、ストローを口に咥えると、そのまま勢い良く水を口内へ流し込んだ。

　場ば違ちがいな磯いその香かおりが鼻をつき、すぐさまむせこんでしまった。よもやウニ味の飲み物が存在しようとは……。

　だが、それでも僕はやり遂とげた。早希さんの唾液が絡みついたストローを、微み塵じんの動揺も見せず、見事咥えることに成功したのだ。

　早希さんは、申し訳なさそうに声を漏らした。

「あ、あの……進也さん。実は、進也さん用にもう一本ストローを貰っていたんですが……」

「あわわわわ！　ご、ごめんなさい！」

「い、いえ！　私は進也さんとキスするのは全然構わないです！」

「……へ？」

「ま、間ま違ちがいました！　か、間接キスです！　キスはまだ早いです！」

「まだ？」

「……あっ！　い、いや！　そういう意味じゃなくて！　えぇ～っと……そう！　年ねん齢れい的てきにキスはまだ早いかなぁという話です！」

「あ、あぁ、なるほど」

　高校生なら別に早くないんじゃないかと思いつつも、これ以上この話題を膨らませるには、僕の心はあまりにも傷付いていた。

　それから少し間を置き、お互たがいに落ち着きを取り戻もどした頃、見計らったように早希さんが口火を切った。

「進也さんって、デートとか……したことありますか？」

「デート？　ないない」

　早希さんは何故だかほくそ笑えみ、小さく頷うなずいた。

「そうですかそうですか。いや、別にそれがどうしたというわけではないんですけどね。一応、パートナーである進也さんのことをもう少し知っておきたいと思って聞いただけです。他意はないですよ。はい」

「何？　早希さん、デートとか興味あるのか？」

「……ないと言えば嘘うそになりますね」

「へぇ、意外」

　早希さんは思い出したように言った。

「そういえば知ってますか？　ブルームがどうして生まれたのか」

「たしか、『創造の魔女王』を愛した男が、箒ほうきに乗れなくなった魔女と人間の懸かけ橋はしになるようにって作ったとかなんとか」

「そうですそうです！　進也さん、意外と物知りですね！」

　小学校の社会の授業で習うことじゃないか……。

「あの話、私結構好きなんですよね」

「好き？　『創造の魔女王』は結局殺されたのに？」

「そうですけど……。でも死しに際ぎわに、自分を愛した男の人との誓いを守るため、ブルームレースについての掟おきてを新しく創造するなんて、とってもロマンチックですよ」

「そうか？　僕はやりすぎだと思うけど……」

「進也さんは全然女心が理解できていませんね。反省してください」

「え？　す、すいません……」

　ムスッと頬ほおを膨らませていた早希さんは、机の木目をなぞると、なんとはなしに口を開いた。

「あ、そうだ。良かったら、今日、私の家に来てくれませんか？」

「い、家に!?」

「私が中学の頃に乗っていたブルームを見てもらいたいんです。進也さんが良ければあの機体を使いたいと思っています」

「あ、そう……。早希さんって如月きさらぎ高校ではパートナーいなかったんだよな？　中学の頃はいたのか？」

「い、一応、隣となり町まちの女子中に入学した頃は、何人か声をかけてくれた人はいたんです。でも結局、私の魔法の使えなさに辟へき易えきしてしまって、皆さん去ってしまいました。一番長く続いた方でも半年くらいですね」

「よくそれで如月高校に入ろうなんて思ったな」

「ブルームレースの名門校なら私を必要としてくれる方もいるんじゃないかと思ったんです。あそこのブルーム科を魔女として受験するには、実技試験ではなく、一いつ般ぱん的てきな筆記試験と魔力量審しん査さだけですから。だから役立たずの魔法を持つ私でも入学することができました。私の魔法はほとんど何の役にも立ちませんが、魔力量の数値は……その……平均より少し上くらいなので」

　早希さんは何故なぜだか尻しりすぼみになった。

「早希さん？　どうかした？」

「あ、いえ。すいません。なんでもないです。まぁ、結局如月高校でも私を必要としてくれる方は誰だれもいなかったというわけなんですが」

　早希さんの魔法はわずか三秒先の未来を他人に見せるというもの。僕だって使いこなせるかどうかわかったもんじゃない。

　ただ、誰からも求められない辛つらさは僕もよく知っていた。

「家は遠いのか？」

「いえ。電車で五駅分です。歩くと一時間以上かかっちゃいますね」

　魔女はありとあらゆる乗り物の操縦をすることができない。自転車に乗った場合の時間を言わなかったのは、早希さんにとって自転車は身近な乗り物ではないからだろう。

「なら、電車だな」

　教室の窓から見える青く澄すみ渡わたった大空は、まるで縁ふち取どられた絵のようで、『大だい如月きさらぎ祭さい』に向けて練習しているであろう数台のブルームを、ぼんやりとした目で追い続けた。







　最も寄より駅から電車で二〇分、それから鬱うつ蒼そうと茂しげる木々に見下ろされた砂じや利り道みちを一〇分程ほど歩くと、舗ほ装そうはされていないがそれなりに広い道に出た。そしてそのすぐ目の前に早希さんの住む家があった。

　年季が入っているがとてつもなく巨きよ大だいで、外がい壁へきはどこまでも続いている。一人の力では開けることさえ難しそうな重じゆう厚こうな門がドンと正面に構えていた。

「……大きな家だな」

「でも、二人で住むには大きすぎます」

　早希さんはお手伝いさんと二人で暮らしていると言っていた。

　表札に彫ほられた黒くろ井いという名前は、たしか早希さんが学校で使っていた偽ぎ名めいだ。

「黒井っていうのは、そのお手伝いさんの名前？」

「いえ、違います。黒井という名前は東雲しののめ家の現当主、つまり、私の母が適当に付けた名前なんです」

「現当主は『時の魔女王』じゃないのか？」

「まさか。『時の魔女王』は決して人前には姿を現しません。謁えつ見けんが許されるのは当主を含めた一部の者だけです」

　早希さんは、門のすぐ手前に駐ちゆう車しやしてあった黒くろ塗ぬりの高級車を見つけると、眉まゆをひそめ、そそくさと砂利道を歩き出してしまった。

「ブルームは裏山のガレージに置いてあるのでとりあえずそちらに向かいましょうか」

　てっきり早希さんの部屋が見られるものだと思っていた僕は、少しだけがっかりしながら早希さんの背中を追った。







　家の外壁に沿って竹たけ藪やぶを突つっ切きり、そのまま山道を登って目的のガレージに到とう着ちやくした。ガレージも家と同様に広いと思い込んでいたが、実際にはそうではなく、ちょうどブルーム一台分が収まるくらいのこぢんまりとしたものだった。木製の小屋の周りには苔こけが生え、シャッターはところどころ錆さびている。

「もしかして、結構放置してた？」

「最後にパートナーがいたのは中学一年生の頃ですからね。一応最低限のメンテナンスはしてあるんですが、実際に動かすのはほとんど三年ぶりです。だから今日はならし運転だけにして、それで問題がなければ明日から練習を開始しましょう」

　早希さんは鍵かぎを開けると、そのままガラガラとシャッターを押おし上あげた。

　中には、扇おうぎ形がたをした物体に紺こん色いろのシートがかけられており、ガレージの両りよう端たんにはメンテナンスや修理、改造に必要な器具一式が棚たなに積み上げられていた。

　早希さんが結んであった紐ひもを解いてシートを外すと、ようやくブルームの全ぜん貌ぼうが視界に入ってきた。

　光こう沢たくのある赤色のボディ。外壁にはルーン文字と、『赤せき雷らい』という機体名が刻まれていた。

　ルーン文字は昔から、おまじないやデザイン目的でブルームに使用されているが、現在ではその意味を理解できる者はほとんどおらず、僕には何と書いてあるのかはさっぱりわからない。

　機体の下からは二本の突とつ起きが地面へ伸び、ブルームがひっくり返ったりしないようにバランスを取っていた。

　ブルームは必ず三種類のフォルムに分類される。

　安定性はあるが爆ばく発はつ力りよくに欠ける『エアリアル・フォルム』。機体の両側に翼つばさがあるこのタイプは、小回りは利きくし操縦も容易で、三種類の中で最も普ふ及きゆうしているタイプだ。難点を挙げるとすれば、瞬しゆん間かん的てきな加速が苦手というところだろう。

　次に、速度はあるが機動性に欠ける『アルミラージ・フォルム』。『最速』をモットーに設計された機体で、重量が軽く、槍やりのようにまっすぐ伸びるフォルムをしている。だが操縦は困難を極きわめ、まっすぐ飛ばすことすら容易ではない。熟練した腕うでを持つ上級者向けの機体だ。

　最後に、パワーはあるが速度に欠ける『フギンムニン・フォルム』。三種類の中で最も重量があり、初速の遅おそさには定評がある。だが、この機体は乗り込んだ魔女の魔力を増ぞう幅ふくさせる機能を備えており、時に信じられないような力を発揮する。

　僕は改めて『赤雷』に視線を戻した。

『エアリアル・フォルム』独特の左右に伸びた翼。

　胴どう体たいの後ろには、魔力を推進力として出力するブースター、『魔力噴ふん射しや口こう』という機関があり、下部には機体を上昇させるため、それが五つも設けられている。

　座席は胴体の真ん中に二席連なるように備わっていて、視界の広い前席にはドライバー、その後ろには魔女が座すわることになっている。

　座席の真下、機体の外壁に三本のライトが埋うめ込まれている。これは『リングライト』と呼ばれる代物で、ルール上全すべてのブルームに備わっているものだ。

「安定性重視の『エアリアル・フォルム』か。『赤雷』がこの機体の名前？」

「はい、そうです。エリエル社が五年前に発売したモデルです。といっても、中身はそれなりにいじってますので別物ですが」

「へぇ。早希さんは改造とかできるんだ？」

「改造と言っても、配線の交こう換かんや魔力噴射口の取とり換かえ程度ですよ」

「それでもすごいよ。僕はそういう方面は全然だから」

「まぁ、一人だと他にやることがなかっただけなんですけどね……」

「……あぁ、なるほど」

　メンテナンスをしていたというのはどうやら本当だったらしく、古びたガレージの外見からは想像もできないほど、『赤雷』は綺き麗れいに保たれている。

　パートナーもおらず、動かせないブルームのメンテナンスだけするなんて相当な精神力が必要なはずだ。改めて、早希さんのブルームに対する情熱を再確認させられた。

「とりあえず乗ってみるか。ちゃんと動くか確かめないと」

「えっと、あの……ブルームに乗るのは日が沈しずんでからにしませんか？」

「日が沈んでから？」

「私から誘さそっておいて申し訳ないんですが、実は今日、姉がここへ来ているみたいなんです。さっき家の前に車が停とまっていました。姉は日が沈む頃ころには帰るので、それから練習を始めたいんですが……」

「お姉さんって、未来を占えるって言ってたっけ？」

「はい、そうです。九九パーセント当たる占いです」

「大学生？」

「いえ。高校を卒業したらすぐに上級魔女の資格を取って魔法省に就職しました」

　魔法省と言えば日本の中央省庁の一つで、国内で使用されている魔法の管理、施せ工こう、維い持じ、修復などを一手に請うけ負おっているところだ。

　上級魔女資格は国家資格で、弁護士資格と同等の難易度の試験に合格しなければ得られない。

「すごいな。まさにエリートだ」

「……そうですね。私が言うのもなんですが、姉は別格です。あの人に不可能なことなんてありません。ただ、その姉は私がブルームに乗ることを反対しているんです。できそこないの私が目立った行動をすると、『時の魔女王』の権威が失われる、と。まぁ、ずっと偽名で生活していますし、最近はブルームにもまったく乗っていませんから、小言を言われることも少なくなりましたけど。それでもまだ、私がまたブルームに乗り始めたことを姉には知られたくないんです」

　どう言葉をかけていいのかわからず、そのまま黙だまって夜が来るのを待った。







　完全に日が沈んでから念のため二〇分程待って、僕らはブルームの座席に乗り込んだ。前席にはドライバーである僕、後席には魔女である早希さん。

　ドライバーの席には各所の噴ふん射しや口こうの出力を調節するツマミや、機体内魔力残量を示したゲージなどがある。バイクと似たようなハンドルが取り付けられているが、アクセルだけは足元にある。

　ハンドルに備わっているブレーキの感かん触しよくを指先で確かめ、右足でアクセルの踏ふみ心ごこ地ちを確かめた。それだけで、この機体がよく手入れをされていると実感できた。

　魔女の席には『魔力吸収水晶』と呼ばれる水晶が、座席内部と手すりに備わっている。走行中は座席に座っているだけで一定量の魔力を体内から吸い上げ、魔力を推進力に変へん換かんする機関、『魔力出力コア』へ送り出す仕組みになっている。

　ブルームに乗る際には必ず、『魔ま防ぼうベルト』と呼ばれる魔具を腰こしに巻かなければいけない。このベルトは乗車しているブルームと連動して作動し、万が一、搭とう乗じよう者しやに致ち命めい的てきなダメージが加わろうとした場合には、ベルトに備わっている『搭乗者生命維持機構』という泡あわ状じようの魔法が出現し、過度な衝しよう撃げきから人体を守ってくれる。

　つまり、ブルームレースでは大きな怪け我がを負うことはないということだ。ただし、『搭乗者生命維持機構』が発動した機体は、その場で即そく座ざに失格となる。

　ベルトが外れたりしないかを、両手で引っ張って入念に確認した。

「早希さん、こっちはオーケーだ。そっちは？」

「こちらも準備万ばん端たんです。久しぶりなので少し緊きん張ちようしてます」

「はは。僕もだ。墜つい落らくしたりして」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。その場合は『搭乗者生命維持機構』が作動して命は助かります。この辺の住宅や道路には保護魔法が組み込まれていますから、被ひ害がいはこのブルームだけということになります」

　保護魔法とは、数十年前の『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』で『人々を守るための最強の魔法』として享きよう受じゆされた魔法のことだ。あくまで人体を優先的に保護してくれる魔法だが、指定さえすれば建物や道路に対する外的要因による損傷も防いでくれる。

　ただし、保護魔法はどうしてだか、ブルーム本体にはまったく効果がなかった。『全能水晶』を創つくった『創造の魔女王』が、ブルームレースを面おも白しろくするためにそうしたのだと、まことしやかに囁ささやかれている。

　つまり、保護魔法で守られた建物にブルームで突っ込むと、ブルームの方だけ損害を被こうむるというわけだ。

　魔防ベルトに組み込まれている『搭乗者生命維持機構』の発展型なのだそうだが、ブルームという乗り物自体に解明されていない点が多く、特に『魔力出力コア』は製造こそ可能だが、具体的な仕組みを完かん璧ぺきに理解できる者はいないと言われている。

『全能水晶』の力によって手に入れた保護魔法だったが、予算の都合上、人気の少ない裏通りや田舎いなかにはいきわたっていない場所も存在する。

　近年では、ブルームレースを行う際は必ず保護魔法が施工されたコースを選ぶように定められている。

「そういえば、このブルームってどうやって手に入れたんだ？」

「毎月本家から生活費が送られてくるので、それを少しずつ拝借しました。しめて一五万円くらいです」

　僕が昔使っていた機体は蘭らん奈なにあげてしまったので、この『赤雷』が壊こわれてしまうとそれはそれは大変なことになる。主に財さい布ふが。

「安全運転でいこう」

「そうですね。今日はならし運転ですし。じゃあ、とりあえずコアを始動しますね」

　早希さんが『魔力吸収水晶』で構築された手すりに触ふれると、その手の周りがやんわりと光を帯び、やがて光は薄うすい膜まくのように全身へ広がった。

　これは『魔力光』と呼ばれる光で、魔女の体内で生成された魔力が体外へ放出されると発生するものだ。

　早希さんから溢あふれ出した真しん紅くの魔力光は、次々と『魔力吸収水晶』へ消えていった。

『魔力出力コア』で推進力に変換された魔力は、魔力噴射口から炎のように赤々と伸び始める。

　魔女の大半は自分の魔力光と機体のカラーを統一している者が多く、早希さんもその一人だったらしい。

　ガレージ内が赤く染まり、機体内魔力残量が徐じよ々じよに増え始める。走行中は常に魔力を消費するため、一定量の魔力を注ぎ続けるのが定石だ。

　やがて三本のリングライトはそれぞれ青白い光を放ち始めた。ベルトに刺し繍しゆうされているルーン文字にも明かりが灯ともり、魔防ベルトが正常に起動していることが確認できた。

　アクセルをゆっくりと踏み込むと、それに伴ともなって機体内のコアが反応し、僅わずかな機械音を伴った。ブルーム自体は基本的に静かな乗り物で、夜に走りまわっても騒そう音おんが問題になるということはない。ただし、使用する魔法によってはかなりの大音量になるので注意が必要だ。

　下部と後部にある魔力噴射口の魔力光が徐々に激しさを増していく。機体が地面を離れると、それまでバランスを保っていた二本の突起が自動的にブルームの外壁へ格納された。

　意図せず、ほんのわずかに前へ進み始める。

「久しぶりだからその場で静止するのが難しいな」

「とりあえず一旦ガレージから出て停てい滞たいの練習をしますか？」

「あぁ。それが良い。悪いけど少し時間を――」

　ガレージから出ようとアクセルを踏み込んだ瞬しゆん間かん、ガクン、と全身に衝撃が走り、視界は一転して森に包まれた。

「うお！　まずい！　踏み込み過ぎた！」

「上空へ！　上空へ行ってください！」

　言うことを聞かないブルームはそのまま森を突っ切り、次々と木々の間を抜ぬけた。目め一いつ杯ぱいハンドルを手前に引いて進路を空へとると、森を突き抜け、視界がグンと広がった。

　山の上空から小さな街の明かりを見下ろすと、ようやくブルームに乗ったのだということを実感した。

　まさか、もう一度この景色を見ることになるなんて思ってもみなかった。

　なんとか感覚を掴つかんでその場で静止すると、早希さんは夜空にぽっかりと浮うかぶ月を見ながら言った。

「進也さんはブルームレースにおけるプロと呼ばれる人たちについて、どの程度知っていますか？」

　質問の意図はわからなかったが、知っていることを大おお雑ざつ把ぱに頭の中でまとめてから返答した。

「……たしか、プロになる権利を手に入れた人たちは『全能水晶』に名前が浮かび上がるんだっけ。その基準は基本的にレース結果で決められていて、何度も好成績を修めた人や、大きなレースで優勝した人が優先的にプロに昇しよう格かくできる。稀まれに成績が伴っていなくても本人の資質だけでプロに選ばれる人もいるらしいけど、そんなのはほんの一ひと握にぎりだ」

　成績も才能も兼かね備そなえている蘭奈の姿が一瞬脳のう裏りを過った。きっと、蘭奈はいつかプロに選ばれるに違ちがいない。

　言葉に詰つまったせいで早希さんが首を傾かしげていたので、慌あわてて話に戻った。

「え、えっとそれから、プロになれば毎月ブルームレース協会から成績に応じて一定額の補助金が出たり、引退後は、ドライバーならあらゆる免めん許きよ取得費用の無む償しよう化か、魔女なら魔法省からの推すい薦せんが来たり、魔具師として店を出すための様々な補助が受けられたりする。だけど、プロに選ばれた全員が『全能水晶杯』に出場できるわけじゃない。プロは言わば、『全能水晶杯』に出場するチャンスを得た人たちのことだ」

　僕の返答を聞き終えた早希さんは、納なつ得とくしたようにウンウンと頷いてから、ピンと指を伸ばした。

「つまり、『全能水晶杯』で優勝して願いを叶えるためには、プロになることが最低条件なんです」

　次し第だいに、早希さんの言いたいことがわかってきた。

　ここ最近、近く行われるレースに向けて練習しているであろうブルームを度たび々たび目にする機会があった。そのレースで優勝した歴代の出場者たちは、一人の例外もなくプロへの切きつ符ぷを手に入れているのだから、熱が入るのも頷ける。

　そして、僕の元パートナー。加か古こ野の蘭奈も出場するレース。

「……『大如月祭』か」

　早希さんは小さく頷いた。

「そうです。もうすぐ行われる『大如月祭』。そこで優勝したペアは、必ずプロに選ばれています」

　正直に言うと、僕は少し戸惑っていた。

　立ち向かうと決めたのに、その現実が目の前に迫せまると、急に足を止めてしまいそうになる。

「……蘭奈も、『大如月祭』に出場するらしい」

　僕の弱気な言葉に、早希さんは力強く答えた。

「だったら好都合ですね」

　好都合……。

　そうだ。これはチャンスだ。

　怖こわくないわけじゃない。だけど、怖がってはいけないなんてことはないんだ。

　もう逃にげ出したくないから、前に向かって歩き出すと決めたから。

　僕は、自分に言い聞かせるように、早希さんの言葉を繰くり返かえした。

「……あぁ、そうだ。好都合だ」

　冬の終わりに開かい催さいされる『大如月祭』での優勝。それが僕らの目標になった。







　帰かえり際、ブルームをゆっくりと走らせながら、僕はずっと気になっていたことをたずねた。

「早希さん、ちょっと聞いてもいいか？」

「どうしたんですか？　改まって」

「早希さんが僕を誘った時、言ってただろ？　叶かなえたい願いがあるって。それって――」

　早希さんの顔色がみるみる青ざめていくのがわかった。右手で左ひだり肩かたの辺りを掴み、微かすかに震ふるえている。

　怒おこっているのか、それとも、怖がっているのか。

「悪い。やっぱりまだ聞かないでおくよ。いつか、心が決まったら、早希さんの方から教えてくれるか？」

　コクンと頷いた早希さんは、その日、二度と僕の目を見なかった。







　翌日。放課後。

　ゲームセンター『イコイ』は僕にとってまさに憩いこいの場所だった。外界から遮しや断だんされた空間でひたすらお気に入りのゲームに沈み込む感覚。没ぼつ頭とうという名の快楽。これこそ神々が現代に創り出した至高の遊ゆう戯ぎである。

　別にブルームの練習をサボっているわけではない。早希さんに急きゆう遽きよ別の用事ができてしまったので、今日の練習は流れてしまったのだ。

　だが、この際そんなことはどうでもいい。

　いつも通り『ストリートキング２』に興じていたら、少女が近寄って来て、

「ほぉ……ほぉ～。うぉ～」

　などと僕のプレイを見て声を上げ始めたのだ。いや、それが子供だったら別に構わないんだ。ゲームを見て楽しむのもゲームセンターの醍だい醐ご味みである。だが一見したところ、その少女はおそらく子供ではない。姿形はそれこそこぢんまりとしていて小学生じみているが、如月高校の生徒が着るセーラー服を着用している。すなわち、同い年、あるいは年上ということだ。

　短い背せ丈たけに反比例して、長い薄うす紫むらさき色の髪かみの毛けをしており、柔やわらかそうな毛先がふわりと弧こを描いていた。

　だが、この際そんなことはどうでもいい。

　いくら女子高生だからといって他人のプレイを見てはいけないという法律はない。存分に楽しむがいい。

　だからお願いだ。僕ぼくの膝ひざの上に乗らないでくれ！

「ほぉ～、ほぉ～」

　ほぉほぉじゃないから！　人様の膝の上でどれだけくつろいでるんだよ！　見るなら横に移動してくれ！　どうしてプレイヤーの僕よりも最前線で観賞してるんだよ！

「なぁなぁ」

　話しかけてきた！

「……え？　えっと、どうしたの？」

「じゃまになってるか？」

　そんなこと聞かれたら邪じや魔まって言いにくいじゃないか！

「あぁ～。まぁ、それなりに？」

「そうか。それなりか」

「…………」

「ほぉ～、ほぉ～」

　どかないのかよ！

「ちょ、ちょっと君、悪いけど膝の上はちょっと……」

「なぁ」

「ん？」

「プレイにしゅうちゅうしろ。わざがみだれてるぞ」

　このガキ！　……いや、見た目はガキでも年ねん齢れいは同じか上。ここは冷静に冷静に。

「もしかしてこのゲームをプレイしたいのか？　だったら他ほかにもいくつか置いてあるよ」

　名も知らぬ少女はプレイ画面から目を離さず、舌ったらずな口調でまくしたてた。

「ふむふむ。たしかに『ストリートキング２』はぜんさくをうわまわるほどのたいさく。ぷれいするのはやぶさかではない。かくしきゃらの『ノンシュガーさいとう』でかんしょうしたときにながれるえんでぃんぐはかみがかっている」

「そうそう！　あれ泣けるよな！　決め台詞ぜりふの『俺おれのパンチは甘あまくない』もめちゃくちゃ格好良い……って違う違う」

「なに？　ちがうのか？」

「いや、『ノンシュガー斉さい藤とう』のエンディングの良さには同意するけど、僕の言いたいことはそうじゃないんだ。とりあえず膝から降りてくれるか？　そこにいられるとコンボが繋つなぎにくくて仕方がない」

「さっきからぜんしあいのーだめでかってるのにか？」

「まぁね！　僕くらいになれば目め隠かくししてでもエンディングにたどり着けるよ！」

「ならいいじゃないか」
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「……あぁ。まぁ……うん。そうだね」

　とりあえずそのままエンディングまでたどり着き、手を止めて少女に質問した。

「君のその制服、如月高校のやつだよな？」

「いかにも。これはきさらぎこうこうのやつだ。なまえはくすのきカエデ。いちねんせいだ」

「一年生？　なら僕と同い年だ」

「…………」

「ん？　どうかしたのか？」

「……ねむい」

「え？」

「かえる」

「あぁ……そう」

　カエデと名乗った少女はそのまま僕の膝から飛び降り、「こんどあうときはいっしょにやろう」と言い残してそのまま店外へ出て行った。なんだかドッと疲つかれたので、その日は僕も帰ることにした。







　アパートに帰ると、ケータイに蘭奈からの留守電が入っているのに気が付いた。

『助けて進也！　あたし、このままじゃ殺されちゃう！　……なーんてね。びっくりした？　あはは！　ごめんごめん！　だって進也、ぜーんぜん返信くれないんだもん！　さーみーしーいー！　ウサギはね、寂さびしかったら死んじゃうんだよ。……まぁ、それ嘘みたいだけど。あ、この前『大如月祭』に出なきゃいけないって言ったでしょ？　あれなんか予選とかやらなくちゃいけなくてすごいめんどいの。それにさー、学校の先せん輩ぱいがうちのクラスに来てね、今度の『大如月祭、お前わざと負けろ』って脅おどしてきたの！　胸むな倉ぐら掴つかんで！　もう、すっごい腹立つでしょ!?　ビンタしたら泣き出してどっか行っちゃったけど。ほんともー最悪な気分。才能がない人って相手を陥おとしいれることしか考えられないんだよね。才能ないって思ったらすぐにブルーム降りちゃえばいいのに。どうしてあんなに必死になってまで縋すがり付つくんだろう？　みっともないよね、ほんと』

　きっと、蘭奈には一生わからないんだろう。

　才能のない他人の気持ちなんて。







　あれから数日間、僕と早希さんは一心不乱にブルームの練習に励はげんだ。ブルームの操縦技術の方は練習を繰り返す度に上達していったが、肝かん心じんの早希さんの魔ま法ほうは思うように使いこなせないでいた。

　いつもの裏山。鬱蒼と茂る木々の間を通ると、後席に乗った早希さんが声を張った。

「使います！　『三さん秒びよう視し』！」

　魔法を使用する際、魔法に名前を付けてそれを言葉にする場合が多い。そうすることで魔法の質が向上するらしい。それにしても『三秒視』という名前は微び妙みようだ。

　視界の両端を後方に向かって流れていた木や草が、一いつ瞬しゆん波打ったように揺ゆらいだ。そして、右横から枝が伸のびているのを見つけ、頭を引っ込めてそれを回かい避ひした。

　だがその直後、避よけたはずの枝がまた目の前に現れ、咄とつ嗟さにそれを避けようとするが、体が強こわ張ばったように硬こう直ちよくして動かない。

　結果、僕は顔面から枝に突っ込むことになった。ぶつかる直前、『搭乗者生命維持機構』が働き、薄い泡状の膜が体を覆おおってブルームは自動的に地面に停車した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか進也さん！」

　たとえ魔法で身を包まれているからといって衝撃がまったくないわけではない。痛覚を刺し激げきしない鈍どん器きで殴なぐられたような感覚くらいはあるのだ。

　とりあえず再度コアを起動し、ブルームをガレージのすぐそばで停止させると、鼻血が出ていないかを手で触さわって確かめた。

　これが本番のレースなら『搭乗者生命維持機構』が発動した時点で失格だ。

「大丈夫大丈夫。ちょっと衝撃を感じただけで痛くはないし……というか、そもそも早希さんの魔法を使わなければ普ふ通つうに避けられてたな」

「……やっぱり、進也さんも私の魔法は役立たずだと思いますか？」

「いや、そうじゃない。使いこなせれば強い武器になると思う。ただ、それには僕自身が未来と現実の境界をもっとはっきり認にん識しきする必要があるし、使用するタイミングも重要だ。それと、何故か早希さんの魔法にかかると体が一瞬動かなくなるんだ。ゲームセンターでも同じような感覚があったっけ……。何にしてももう少し訓練を積む必要が――」

　言いかけたところで、淡たん々たんとした女性の声が割って入ってきた。

「才能のない者がいくら努力したところで時間の無む駄だだ」

　振ふり返ると、ガレージのすぐ横にピシリとスーツを着た女性が立っていた。赤い縁ふちの眼鏡と、洗練された黒くろ髪かみはどことなく早希さんと似たような雰ふん囲い気きがある。胸むな元もとには六ろく芒ぼう星せいの中に『時』と書かれたバッジが付けられている。六芒星は『魔ま女じよ王おう六星』の身内であることを示しており、『時』はそのまま『時の魔女王』のことを示し唆さしていた。

「えっと、あなたはもしかして……」

　投げかけた言葉にはその女性ではなく、後席に座っていた早希さんが答えた。

「東雲言こと音ね。私の姉です」

　どうやらこの人が噂うわさに聞く、九九パーセント当たる占うらないができるという人物らしかった。

　早希さんがブルームを降りたのに倣ならい、僕も操縦席を後にする。

　言音さんは眼鏡を中指で押し上げてたずねた。

「ブルームが見えたから来てみれば……。何をやっているんだ、早希」

　早希さんは目に見えて委縮し、か細い声で返答した。

「こ、これは……その……」

「ブルームには乗るなと散々言ってきたはずだ」

「でも……私は……」

「お前の役立たずな魔法では何をしても無駄だ。そんなものに頼たよるよりきちんと勉強しろ。大学に進学してまともな職を探せ。それが嫌いやなら魔具師を目指せ。あれは魔力量と器用さがあればやっていける」

「どうして……そんなこと言音姉様に決められなくちゃいけないんですか……」

「これは私の意志ではない。全ては『時の魔女王』がお決めになったことだ」

「『時の魔女王』が……どうして、今さら私の生き方に口を出すんですか。名前を奪うばい、家を追い出し、あげく……あんなことまでしておいて……」

　早希さんが自分の左肩を掴むと、それを見ていた言音さんは何故だか一瞬悲しそうに目を細めた。

「……それも全て、できそこないとして生まれたお前自身のせいだ。『時の魔女王』は人間を大層憎にくんでおられる。だからこそ、魔女と人間の懸かけ橋はしとなったブルームを嫌きらっている。たとえ東雲家を追われた者であっても、『時の魔女王の血筋』である限り、お前はブルームに乗ることを許されない」

「ちょっと待ってください！」

　何を言えばいいのかもわからず、気付けば僕は声を発していた。ギョロリとこちらを睨にらむ言音さんの瞳ひとみの中には、頼りない自分自身の姿があった。

「なんだお前は？　早希のパートナーか？　だったら今すぐ手を引け。どうせ早希に頼たのみこまれでもしたのだろう？　まったく、情けない」

　情けない？　情けないだって？

　僕にパートナーになってくれと必死に頼んできた早希さんの姿は、少なくとも僕の目にはそんな風には映らなかった。

「……違います」

「何？」

「僕には、早希さんが必要なんです」

「必要だと？　たった三秒先の未来しか見せられない早希が？」

「『大如月祭』で優勝するためには、早希さんの力が必要なんです」

　言音さんはしばらく呆あつ気けに取られたようにポカンと口を開けた後、堪こらえ切れなくなったように笑い始めた。

「早希の魔法では不可能だ。本当に優勝を目指すなら他の魔女を探すのが賢けん明めいだぞ」

「僕が、早希さんの魔法を使いこなせば不可能なんかじゃありません」

「ふっ。ドライバー風ふ情ぜいがいけしゃあしゃあと……。アマチュアの大雑把なレースでは魔法の威い力りよくによって勝敗が左右されると言っても過言ではない。ドライバーなんて所しよ詮せん使い捨てだ。どうせお前もたいした努力はしていないのだろう？　だったらあまり大口を叩たたくな」

　……ふざけるな。

　僕が蘭奈のパートナーでいるためにどれだけブルームの練習をしたと思っているんだ。

　努力が全て報むくわれるとは思わない。だけど、努力したという事実が否定されていいはずがない。

　僕が反論の言葉を述べようとしたとき、それまで委縮していた早希さんが毅き然ぜんとした態度で割って入った。

「約束します。『大如月祭』において、もしも私たちが優勝できなければ、これからは言音姉様の言う通りの人生を歩みます」

　その時の早希さんの表情は、僕が信じたパートナーのものだった。

「ですが、優勝した時にはきちんと謝罪していただきます！」

「謝罪だと？」

「そうです。私の大切なパートナーを侮ぶ辱じよくしたことを、私は絶対に許しません」

「おもしろい。そこまで言うなら占ってやろう。『大如月祭』で、お前たちが優勝できるかどうかを」

　言音さんはおもむろに懐ふところからタロットカードを取り出すと、それを思い切り宙へ投げ捨てた。通常であればそのまま地面へ落下するはずのカードが、全て空中で止まり、ゆっくりと回転しながら魔ま法ほう陣じんを描えがくように移動し始めた。目を凝こらすと、カードは早希さんと同じ真紅の魔力光を帯びていた。

　言音さんはカードの一枚一枚に目を配り、情報を精査するようにぶつぶつと独り言をつぶやいた。

　しばらくすると、タロットカードは次々と言音さんの手の中へ収まっていった。そして、言音さんは口を開く。

「お前たちは勝てない。優勝するのは別のペアだ」

　それは九九パーセント正確で、ほぼ確実な未来の僕らのことだった。

　早希さんは悔くやしそうに唇くちびるを噛かんで、涙なみだ目めになりながら叫さけんだ。

「それでも！　私は諦あきらめない！」

　言音さんはため息を漏もらしてタロットカードを懐へ戻もどした。

「……いいだろう。『大如月祭』が終わるまではブルームに乗ることを認めてやる。ただし、忘れるなよ。お前が負けたらすぐにブルームを降りるんだ。わかったな？」

　言音さんがあっさりとブルームに乗ることを許可したのは、さっきの占いの結果が事実であるということの裏返しだった。

「はい。もちろんです」

　話し終えた言音さんが踵きびすを返し、その背中が見えなくなると、早希さんは途と端たんに緊張が解けたようにその場に座り込んだ。

「……はぁ……すいません。姉が色々失礼なことを……」

「いや、別に構わないよ」

「さっきの話は忘れてください。進也さんには関係のないことなので」

「関係なくないだろ？　早希さんは僕のパートナーなんだから。僕も、『大如月祭』で優勝できなかったらブルームを降りるよ」

「やめてください、そんなこと。進也さんは自分が怪我をしたら私にも同じように怪我をしてほしいと思いますか？」

「……思わないな」

「だったら、そんな馬ば鹿かなことは言わないでください」

　僕たちはまだ、パートナーとしていろんな物が足りていないのかもしれない。

　それでも、必死にもがいて前へ進まなくてはいけないのだ。







第三章『すれ違う想おもいと失望の視線』







　冬休みを迎むかえる少し前、僕は初めて早さ希きさんの家に足を踏み入いれていた。和風な外観に似合わず早希さんの部屋は洋風で、モコモコした絨じゆう毯たんが敷しいてあった。だが、それは少女の部屋というには少々物もの寂さびし気げで、同年代の子が持っているであろうおしゃれな雑貨なんていうものは一つもなかった。

　僕は早希さんから渡わたされたタオルで髪の毛を拭ぬぐいながら、部屋の外から聞こえてくるシャワーの音に耳を澄すませた。

　すると、蛇じや口ぐちを捻ひねる金属音や、タイルにぶつかる水しぶきの音に交じり、小気味良く奏かなでられる早希さんの鼻歌が聞こえてきた。

　そう。早希さんは今、シャワーを浴びているのだ。

　服を脱ぬぎ捨すて、生まれたままの姿になって、シャワーを浴びているのだ。

　そして肝心なことがもう一つ。

　僕はすでにシャワーを浴び終えている。

　繰り返す。

　僕はすでにシャワーを浴び終えている！

　健全な男子高校生にこの状じよう況きようで興奮するなという方が無理な話だ。だけど、そういう流れになったら僕はどうしたらいいんだろう……。付け焼やき刃ばの知識だけで乗り切れるだろうか。

　いや、もしかしたら早希さんが優やさしくリードしてくれるかもしれない。あのしなやかな指先が縦じゆう横おう無む尽じんに僕の全身を駆かけ巡めぐり、悪戯いたずらっぽく舌なめずりをして情けない僕を慰なぐさめてくれるかもしれない。

　アァ、麗うるわしきかな我わが青春。

　直後、部屋の扉とびらを挟はさんだ廊ろう下かから早希さんの声が届いた。

「進しん也やさん、ちょっといいですか？」

「あ、うん。大丈夫。いやぁ、それにしても急に大雨が降ふってくるなんて驚おどろいたな。悪いね、先にシャワーもらっちゃって」

　僕はあらぬ妄もう想そうを払ふつ拭しよくし、今置かれている状況を再さい確かく認にんした。

　一時間程ほど前、僕らは外でブルームの練習に励んでいたが、突とつ然ぜんの豪ごう雨うにより急遽早希さんの家へ避ひ難なん。ずぶ濡ぬれになった僕と早希さんでどちらが先にシャワーを浴びるかで軽く揉もめた後、「お客さんが先に決まってるじゃないですか！」という早希さんのお叱しかりを受け、僕は迅じん速そくに三〇秒でシャワーを浴びた。

　下着は替かえがなかったので仕方なくそのまま穿はき、ここに住んでいるお手伝いさんのジャージとシャツを拝借した。聞いたところによればその人も女性らしいが、伸しん縮しゆく性せいに優すぐれた素材の服らしく、何とか着ることができた。できれば本人の了りよう承しようを得たかったが、どうやら今日は出かけているようだ。

「……あの……進也さん……その……言いにくいんですが……」

　扉の向こうにいる早希さんの言葉の歯切れが悪く、様子を見ようとドアノブに手をかけると、たちまち早希さんが「待ってください！　今、何も着ていないんです！」と声を張り上げた。

　妄想が、現実に押おし迫った瞬間である。

「え？　さ、早希さん？　それって、もしかして……」

　落ち着け。興奮を悟さとられるな。大丈夫！　僕なら乗り切れる！　今までどれだけの資料で勉強したと思ってるんだ！　大丈夫！　大丈夫！

「じ、実は、替えの服を持ってくるのを忘れてしまったんです。さっきまで着てた服は濡れていたので、進也さんの服と一いつ緒しよに洗せん濯たくしてしまいました」

　僕の服と一緒に洗濯!?　僕の服は今、早希さんの服と一緒に洗濯機の中で絡からみ合あっているというのか！　なんて羨うらやましい！

「だからその……申し訳ないんですけど、クローゼットから適当に服を選んで取ってくれませんか？」

「クローゼット？　僕が開けてもいいのか？」

「はい。あの……それでですね」

「ん？」

「進也さんが好みの服を選んでほしいなぁ、なんて……」

「え!?」

「あ、いや、別に他意はないですよ？　パートナーが好きな服くらい知っておきたいと思っただけですし。その服を着て好感度を上げてやろうなんて一つも思ってませんからね。もちろん服を忘れてしまったのも私がドジだっただけなんですから。わざとじゃありませんよ？　えぇ、本当に」

「……なら、一いつ旦たん僕ぼくが外に出るから、その間に早希さんが部屋に入って服を着き替がえれば――」

「あっ！　すいません！　私湯冷めしてきちゃいました！　一いつ旦たんお風ふ呂ろ場ばに戻ります！　だから進也さんは好みの服を選んで洗面所まで持って来てください！　頼みましたよ！」

　有う無むを言わさず、ペタペタと水気を含ふくんだ早希さんの足音が浴室の方へ消えていった。

「好みの服って……」

　クローゼットを開けるには多少の覚かく悟ごが必要だったが、中を見ればそれほど服の種類が多いわけではなく、左ひだり奥おくにあった無難なワンピースを一着取り出し、それを持って浴室の戸をノックした。

「早希さん、服持ってきたから開けるけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい。ありがとうございます。今浴よく槽そうにいるので平気です。洗面台のところに置いてもらえますか？」

　戸を開けると、浴室の曇くもりガラス越ごしに早希さんの影かげを見つけ、どことなく恥はずかしさを覚えて咄嗟に目を逸そらしてしまった。

　洗面台の横にちょうどいいスペースがあったのでそこにワンピースを置くと、背後でガラガラと浴槽の扉が開く音が聞こえ、驚いて振り返ってしまった。

　すると、早希さんが申し訳なさそうに顔だけを扉の間から覗のぞかせていた。

「すいません、進也さん。無理を言ってしまって」

「い、いや別に構わない……よ……？」

　その時、僕は気付いてしまった。

　浴槽の扉は中が見えないように曇りガラスになっているが、今の早希さんくらい近くに寄ると、体のラインや見えてはいけない節々までくっきりとわかってしまうということに。

　特に早希さんの豊満な胸は曇りガラスにピッタリと密着しており、色の差異まで認識できてしまうほどだった。

「進也さん？　どうかしましたか？　顔が赤いですよ？」

「い、いや……その……なんでもない」

「そうですか？　あ、進也さんもしかして、扉を開けたら裸はだかの私とごたいめーん、なんていうラッキースケベなこと考えてました？　だったら残念でしたね。私はそう簡単に裸を見せたりはしないんですから」

　現在進行形で見えてますよ！

「あ、あぁ。そうだな。早希さんは慎つつしみ深ぶかい人だから。じゃ、じゃあ、僕、先に部屋に戻ってるよ」

　部屋に戻ると、曇りガラス越しに見えた早希さんの裸を瞼まぶたの裏に焼き付けた。

　しばらくしてから部屋の戸が開き、僕が持って行ったワンピースを着た早希さんが姿を現した。どうしてだか、スカートの端はしを両手で押さえ、もじもじと恥ずかしそうに前かがみになっている。

「お帰り、早希さん。その服、結構似合ってるな」

「……えっと……」

「ん？」

「進也さんは、その……」

「うん？」

「……えっちなのが……好き……なんですか？」

　いかにも僕はえっちなのが好きだが、それは早希さんには内ない緒しよにしていたはずだった。

「ど、どうしてそんなことを聞くんだ？」

「だって……進也さん……こういう格好が好き、なんですよね？」

「え？　好きっていうか、まぁ、うん。嫌いじゃないな」

「そ、そうですか。でも、さすがにこれはちょっと……」

「あれ？　ワンピース嫌だった？」

「いえ、ワンピースはいいんですけど……あの……」

　早希さんは顔を真っ赤にしながら、

「せめて、パンツくらいは穿かせてもらえないでしょうか？」

　アァ……アァ……なんということでしょう。

　今この場に。僕の目の前に。ノーパンの女子高生がいます。

「わ、悪い！　持って行くの忘れてた！」

「ふぇ!?　こ、これが進也さんの好きな格好じゃ……」

「い、いや、正直言って嫌いではないけど……。でも誤解なんだ！　本当に忘れてただけなんだ！」

「うぅ。それじゃあまるで……私、変態みたいじゃないですか……」

「違う違う！　早希さんはドジっ子なだけだよ！　変態なんかじゃない！　自分に自信を持って！」

「自信の前にパンツが欲ほしいです……」

「そうだね！　まずはパンツだね！　待っててくれ！　すぐ渡すから！」

　クローゼットを開け、下にあったアクリル製の引き出しを上から順番に開けていくと、三段目に下着を見つけた。白と黒のパンツがあったが、咄嗟に自分の趣しゆ向こうを優先させてしまい、黒のパンツを手に取ってそのまま早希さんに渡してしまった。

「はい、早希さん、パンツ！」

「うぅ……す、すいません。ありがとうございます」

　早希さんは恥ずかしさで目に涙を浮うかべながらパンツを受け取ると、ワンピースのスカートからスラリと伸びた足を片方だけ上げた。むっちりと程よく肉付いた太ももがスカートの端を押し上あげ、足の付け根の方まで視界に入りそうになったが、僕は目を離はなすことができず、息をするのも忘れてしまいそうだった。

　ピンと伸ばされたつま先をパンツに通すと、もう片方の足も同じ動作を繰り返す。そうして膝の辺りまで穿いたパンツを、早希さんは両手でスルスルと持ち上げ、最後にワンピースのスカートを捲まくるようにクイッと引っ張った。

　早希さんは、遠い目をして言った。

「……雨、止まないですね」







　早希さんは三〇分程部屋の隅すみっこで落ち込んでいたが、気を取り直したように勢いよく立ち上がると、「特訓しましょう！　特訓！」と思いついたように言った。

「特訓？」

「そうです！　特訓です！」

　特訓の前に常識を身に付けるべきでは、と思わないでもなかったが、それは口には出ださなかった。

　早希さんはクローゼットを開けると、引き出しの中をガサゴソと引ひっ掻かきまわして何かを掴つかみ取とった。

「さぁ、進也さん。これをかけて横になってくれますか？」

　そう言って手て渡わたされたのは、サバイバルゲームなどで使用される目を守るための防護ゴーグルだった。首を傾かしげながらもとりあえずゴーグルを装着してみる。

「こんなもの何に使うんだ？」

「進也さんのブルームの操縦技術は、もうすでにレースでも通用するレベルに達していると思います」

「たしかにタイムを見る限りだと良い感じだな」

「そこで今日は、私の魔法を使いこなすための特訓をしてもらおうと思うんです」

「そのためにゴーグルをかけて横になる必要があるのか？」

「その通りです。ささ、どうぞこちらに横になってください」

　できれば早希さんのベッドに寝ね転ころびたかったが、そんなことを提案できるはずもなく、しぶしぶ絨毯に寝転んだ。

「えっと……それで？　どうするんだ？」

　すると、早希さんは僕の頭のすぐ上に立って、握にぎり込んだ両手を突つき出した。

「私は今、右手か左手にビー玉を隠かくしています。これを進也さんの顔目がけて落とすので、私の魔法、『三さん秒びよう視し』を利用して受け止めてください。魔法発生の感覚を掴んでほしいので声は出さないようにしますね」

「あぁ、なるほど」

　唐とう突とつに周りの景色が歪ゆがみ、早希さんの両手が開かれた。どうやらビー玉は右手の中に納められていたらしく、そのまま僕の顔目がけて落ちてくる。咄嗟に手を出してそれをキャッチすると、景色は再び揺らぎ始めた。

　早希さんの両手はまだ閉じられたままだ。つまり、これは現実。

　両手が開かれ、右手からビー玉が落ちてくる。頭ではわかっているのに、体が一いつ瞬しゆん強こわ張ばったように硬こう直ちよくして動いてくれない。

　ワンテンポ遅おくれてビー玉を掴もうとするが、手は無情に空をかき、ビー玉はそのまま僕の額に呆気なくぶつかった。

「うぅ……痛い……。どうしても反応がワンテンポ遅れるな。現実の景色に戻った時、いつも体が一瞬硬直するんだ。脳の処理が追いつかないのか、それとも混乱しているのか」

「大丈夫ですか進也さん？」

「あぁ、大丈夫。もう少し続けて――」

　こちらを心配そうに見つめる早希さんのスカートから、さっき僕が渡した黒い下着が見えている。そもそもそんなえっちな下着どこで手に入れたんですか……。

「進也さん？　進也さーん？」

　結局その日、僕はまったく集中できず、一度も『三秒視』を使いこなせなかった。







　翌日。放課後。

　ゲームセンター『イコイ』は僕にとってまさに憩いこいの場所だった。荒すさんだ学生生活で溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんを吐はき出し、全身を脳の中から浄じよう化かする。レバーを動かす度、周りの視線すら気にせず唾だ液えきを飛び散らせてゲームに興じるのだ。

「よっ」

　声をかけられて振り返かえると、この前膝に乗ってきた少女が当然のように立っていた。

「……カエデ、さん？　だったっけ？」

「カエデでいい。ただのカエデ」

「じゃあ、カエデ？　僕も進也でいいよ」

「しんや」

「そうそう。それで、えっと、どうかしたのか？」

「しんやをまってた。しんやほかにすることないからな」

「いや、あるよ。いっぱいある。いつもは『大だい如月きさらぎ祭さい』に向けて練習してるんだけど、今日はたまたま早希さんに用事があって……とにかく今日は特別に暇ひまなだけだ」

「む？　なんだしんや。『だいきさらぎさい』にしゅつじょうするのか？　パートナーはいるのか？　しんやはいつも独りぼっちじゃないのか？」

「いやいや、いるよ。パートナー。早希さんっていう同じクラスの子。まぁ、いつも独りぼっちなのは否定しないけど……」

「……そうか。まぁ、とにかくいまはひまなんだろう？　ならいっしょにあそんでくれ」

「頼みごとをする割には随ずい分ぶん横暴な態度じゃないか」

「そんなこというとまたひざのうえにのるぞ？」

「それは脅してるのか？　甘えてるのか？」

「どちらかというとあまえている。あたまもなでてくれるとうれしい」

「この甘えん坊ぼうさんめ！」

　カエデはそそくさと対面の台に座すわると、『ストリートキング２』にコインを投入した。僕ぼくの画面には対戦相手のカエデがキャラクターを選んでいるのが表示された。

　カエデが選せん択たくしたキャラクターは、『ストリートキング２』の中でも特に上級者向きの飛び道具を使用するタイプだった。きちんと扱あつかうことができれば威力を発揮するが、コンボを繋ぐのが難しい。

　迷わずこのキャラを選ぶってことは、カエデは結構やり込んでるな。僕のキャラクターはオーソドックスなタイプ。相あい性しようは悪くないが下手に攻せめ込まれればまずい。

【勝負、開始！】

　開始宣告と同時に、飛び道具を得意とするカエデのキャラクターに接近して攻こう撃げきを封ふうじる。下段攻撃を見切り、その隙すきにすかさず上段蹴げりを叩きこむ。だがこの攻撃は防がれてしまった。攻撃のタイミングが少し遅おそかったか？

　翼つばさを持った敵が羽を飛ばして攻撃してきたが、ここで後方に下がってしまっては一気に攻め込まれる。羽の波状攻撃が途と切ぎれる一瞬を見み極きわめて中段突づきからコンボを繋ごうとするも、全すべて防がれてしまった。おかしい。タイミングは完かん璧ぺきだった。なら、どうして当たらないんだ？

　その後も次々と攻撃を防がれると、一つの結論にたどり着いた。

　カエデの反応速度が常じよう軌きを逸いつしているのだ。

　普通は繋つながるはずのこちらのコンボが、敵の一いち撃げきでことごとくキャンセルされる。まるで相手のキャラクターの攻撃速度が上がっているようにさえ思えてくる。

「なるほど。強敵だ。だけど、僕ほどじゃない」

　対人格かく闘とうゲームにおいて、最も大切なことはプレイヤーの心理である。

　一ゲームたった六〇秒の間に相手の隙を突くのは容易ではない。だからこそ、攻撃パターンの中にあえて隙のある単調なコンボを繰くり返し織り交ぜる。

　残り時間一五秒。攻撃力の差でＨＰはこちらの方が若じやつ干かん有利。そろそろくるか。

　予想通り、カエデは僕が開始時から繰り返しているコンボの隙を狙ねらって大おお技わざを構えた。だが、それは悪手だ。隙のあるコンボはカエデに大技を出させるための布石。当然、僕はすぐさま今までのコンボを崩くずし、より速度のある下段キックで相手を怯ひるませ、一気に特大コンボを打ち込んだ。

　敵キャラクターが上空へ吹ふき飛とび、そのまま全てのＨＰが消失する。

　念のため、【勝利！】の文字が出現してからもしばらくはレバーから手を離さなかった。まぁ、早希さん以外にあんな方法で勝つ人はいないと思うけど……。

　次のラウンドも続けて僕が勝利すると、カエデは不満げな顔をしてトコトコと近寄って来た。

「まけたけど？」

「し、知ってるよ。僕が勝ったんだから」

「カエデまけるのひさしぶりだが？」

「あぁ。強くて驚いたよ。だけどあまり対人戦はやってこなかったんじゃないか？」

「うむ。たしかに。カエデはいそがしいみのうえだから、きほんてきにげーむはひとりでする」

「対人の基本は心理戦だ。つまり、相手のミスを誘さそうことが重要になる。まぁ、対人経験がないのにあれほど強いのは十分脅きよう威いだけど」

「カエデ、つよかったか？」

「強かったよ。反応速度だけで言えば、僕が今まで対戦してきたプレイヤーの中で間ま違ちがいなくダントツだ」

「そうか……。カエデ、つよかったか」

　それにしても、対人経験がなくてこの強さって……。やりこめば本当に僕よりも上手うまくなるんじゃないか？

「なら、カエデはいらないこじゃないな」

「……え？」

　聞きき間違いか？

「カエデ？　今、なんて言ったんだ？」

「あ、カエデそろそろかえらないとおこられる。じゃあな、しんや。またあそぼうな」

　そう言って、カエデは足早に姿を消してしまった。

　今のはなんだったんだろうか？







　数日後。相変わらず早希さんの魔法を使いこなせないまま、僕らは気分転てん換かんも兼かねて裏山でブルームの練習に励んでいた。

　アクセルを目め一いつ杯ぱい踏ふみ込み、木々の間を潜くぐり抜ぬける。地面スレスレを飛行して崖がけ沿いを曲がり、急きゆう上じよう昇しようしてからまた森の中へ進む。

　左右に突き出した枝にぶつからないよう細心の注意を払はらい、両りよう翼よくの位置をわずかに調整する。

　機体内魔ま力りよく残量が半分を切っている。前の休きゆう憩けいからあまり経たっていないけど、今日はもう早希さんの体力が限界か。

　魔女にとって、魔力を振り絞しぼるというのは足で走る感覚に似ているらしい。体力と同じで徐じよ々じよに減っていくが、本人の資質や訓練次し第だいである程度向上する。

「早希さん、疲つかれてきたか？　今日は少し休憩して撤てつ収しゆうしよう」

「……はい。そうですね。そうしていただけると助かります」

「あぁ。とりあえず、そこの丘おかの上に着地させる」

　ブルームの操縦は昔以上に上達しており、着地もなんなく成功した。

　コアを停止させ、ずっと座りっぱなしで凝り固かたまった腰こしをウンと伸のばすと、早希さんがボソリとたずねて来た。

「あの、進也さん。私の魔力量のことなんですが……」

　魔力量？　もしかして、自分のせいで練習できなくなったことを気にしてるのか？

「魔力量のことなら、全然気にしないでいいよ。早希さんの魔力量は普通の人よりも多いくらいだし、今日もずっと飛んでたから疲れて当然だ。今はしっかり休憩して、明日の練習に備えよう」

「……えっと、あの……」

「それに、魔力の量はあまり多すぎると良くないんだ。機体内にあるコアが一時的に溜めておける魔力の量には限りがある。魔力の余よ剰じよう分ぶんがあまりに多いと、それを消費するために加速させたり、魔ま法ほうを頻ひん繁ぱんに使ったりしないといけなくなるんだ。そうしないとあぶれた魔力でコアが破損する危険性も出てくる」

「そう……ですよね」

　ブルームの上で一息吐いて空を見上げると、凍いてつくような風が肌はだを撫なでた。

　すると、遠方から黒い点がこちらに向かって飛んでくるのに気が付いた。それはあっという間に僕と早希さんの頭上までやってくるとピタリと静止し、ゆっくりと安全な距きよ離りを保って隣となりへ着地した。

　機体はパワー重視の『フギンムニン・フォルム』。他ほかのフォルムは人間と魔女が前後にくるよう搭とう乗じよう席せきが設けられているが、この機体は一人乗りの胴どう体たいを左右に持ち、上から見ると『Ｈ』の形をした変わり種である。図ずう体たいが他のブルームに比べて一回り大きいくせに、視界が偏かたよるため、乗り込んだ人間と魔女の連れん携けいが上手くいっていないと敵の捕ほ捉そくが遅れるし、操縦もある程度慣れが必要で難しい。

　中央の接続部には『魔力増強水すい晶しよう』と呼ばれる水晶玉がはめこんであり、これによって魔法の威力を増ぞう幅ふくさせることができるが、そのせいで機体の重量が重くなり、速度はどうしても他のブルームに劣おとる。

　紫むらさき色いろのボディに、花を模かたどった装そう飾しよくが施ほどこしてあり、その中に、『ゴリアテ』という機体名と、ルーン文字が刻まれている。随分派手な機体だ。

　早希さんと顔を見合わせていると、右の搭乗席に乗っている人物がその場で立ち上がって顔を覗かせた。

　縦ロールの銀色の髪かみ。青い瞳。如月きさらぎ高校の制服。どれも特とく徴ちようだらけなので知り合いだったら忘れるはずがない。

　少女は僕を見下ろしながら饒じよう舌ぜつに口を開いた。

「ごきげんよう。あなた方、最近よくこの辺りでブルームの練習をしていますわね。良かったらわたくしたちが相手をしてあげますわよ」

「……えっと……どちら様？」

「んな!?　あ、あなた、このわたくしを知らないんですの!?」

「……さぁ？」

　名も知らぬ異国の少女はまくしたてるように言った。

「わたくしはロローナ・エリエルですわ！　それでこちらがドライバーのアリシア・バレル！　ほんとに知りませんの!?」

　ロローナと名乗った少女に促うながされて反対側の座席に目を移すと、どことなくボーイッシュな雰ふん囲い気きの少女が座っていた。ロローナさんと同じく青い瞳をしており、金色の髪先がほんの少しだけ銀色に染まっている。

　目が合うと、恥ずかしそうに顔を背そむけた。

　アリシアさんはそのままくぐもった声を漏らす。

「アリシア、です」

　どうやらアリシアさんは極度の恥ずかしがり屋やらしい。顔を赤く染めながらチラチラとこちらの様子を窺うかがっている。

　だが知らないものは知らないのだからどうしようもない。

「悪いけど、やっぱり知らないなぁ」

　ロローナさんは落らく胆たんしてがっくりと肩かたを落とした。

「ま、まさか。ブルームに乗っていてわたくしたちのことを知らない人がいただなんて……。そこそこ人気が出てきたと自負していましたけど、まだまだですわね……。あなた、名前は？」

「……明日あした葉ば、進也」

「進也、ですわね。わたくしちゃんと覚えましたから、進也もわたくしの名前を覚えていってほしいですわ」

「あ、あぁ。なんか、ごめん」

　背後で早希さんがちょいちょいと手招きしているのに気付き、耳を傾かたむけた。
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「ロローナ・アリシアペアは如月高校の二年生の方です。ちなみにロローナさんはエリエル社の会長のお孫さんですよ」

「エリエル社？　それってたしか『赤せき雷らい』を作ったメーカーだっけ？」

「はい。エリエル社は海外にも事業展開している大だい企き業ぎようです。ロローナさんはその広こう告こく塔とうのような役割をしていて、アイドルとしてよくテレビにも出演されていますよ」

　テレビなんてほとんど見ないし……。最近までブルームのことも避さけてたからな……。

　ふと、早希さんの顔を見たロローナさんは眉まゆをひそめて疑問を呈ていした。

「あら？　あなた、もしかして東雲しののめ家の方ではなくて？」

　早希さんが明らかに緊きん張ちようした面おも持もちに変わったのがわかった。

「……いえ。私は黒くろ井い早希です。どなたかと勘かん違ちがいされているんじゃありませんか？」

「黒井早希？　あら、ごめんなさい。この前お父様が開いたパーティーで会った東雲言こと音ねさんという方にとてもよく似ていらしたから。他人の空似というやつですわね」

　早希さんは「私の素す性じようがばれると、一緒に暮らしているお手伝いさんに迷めい惑わくがかかるんです。あの人は一応、私の監かん視し役やくも兼ねていますから」と教えてくれた。

「まぁ、何はともあれ、先ほども申しました通り、一度お手合わせしてくださらないかしら？　ちょうどこの辺りは保護魔法が施せ工こうされておりますし」

「えっと……それは……」

　早希さんが困り顔でこちらを見つめてきた。

　たしかに最近ずっと練習をしていて、ブルームの操縦にはかなり自信がついてきた。ここらで一度、一対一のレースをしてもいいかもしれない。だけど早希さんの魔法をどうやって活いかせばいいんだ？　『三秒視』は乱戦で敵の攻撃をかいくぐるために使用するのが一番力を発揮できる方法だと思うんだけど……。相手の魔法もわからないし、一対一だと乱戦にもならない。それに『三秒視』を使用した際に生じるワンテンポの遅れを解消できていない。この状況でレースに挑いどむなんて無む謀ぼうか……。

　いや、待てよ。ロローナさんとアリシアさんが乗っている機体はパワー重視の『フギンムニン・フォルム』だ。だったら何か大技系の魔法を使用してくるんじゃないか？　それを避けることに専念すれば勝機があるかもしれない。

「早希さん、体調はどうだ？」

「はい。私は問題ありません……が……その……」

「ん？　どうかしたのか？」

「実は私……レースは初めてなんです」

「初めて？　中学の頃ころはパートナーがいたって言ってなかったっけ？　半年くらい」

「そ、そうなんですが……その方とはレースに出場できるレベルには届かず……結局一度も……」

　となると、尚なお更さらここで経験値を稼かせいでおかなければいけないな。

「早希さんに任せるよ。もしも早希さんが今日はやりたくないっていうなら断ろう」

「……私……したいです、レース。ずっと、この時を待っていたんです！」

　早希さんから感じる覇は気きは、僕の背中を力強く押してくれた。

　再びロローナさんに向き直り、

「じゃあ、こちらからも一戦お願いするよ」

「素す直なおな方は嫌きらいじゃありませんわよ」

　ブルームレースには大きく分けて三つのルールがある。

　ルールその一、より早くゴールにたどり着いたペアの勝利。

　ルールその二、スタート地点からゴール地点まで、コースに応じて配置されたリングの中を潜くぐらなければいけない。リングを三回潜り損そこなうとその場で失格となる。

　ルールその三、魔法を使用できるのはスタートリングの次のリングを潜った瞬しゆん間かんからである。

　厳密に言えば搭とう乗じよう者しやの安全面に関しての細かい決まり事や禁止事じ項こうなどいくつもあるが、この三つが全てのブルームレースの基準だと考えて良い。

　リングを潜り損ねることをリングミスといい、三回目のリングミスをした時点で失格になる。

　リングミスはブルームに必ず装備されているリングライトと対応しており、一度リングミスをする度にリングライトが一つ消灯する。つまり、三本あるリングライトが残り一つになると、もうそれ以上リングミスを犯おかすことは許されないということだ。

　ロローナさんとアリシアさんが乗っている『フギンムニン・フォルム』のリングライトは、どこからでも確認できるよう左右に分かれた機体のそれぞれに三本ずつ備えられている。だが、一度リングミスをすると左右同時に一本ずつ消灯する仕組みなので、他のブルームと同じく三度ミスすれば失格となる。

　魔法に関しては、スタートと同時に出場者が一いつ斉せいに使用することを防ぐため、スタートリングの次のリングを潜ってからしか発動できないようになっている。

「では、リングを展開しますわね」

　ロローナさんはポケットからライターによく似た器具を取り出した。中に入っている液体は薄うつすらと金色に輝かがやいている。先せん端たん部分にある歯車を指で回すと、そこから金色の煙けむりが飛び出し、空中に点々とリングを設置しながら森の奥へ消えていった。

「へぇ。それでリングを生成するのか」

「あら？　あなたもしかして試合したことないのかしら？　遠目から見たら上級者の方だと思ったのですけれど」

「昔、何度か公式試合には出場したんだけど、そういう時はいつも事前にリングが設置してあったから」

「なら野の良ら試合は初めてですのね。これは『リングライター』という魔ま具ぐで、近場にランダムにリングを設置してくれるので便利ですわ。最初のスタートリングを潜ったブルームを出場機とみなすようになっていますの。リングの数は、スタートリングとゴールリングを含めて七つに設定してありますわ」

　リングの数は全部で七つ？　ということは、スタートリング、『１』番リング、『２』番リング、『３』番リング、『４』番リング、『５』番リング、ゴールリングという並びになるのか。

　僕が昔出場していたレースではリングの数は三二個が基本だったんだけど、野良試合っていうのは随分短いんだな。

　ロローナさんは席につくと、アリシアさんに指示を出した。

「ではアリシア。スタート位置についてくださるかしら」

「うん。作戦は？」

「あなたの操縦に合わせますわ」

「わかった」

　ロローナさんとアリシアさんが乗った『ゴリアテ』の後方に取り付けられている魔ま力りよく噴ふん射しや口こうからは、機体と同色の紫色の光がじわじわと滲にじむように広がった。

　こちらもゆっくりとアクセルを踏ふみ込み、すぐ真上に設置されているリングの手前で停止した。リングの横にはスタートリングを表す『Ｓ』の文字が表示されている。

　不意に早希さんの声が聞こえてきた。

「ど、どうしましょう進也さん。私、緊張してきました」

「奇き遇ぐうだな。僕もだ」

「魔法を使うタイミングは進也さんの指示を待てばいいんでしたっけ？」

「あぁ。一番効果的な瞬間を探さぐってみる」

「わ、わかりました」

「これが、僕と早希さんがパートナーを組んでから初めての試合になる。絶対に勝とう」

「はい！」

『赤雷』と『ゴリアテ』がちょうど横並びになると、ロローナさんがスタートリングの上を指差した。

「この上にカウントダウンが表示されるのでそれに従って発進してくださるかしら？」

　説明通り、リングの上空に五つの球体が浮かび上がると、それは一つ、また一つと数を減らしていった。

　軽くアクセルに足を置き、その場で静止したままコアの稼か働どう率りつを上げる。

　やがて、カウントダウンの球体は二つから一つへ。そして全ての球体がなくなると、金色のリングの輪りん郭かくが神こう々ごうしく輝き始めた。

　すかさずアクセルを全開にすると、ガクンと座席に押おしつけられるような衝しよう撃げきが全身にのしかかるが、歯を食いしばり、ハンドルを強く握りしめた。

　初速は『ゴリアテ』を遥はるかに上回り、先にスタートリングを抜けた。

　スタートリングを潜ると、視界の中に薄らと次のリングへの方向を示した矢印が浮かび上がる。これは公式試合でも同じ仕様で、『ガイド』と呼ばれる魔法だ。

　ガイドはどうやら目の前の断だん崖がいの真下を指しているようで、地を這はうように走行し、地面がちょうど途切れたところで一気にほぼ直角に降下する。

　目まぐるしく変化する視界の中、崖の真下に『１』と表記されたリングがあるのがわかった。

　風で頬ほおが揺ゆれ、手て汗あせが滲み、鼓こ動どうが増していく。

　忘れかけていた、ブルームレースの高こう揚よう感かん。

「『ゴリアテ』はすぐ後方に付いてきています。今のところ速度は同じ……いえ。こちらの方が上回っています」

　まだレースは序じよ盤ばんだ。次のリングを潜って魔ま法ほうが使用可能になれば形勢はどう転ぶかわからない。

　そう言えば、早希さんはロローナさんとアリシアさんのことを知っていたな。どんな魔法を使うのか聞いておけば良かった。

　僕の考えを察したのか、背後から早希さんの声が届いた。

「ロローナさんは氷系の魔法を得意としています。魔力量が多く、小刀状に変形させた氷を無数に放射してきます。ただし、小刀状の氷は攻撃力に乏とぼしいため、間近で当てられない限り平気です。なので接近戦はできる限り避けてください」

　となると、次のリングを潜った後の位置取りが大切だ。『ゴリアテ』の射程範はん囲いに入らないように工く夫ふうしないと。

　それか先に敵の魔法を見ておくという手もある。一度に飛んでくる氷の量や質、それと魔法使用時のインターバルの長さも知っておきたい。

　通常、魔法の連続発動はできず、一度魔法を使用した後は必ず体内の魔力を安定させるためにインターバルを設ける必要がある。早希さんの『三秒視』も、一度使えば一〇秒のインターバルが必要だ。

　結局これからの作戦をどうするか決めかねたまま、『１』番リングを通過してしまった。

　即そく座ざに視界内のガイドの情報が更こう新しんされ、矢印は『２』番リングがある方角を指し示した。

　この方向……森の中に入るのか。図体の大きい『フギンムニン・フォルム』だとこのコースで速度を出すのは難しいだろう。今ここで距離を開くのは簡単だが、木々を盾たて代わりにすれば氷の魔法を避けることができる。だったら、ここは情報の入手が最優先だ。

「早希さん、実際に相手の魔法を見てみたい。だからギリギリの距離まで近付いて魔法を発動させる」

「わ、わかりました。『三秒視』は使いますか？」

「……いや。一度目は自力で避けるから二度目から頼たのむ。ただし、『三秒視』を使った時にワンテンポ反応が遅れてしまうから、それを見み越こして相手の魔法発動よりも少し早いタイミングで使ってくれ。無理だと思ったら『三秒視』の使用は控ひかえて様子見。こちらで回かい避ひ行動をとる。今は敵がどんな魔法を使用してくるかが事前にわかれば十分だ」

「は、はい」

　早希さんの声から緊張しているのが伝わってくる。無理もないか。

　後方で『ゴリアテ』が『１』番リングを潜るのを目視してから、すぐさま森の中へ侵しん入にゆうした。

　アクセルを少し弱め、わざと『ゴリアテ』が追いつけるような速度で木々を避けていく。

「早希さん、『ゴリアテ』との距離は？」

「……わかりません。木が密集していて遠くまで見えないので……。『フギンムニン・フォルム』だとこのコースは難しいですよね」

「僕もそう考えてたんだけど……おかしいな。いくらなんでも遅すぎる。もうそろそろ視界に入って来ても良いはずなのに」

　嫌いやな予感がする。

　まるで、どうしようもない失敗をしてしまったような……。

　しばらくそのまま走行していると、苔こけの生えた大木の真横に『２』番リングを見つけ、そのまま中を通過した。ガイドが更新され、次のリングを指し示す。

　二時の方向に真まっ直すぐか……。たしかこのまま行くと湖に出るな。そこにリングがあるのか？

　……やっぱりおかしい。

　背後から『ゴリアテ』が近付いてくる気配さえないなんて……。いくら『フギンムニン・フォルム』に不向きなコースだからってこんなに時間はかからない……はず……。

　違ちがう。そうじゃない。そうじゃない！

　僕は、なんて間ま抜ぬけなんだ。

「まずい！　早希さん、今から一気に速度を上げる！　できるだけ魔力の供給を絶やさないでくれ！」

「えっ？　えっ？　どうしたんですか急に？」

　相手と僕らの決定的な差。それは経験値だ。

　アクセルを目一杯踏み込み、早々に森を突き抜け、小さな湖の上に飛び出した。

　湖の対岸に『３』番リングを視し認にんし、そしてそのすぐ手前、今にもリングを潜りそうな場所を走っている『ゴリアテ』の姿を見つけた。

　今まで後方を走っているとばかり思っていた早希さんは慌あわてて声を上げた。

「そ、そんな！　『ゴリアテ』がもうあんなところに！」

『ゴリアテ』のリングライトが一つ消灯している。つまり――

「ロローナさんは……いや、アリシアさんは自分から捨てたんだ。『２』番リングを！」

　完全にこの勝負を見誤っていた。

　今まで出場した公式試合では、リングの数は全部で三二個が基本だった。それに対し、この野良試合でのリングの数は七個。

　攻め方かたの根本が違っていたんだ。

　リングが三二個ある公式試合ではいかにリングミスを回避するかを問われ、リングが七個しかない野良試合ではどのタイミングでリングミスをするかを問われるんだ。

　思い付くべきだった。考えるべきだった。リングの個数からくる戦略の相そう違いを。

　早希さんの驚おどろいた声が耳に届く。

「捨てた!?　自分からですか!?」

「あぁ、そうだ。ガイドと呼ばれる矢印は基本的に直前で潜ったリングの数字に一加算した数字のリングの場所を示す。だけど、リングライトを自分の手で一つ消灯させればその次の数字のリングを指定できるんだ。さっきまでの森の中を突っ切きるコースは『ゴリアテ』には目に見えて不利だった。だからこそ、アリシアさんは『２』番リングを即座に放ほう棄きし、次のリングへ向かったんだ」

　今まで長ちよう距きよ離りばかり走行してきた僕は、こんな序盤から自分の意志でリングミスを選ぶなんて考えもしなかった。

　相手の魔法の対処にばかり意識をとられたあげく、アリシアさんというドライバーの思考を一つも考こう慮りよしなかった。

　四年前、魔ま女じよである蘭らん奈なばかりを評価した世間と同じように、僕も魔女であるロローナさんしか見ていなかった。

　僕は、なんて情けないんだ……。

「進也さん！　諦あきらめないでください！　まだ追いつけます！」

「……無理だ。もう、距離が離はなれ過ぎてる」

「こちらもリングライトを一つ消灯させて次のリングを飛ばしましょう！」

　湖面に浮うかんでいた『３』番リングはすでに潜り終え、森の上空を飛行していた。そして、『４』『５』『Ｇ』と表示されているリングがほぼ直線状に並んでいるのを捉とらえていた。

「このリングの並び方だとショートカットはできない。リングを一つ飛ばしたところで、『ゴリアテ』との距離はどうやったって埋うまらないんだ」

「……そ、速度を目め一いつ杯ぱい出だせば……」

「このレースが始まる前から、早希さんはかなり魔力を消しよう耗もうしていた。これ以上無理はさせられない」

「わ、私は――」

　早希さんは何か続けようとしたが、苦しそうな顔をして口をつぐんでしまった。

　その表情が、全てを物語る。

「僕らは……負けたんだよ」

　僕のせいで……僕の油断のせいで……負けたんだ。







　レースが終しゆう了りようし、最初いた場所にブルームを着地させると、『ゴリアテ』がこちらを見下ろす形で上空に静止した。

　ロローナさんが顔を覗のぞかせると、クルリと巻いた銀色の髪が風にたなびいた。ロローナさんはレース開始直前とは打って変わって、不ふ機き嫌げんそうに眉をひそめている。

「正直、がっかりですわ」

　ロローナさんの言う通りだった。前に出られたのは最初だけ。それ以降はずっと後方を走っていた。がっかりしたと言われても仕方がない。

　言い返す言葉もなく、ただ悔くやしくて自分の不ふ甲が斐いなさを呪のろった。

「真しん剣けんにブルームに乗る気がないのなら、早々に降りた方が賢けん明めいですわよ？」

「……悪かった。完全に僕の力不足だ」

「ん？　いえいえ。進也は野良試合をするのは初めてだったのでしょう？　なら攻め時を見誤っても仕方ありませんわ。むしろ、森の中をあれだけスムーズに突とつ破ぱできた操縦技術は称しよう賛さんに値しますわね」

「……え？」

「わたくしががっかりしたのは、進也の後ろに乗っている魔女の方ですわ」

「早希さん？　いや、ちょっと待ってくれ。今回は魔法を使用するタイミングや作戦は全部僕が考えてたんだ。だから早希さんは僕のせいで何もできなかっただけなんだ」

「……その様子では、やはり知らないようですわね」

「知らない？　何を？」

「わたくし、実はある特技がございますの」

「特技？」

「えぇ。魔女の体内に流れる魔力量を視認することができるんですの」

　早希さんの顔が明らかに曇くもったのがわかった。

「い、いや。早希さんはこのレースが始まる前からかなり魔力を消耗していたんだ。別に君らを侮あなどっていたとかそういうわけじゃない」

「消耗？　そんな莫ばく大だいな魔力を残しながら消耗したですって？　笑わせないで頂けますか」

　……魔力を残す？　どういう意味だ？

　一言も言い返さない早希さんに嫌いや気けが差したのか、ロローナさんは短いため息を吐ついた。

「遠目からでもすぐにわかりましたわ。あなたが並外れた量の魔力を持っていることが。ですが、練習中はいつもほとんどの魔力を残していましたわね。レースであれば少しくらい本気を出してくださると思ったのですが、とんだ見込み違いでしたわ」

　振ふり絞るような早希さんのか細い反論の声は、微かすかに震ふるえていた。

「……だ、だって……仕方ないじゃないですか……私の魔力は量が多すぎて……抑おさえてないとコアを破は壊かいしてしまうかもしれないんですから……」

「あなたは、パートナーを一いつ切さい信用していないのですわね」

「ち、違います！　私は進也さんを信じています！」

「ブルームに注がれる魔力が多ければ多いほど、余剰分を消費するためにより速度を出すか、あるいは魔法を使わなければならない。つまり、ブルームの操縦難易度が格段に上じよう昇しようするということですわ。早希は、自分のパートナーがそのレベルには達していないと考えたのでしょう？　だから、自分の魔力量を偽いつわっていた。信用してないことが発覚するのを恐おそれて」

「そ、そんな……私は……」

「あなたには心底がっかりしましたわ。この場でペアを解消することをお勧すすめいたします」

　咄とつ嗟さにアリシアさんが、「ロローナ、言い過ぎ」と釘くぎを刺さした。

　口ごもったロローナさんはまだ納なつ得とくしていないという表情を浮かべていたが、座席に腰を下ろすと、ポツリと一言だけこぼした。

「……わたくしはただ……本気のあなたたちとレースがしたかっただけですわ」

『ゴリアテ』の姿が街中に消えていくのを見送りながら、僕は背後から届く押し殺ころすような泣き声を、ただただ聞いていることしかできなかった。







　家に帰ると、いつものように蘭奈から電話が来て、僕はいつものようにそれを無視した。ピーという発信音がして、蘭奈の声が留守電に吹き込まれる。

『……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ねぇ、進也。他の子とパートナー組んだって、ほんと？』

　どうして、蘭奈がそのことを知っているんだ。

　慌ててケータイを手に取り、恐る恐る蘭奈に電話をしてみたが、いつまで経っても繋がらなかった。







第四章『言葉にするということ』







『すいません。今日は練習、休ませてください』

　というメールが早さ希きさんから届いているのを発見したのは、まだ陽ひも昇のぼりきっていない早朝のことだった。昨日のことなら気にしないで良いよ、と返信を送ったが応答はない。早希さんのメールを受信してから五分も経っていなかった。もう寝ねてしまったのか、それとも無視しているのか。

　僕ぼくは、早希さんが自分の魔力量を偽っていたことはさほど気にしていなかった。早希さんがドライバーとしての僕の腕うでを信用できなかったというのなら、それは僕に問題があるだけで、早希さんが責めたてられるようなことではない。それに今思い返すと早希さんは時折、僕に何かを打ち明けようとしている節があった。もしかするとそれが自分の魔力量に関する話だったのかもしれない。

　だがそうはいっても、パートナー間の信しん頼らい関係に疑問を感じないと言えば嘘うそになった。

　これは僕の持論ではあるが、ブルームレースにおいてお互たがいの信頼は何よりも重要である。

　だけど、どうすればいいのか僕にはわからなかった。

　そもそも高校一年生の冬になっても友達がまったくいない僕にコミュニケーション能力を求められても困る。

　早希さんを元気付けるべきだろうか？　誰だれにだって隠かくし事ごとはあるからね、とかありふれたことを言えばいいのだろうか？

　わからない。そもそも早希さんはどうして魔力量を偽ったんだ？　最初から相談してくれていれば二人で考えられたのに……。

　昨日の留守電に入っていた蘭らん奈なの言葉と、早希さんのメールをかわるがわる思い返した。本当なら今日は蘭奈の様子を見に行くべきかもしれない。留守電で聞いた声は明らかに様子がおかしかった。だけど僕自身、まだ蘭奈に会いたくないという気持ちが強く、それ以上に蘭奈よりも早希さんのことを気にかけたいという思いが強かった。

　だからその日、僕は朝早くから外出することを決めた。パートナーである、早希さんのために何かしてあげたくて。

　家を出て、駅まで歩き、始発に乗ろうと考えていたが予想以上に時間がかかってしまったため、結局その日三本目の電車に乗り込んだ。

　都会から遠ざかる路線のせいか、それとも時間帯のせいか、今日が休日だということも関係しているかもしれないが、電車にはほとんど人は乗っていなかった。

　なんとなく椅い子すには座すわらず、つり革かわにつかまって昨日の早希さんの様子を思い返していた。

　目的の駅には驚くほど早く到とう着ちやくした。いつもはここから森の中を突つっ切る砂じや利り道みちを行くのだが、今日は遠回りになる田んぼ沿いを歩いて時間を稼いだ。

　僕には言葉が必要だった。

　あの時、ロローナさんに責められた早希さんを庇かばってあげられなかった。

　震える肩に手を置いてやればよかった。泣くようなことじゃないと言ってやればよかった。

　だけど、僕は何一つできなかった。

　気付けば、僕は早希さんの家の前に突っ立たっていた。

　門の横にある勝手口に取り付けられた呼よび鈴りんに指を伸ばすが、こんな朝早くから迷惑かと思い、少し躊ちゆう躇ちよした。

　何を言えばいいのか結局何一つ固まらないままだけど、それでもこのままではいけないことはわかる。

　結局そのまま指を押し込むと、リンゴーンと場ば違ちがいに可愛かわいらしい呼び鈴の音が響ひびいた。そのすぐ後、女性の声が返ってくる。

「はい。どちら様でしょうか？」

「あ、朝早くからすいません。明日あした葉ば進しん也やという者ですが、早希さんはいらっしゃいますか？」

「早希お嬢じよう様さまですか？　……少々お待ちください」

　それからしばらくして、再び同じ女性の声が返ってきた。

「すいません。お嬢様はまだ就しゆう寝しん中です。また日を改めてお越こしください」

　寝ねているからといって何故なぜ日を改める必要があるんだ？

　田んぼの畦あぜ道みちへ通じる角に大きめの岩が置いてあったので、その上に立ち、ひょいとジャンプをして早希さんの部屋の窓を覗いてみた。すると一いつ瞬しゆん、カーテン越しにこちらの様子を窺っていた早希さんと目が合った。

　つまり、居留守だった。

「あの……早希さん起きてるみたいなんですけど……。呼んでもらえますか？」

「……早希お嬢様は就寝中です。また年明けにお越しください」

　年明け!?

「い、いやいや。そんなに待てませんよ。大事な話があるんです。お願いします」

「早希お嬢様は就寝中です。また来世でお越しください。では」

　切られた……。

　……おそらく、僕と早希さんにとって今が一番大切な時だ。

　かつてのパートナーである蘭奈に勝利し、『大だい如月きさらぎ祭さい』で優勝するためにも、こんなところで躓つまずいている暇ひまはない。

　覚かく悟ごを決めろ。腹をくくれ。

　早希さんは僕の大切なパートナーだろ。

　言葉なんてなんでもいい。早希さんが少しでも振り向むいてくれるなら。

　僕は、深く息を吸い込んだ。これほど息を吸い込んだのは生まれて初めてかもしれない。

　そして、叫さけんだ。

「早希さん、僕と、デートしてください！」

　大声で叫んだ。腹の底から、腹筋がよじれるくらい大声で叫んだ。かつて教室で早希さんが興味を持っていたデートの誘さそいを。

　外がい壁へきの上にとまった数すう羽わの雀すずめが一斉に飛び立った。

　もしかすれば朝早くから畑仕事に精を出しているご近所さんによからぬ噂うわさを立てられるかもしれなかったが、それでも僕は構わず続けた。

　今叫ばずして、いつ叫ぶのか。

「早希さん！　僕と！　デートしてください！」

　僕らはもっと、お互いのことを知る必要があるんだ。

　勝ちたいから。見返したいから。

　こんなところで、立ち止まりたくないから。

　ガチャリ、と勝手口の扉とびらが開くと、お手伝いさんらしき女性が現れた。

　家の風ふう貌ぼうに似合わず、ヒラヒラのフリルが縫ぬい込まれたメイド服を着こんでいる。女性にしては身長が高く、端たん正せいな顔立ちをしている。だが、その鋭するどい眼光には怒いかりが満みち溢あふれ、手に持った薙刀なぎなたでガリガリと地面を削けずりながらこちらへ近付いてくる。

　その瞬間、僕はすぐさま後こう悔かいを覚えた。人間とはかくも愚おろかな生き物だと実感させられた。

「あ……あの……すいません。やっぱりなんでもないです」

　メイドさんはあからさまな敵意の眼まな差ざしで、僕の謝罪などまったく聞く気がないようだった。

「まずは死んでください。謝罪はそれから聞いてあげます」

「い、いや……ほんとちょっと待ってください。そんなので切られたら死んじゃいますから！」

「大だい丈じよう夫ぶです。裏山に使わなくなった古ふる井い戸どがありますので」

「それって切った後の話ですか!?　僕の死体を古井戸に隠すってことですか!?」

「問答無用。早希お嬢様に害をなす輩やからは一人残らず皆みな殺ごろしです」

　次の瞬間、薙刀が横一線に切り込まれた。間かん一いつ髪ぱつのところでその場にしゃがみ込んで避けられたが、しゃがまなければ確実に首をかっ切られていた。

「し、死んでた！　今のは下手すれば死んでた！」

　メイドさんは目を見開いて、その場に倒たおれ込んだ僕を見下ろした。

「まさか今のを避けられるとは……。あなた、只ただ者ものではありませんね」

「只者ですから殺さないでください！」

「いいえ。早希お嬢様の貞てい操そうを脅おびやかす不届き者はたとえ只者であっても容よう赦しやいたしません」

　振りかざされた薙刀に怯おびえ、喉のどの奥おくから「ひぇ」と情けない声が漏もれると同時に、開けっぱなしになっていた勝手口の方から声が届いた。

「ミチルさん！　ちょっと待ってください！」

　どうやらミチルというのがメイドさんの名前だったらしく、振り下おろされた薙刀は鼻先でピタリと静止した。ミチルさんが振り返かえるのに倣ならって、僕もそちらを確かく認にんする。

　そこには制服のシャツに薄うす手でのカーディガンを羽織った早希さんの姿があった。どうやら昨日から着き替がえていないらしい。赤く腫はれた目を見ると、出会った頃を思い出した。

　早希さんは困ったように視線をキョロキョロと泳がせた後、倒れている僕を一いち瞥べつした。

「あの……進也さん。すいません。合わせる顔がなくて、居留守をつかってしまいました」

　僕は、そばで大人しくなったミチルさんが再び切りかかってこないか怯えながら立ち上がると、改めてもう一度お願いした。

「早希さん、僕とデートしてほしいんだ」

　早希さんは呆あきれたように目を細めると、戸と惑まどいながらカーディガンの余った袖そでで口元を隠した。

「えっと……すいません。どうしてそういう話になるのかちょっとわからないんですが」

「いや、この前学校でそんなこと話してたから……ごめん。でも、今の僕らはあまりにもお互いのことを知らなすぎる。こんなことじゃ『大如月祭』で優勝するなんて不可能だ。もう少しだけ、僕らは歩み寄ってもいいんじゃないか？」

「……本当の魔ま力りよく量りようを黙だまっていたのは、全すべて私の責任です。私が勝手に考えて、進也さんには黙っておこうと決めてしまいました。反省するのは私一人で十分です。進也さんのお手を煩わずらわせる必要はありません。本当に、すいませんでした」

「……そんなこと言うなよ」

「え？」

　ゲームセンターで早希さんに怒ど鳴なって怖こわがらせてしまったことを思い出し、慌てて口調を和やわらげた。

「あ、いや。えぇ～っと……。魔力量が多すぎると操縦が難しくなるから、早希さんは僕に本当の魔力量を黙ってたんだろ？　だったらレース中は、通常時は魔力を抑えておいて、肝かん心じんな場面になれば魔力を高める、なんてことはできないのか？」

「……無理です。私は魔法の扱あつかいが苦手なので、レース中に自分の魔力を正確に調節することができないんです。現状では、ずっと魔力を抑えて走り続けるか、全ての魔力を解放するかしかできません。魔力を解放することは途と中ちゆうからでも可能ですが、そうするとレース中は常に最大量の魔力が体から溢れてしまうようになるんです。それに、速度を緩ゆるめると余った魔力がコアを破損させてしまう可能性もあります。だから……魔力は常に抑えておくのが一番良い方法だと思ったんですが……私にはもう、どうしたらいいのかわからなくなってしまいました」

「だったらこれからどうするか、二人で考えよう」

「……え？」

「早希さんは自分なりに考えた結果、本当の魔力量を僕に教えなかった。その決断が間ま違ちがっていたのか、正しいことなのか僕にだってわからない。だけど、決してそのことを後悔しないでほしいんだ。きっとそれは、君自身を否定してしまうことになるから」

「で、でも！　私が最初から自分の魔力量を偽っていなければ、あの勝負は勝てていたかもしれません！　あの場で！　私が進也さんに真実を話していれば！」

「……かもしれない。最後のコースはほぼ一直線だった。それに相手は速度で劣おとる『フギンムニン・フォルム』。可能性は十分にあった」

「やっぱり、私のせいですよね……」

「だけど、もしもそうやって勝っていたら、僕らはそこで満足してしまったかもしれない。自分たちの力を過信して、立ち止まってしまったかもしれない」

「そんなことは……」

「だけど、僕らは負けたんだ。ボコボコのコテンパンにされて、相手に愛あい想そつかされて、これ以上ないほど酷ひどい負け方をしたんだ」

　僕は早希さんの両手を握にぎり、しっかりと目を見つめた。

　僕の想おもいが、少しでも早希さんに伝でん播ぱするように。

「追うべき背中は前にしかない。だからこそ、僕らは前に進めるんだ」

　あの敗北をただの敗北にしないために、立ち上がらなければいけない。進まなければいけないんだ。

「そのためにも今日一日、僕とデートしてほしいんだ。もっとお互いのことを知って、『大如月祭』で優勝するために」

　早希さんは、僕が握った手をしばらく見つめた後、ボソリと小さくこぼした。

「……服を着替えてきます。家に上がって待っていてください」







　早希さんが住む家の居間は、一言で言うと広大であった。

　部屋の端はしから端まで続く利便性の欠片かけらも見当たらない座ざ卓たく。何枚あるのか数えるのも億おつ劫くうな襖ふすま。隣りん接せつしているはずの台所は遥か彼方かなたに小さく見える。

　座卓の中央にちょこんと座らされた僕は、すぐ背後で無言のままこちらを見つめ続けるミチルさんにたずねた。

「あの……僕が言うのもなんですけど、こんな朝早くから家に上がったら迷めい惑わくですよね」

「今さら迷惑とか考えるんですね。あれだけ人様の家の前で叫んでおりましたのに」

「す、すいません。ほんと」

　この家には前に一度、雨宿りのために入ったことがあった。今思い出しても壮そう絶ぜつな一日で、あの時の話は僕と早希さんの間では禁句になっている。

「あ、そうだ。この前、勝手にジャージ借りちゃってすいません。本当はきちんと了りよう解かいを貰もらいたかったんですけど、ミチルさん出かけていたみたいで……」

「別に構いませんよ。ジャージくらい。それに、あの日私家にいましたし」

「……へ？」

「天てん井じよう裏うらからずっとお二人を観察していました」

「……ま、まさか……あれを……全部見ていたんですか……？」

　ミチルさんは軽けい蔑べつするように僕を見下ろし、じりじりと顔を近付けた。

　気付けば、僕は頭を床ゆかにこすりつけて深々と土下座していた。

「す、すいません！　あれはわざとじゃないんです！　まさか早希さんがあんなハレンチな恰かつ好こうになってしまうなんて思いもしなかったんです！」

「冗じよう談だんです」

「え？」

「天井裏になんているわけないでしょう？　あの日は本当に用事があったんです」

「あ、そ、そうでしたか。いやぁ、それはそれは」

「それで？　早希お嬢様がどんなハレンチな恰好をさせられたのか、詳くわしく聞かせてもらいましょうか」

　……おぉ。

　そのままダラダラと汗を流しながら土下座をしていると、ミチルさんは鼻を鳴らして言った。

「まぁ、あなたのように友達が一人もおらず、コミュニケーション能力が欠落したような人に早希お嬢様をどうこうできるはずがありませんね」

「ず、随ずい分ぶん僕ぼくのことに詳しいじゃないですか」

「もちろんです。だって、あなたが桜さくら丘おか高校に通っていると早希お嬢様に教えたのは私ですよ？」

「ミチルさんが？　どうして？」

　ミチルさんは伏ふし目めがちに、

「……如月きさらぎ高校で居場所を失った早希お嬢様には、救いの手を差さし伸のべてくれる人物が必要でした。ですが、早希お嬢様の周りにはその役を担になえる人が誰だれ一人ひとりいなかった。なので、かつて早希お嬢様にブルームという名の希望を与あたえてくれたあなたのことを調べたんです。もしかすれば、もう一度早希お嬢様に希望をもたらしてくれるのではないかと信じて」

「……僕は、そんな大それたことできませんよ」

「早希お嬢様は、あなたと出会ってからまた笑ってくれるようになりました」

　ミチルさんは、毅き然ぜんとして言った。

「あなたを選んで、本当によかった」

　そんなことを恥はずかしげもなく堂々と言われて、舞まい上あがらない男がこの世に存在するわけがない。

　僕と一いつ緒しよにいる時、早希さんはよく笑っていた。その笑え顔がおが、僕と出会ってからだと言われて嬉うれしくないはずがない。

　口元が綻ほころんでいくのを止められず、ミチルさんに見られないように手で覆おおったが、嬉しさで顔が赤く染まっていくのはどうしようもなかった。

　早希さんの足音が廊ろう下かの奥から近付いて来る。

「……ミチルさん」

「なんですか？」

「希望を貰ったのは、僕も同じなんです。早希さんが僕に声をかけてくれなかったら、ずっと自分の世界に塞ふさぎこんで駄だ目めになっていました。ありがとうございます。早希さんに、会わせてくれて」

　一人だったら、蘭奈と張り合おうなんて思いもしなかった。

　早希さんの足音がもうすぐそこまで来ているので、最後に早口で一言付け加えた。

「でもやっぱり、薙刀で切りかかるのはやりすぎですよ」

　すると、ミチルさんは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「あなたならかわせるでしょう？」

　死んでた！

　やっぱり避よけなければ死んでた！

　唖あ然ぜんとしているところに着替え終わった早希さんが登場し、そのまま逃にげるように二人で家を後にした。







　電車で三〇分程ほど揺ゆられ、ようやく都心部に到着した。

　駅を出てデートに相応ふさわしい場所を探し歩いていると、僕は愕がく然ぜんとした。

　というのも、まだ朝早くてほとんどの店が開店していなかったのだ。

　まずい。これは非常にまずい。このままだと早希さんに、「デートに誘っておいて女性のエスコートもできないなんて最低です」と罵ののしられてしまうかもしれない。

　とりあえず現状で開いている店といえばコンビニと牛ぎゆう丼どん屋やくらいなものだが、デートスポットと呼ぶにはいささかロマンに欠けている。

　だって仕方ないじゃないか！　早希さんのメールを見てすぐに家を出たんだ！　後のことなんて何にも考えていなかったさ！

「さ、早希さん。とりあえず街を歩こうか。どこかに開いてる店もあるだろうし」

　早希さんはまだ落ち込んでいるようで、か細く「はい」と返答した。

　そしてそれから約二〇分。僕らはあてもなく街を徘はい徊かいした。

　この間、終始無言。

　後ろを付いてくる早希さんは、時々僕に見つからないように欠伸あくびを噛かみ殺していた。その気き遣づかいが逆に申し訳なくて胸が痛んだ。途中から早希さんも現状に気が付いたのか、めぼしい店を見つけるや否いなや、血ち眼まなこになって開店時間を確認してくれている。

　なんだか楽しくなってきたぞ。このまま牛丼屋に飛び込んで全メニュー制せい覇はしようかな。

　なんて馬ば鹿かげたことを考えていると、いつの間にか僕らは街を僅わずかに逸それた通りに入ってしまっていた。

　こぢんまりとした店が点々と並び、開店していればさぞ素す敵てきなお店だったのだろうなとあらぬ想像を掻かき立てられた。どの店も後一時間くらいすれば一いつ斉せいに開くはずだが、その一時間をどうするのかが問題だった。

　ふと、足が止まった。

　目の前にはいかがわしい店といかがわしい店の間に、これまた一見していかがわしいとわかるホテルが立っていた。

　ここならちょうど一時間くらいは潰つぶせるかもしれなかったが、それは同時に僕がミチルさんに殺される危険性も増すということだった。だが、早希さんの知らないあんなことやこんなことを、いや、早希さんすら知らないあんなところやこんなところの秘密を一緒に探さぐっていくのが所謂いわゆるデートの本分というやつではなかろうか。

　しかし僕はこのようなホテルを一度も利用したことはないし、そもそも女性のあんなところやこんなところのファンタジー的なケミストリーもまったくもって知らなかった。それでもそれがさぞかし楽しかろうことは中学生になった頃ころくらいから漠ばく然ぜんと把は握あくしていた。

　誘うか。駄だ目め元もとで。

「早希さん、このホテ――」

　僕がホテルを指差して声をかけたところで、早希さんの言葉が覆いかぶさってきた。

「あ、進也さん！　この奥の店開いてますよ！　ブルームのパーツ屋さんみたいです！」

　今自分が何を言おうとしていたのかを僕はようやく理解した。青ざめつつも慌あわてて早希さんに合わせて会話する。

「え、えぇ？　こ、こんなところにお店が？」

　見ると、味のある看板に、ブルームパーツ取とり扱あつかい店てん『ケレリタス』と書かれ、路地裏に向かって矢印が伸びていた。路地裏を見ると、ちょうど人が一人通れるくらいのスペースしかなく、陽の光は建物に遮さえぎられていてどんよりと暗くなっている。

　手前の建物の外壁には『これより先、保護魔ま法ほう施せ工こう区域外』と標識が出ていた。人の多い都心部では、こうして保護魔法施工区域を明確にする決まりがある。

「……なんか、危なそうな雰ふん囲い気きだな」

「大丈夫ですよ。それより早く行きましょう。こういう目立たない場所にあるお店にはディープなブルームパーツがあると相場が決まっているんです」

「そういうものなのか……？」

　さっさと歩き出した早希さんの後を追いかけ、僕も路地裏に体を滑すべり込ませた。

　路地裏は一本道になっていたが、思っていた以上に距きよ離りが長く、途中で何度か角を曲がったりしているうちに完全に方向感覚を失った。

　ほんとにこんなところに店があるのか？

　不安を抱かかえながらも歩を進めていると、不意に背後から声がした。

「進也、やっと会えたね」

　その声を聞いただけで、何故なぜだかゾクリと背筋が寒くなった。

　恐る恐る振り返ると、すぐ目の前に、薄うす暗くら闇やみの中で不気味な笑えみを浮かべる少女がいた。

　派手な山やま吹ぶき色いろのパーカーを羽織り、ポケットに両手を突っ込んでいる。真っ白な髪かみを肩かた口ぐちまで伸ばし、前は眉まゆ毛げの辺りで切きり揃そろえられている。

　一瞬それが誰なのかわからなかったが、特とく徴ちよう的てきな白い髪には見覚えがあった。

「……蘭奈？」

　思わず名前を呼んでしまうと、蘭奈はヘナヘナとだらしなく口元を崩くずして僕に抱だき付ついてきた。

「進也、進也、進也！　あたしずっと、ずーっと会いたかったんだよ！　あぁ、またこうして進也に触ふれるなんて夢みたい！」

「ちょっと……え……ま、待ってくれ、蘭奈。どうしてこんなところにいるんだよ」

　蘭奈はポケットから一本の鎖くさりを取り出すと、それを見せびらかすようにぶら下げた。その先せん端たんにはひし形の水すい晶しようがくっ付いている。

「これ、『サーチペンデュラム』っていう人捜しの魔ま具ぐなの。だって先生、進也がどこに住んでるのか全然教えてくれないんだもん」
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　僕の服に嬉しそうに顔をこすりつけている蘭奈を見ていると、自分が彼かの女じよに対してどのような感情を抱いていたのかわからなくなりそうだった。

「い、いや、そうじゃなくて。僕に会うことは母さんから止められてるだろ？」

「……だって、進也電話出てくれないんだもん。先生はいいって言ってたのに」

「それは……」

　蘭奈の目が、僕の背後に立つ早希さんの方へギョロリと移動した。口角こそニタニタと上がったままだったが、目だけは笑っていなかった。

「あなたが、進也の新しいパートナー？」

　早希さんはたじろぎつつも、しっかりとした口調で答えた。

「はい、そうです。黒くろ井い早希です。初めまして、加か古こ野の蘭奈さん」

　蘭奈は「ふ～ん」と早希さんを観察するように眺ながめると、パーカーのポケットに手を突っ込んだ。すると、そこから何かが擦こすれる、カチカチという音が聞こえてきた。

　僕にはその音源が、すぐにカッターだとわかった。

　慌てて蘭奈の腕を掴つかみ、早希さんを不安がらせないように小声で言った。

「やめろ、蘭奈！　お前、自分が何しようとしてるのかわかってるのか！」

　蘭奈は目だけをこちらに向け、早希さんを警けい戒かいさせないために耳打ちで返してきた。

「大丈夫だよ、進也。悪いやつは皆みんな、あたしがやっつけてあげるから」

「おい、何言ってるんだ！」

「進也は、その女に騙だまされてるんだよ。じゃなきゃあたし以外の魔女とペアなんて組むはずないもん。大丈夫。進也の考えてることくらいぜーんぶわかってるよ。だって、あたしは進也の一番の友達だもん」

「違ちがう。早希さんは、僕の大切なパートナーだ」

「……進也、それ……本気で言ってるの？」

「あぁ」

「あんな役に立たなそうな女より、あたしの方がずっとすごいもん」

「早希さんは役立たずなんかじゃない」

　蘭奈は少しの間考え込む素そ振ぶりを見せると、納得したように頷うなずいた。

「じゃあ、こうしよう。今度の『大如月祭』であたしが優勝したら、進也はその女と別れてまたあたしのパートナーになるの。そして、今度はずーっと一緒にいるの。朝起きる時も、お風ふ呂ろに入る時も、寝る時も、ずーっと一緒！」

「何を馬鹿なことを……」

「約束してくれないとその女をやっつける。今止められてもいつか必ずやっつける。約束を破ってもやっつける。家族諸もろ共ともやっつける」

「そんなことできるわけないだろ」と容易に笑い飛ばせない気き迫はくが蘭奈にはあった。

　彼女は本気で言っている。

　返答を濁にごしていると、蘭奈はボソリとつぶやいた。

「それとも、自信がないの？」

　そんなことを言われて、引き下がれるわけがない。蘭奈も僕のそういう性格をよく知っていて挑ちよう発はつしたに違いない。

「……わかったよ。約束する。だからやっつけるとか物ぶつ騒そうなこと言うな」

　蘭奈はほくそ笑み、早希さんに向かって手を振った。

「じゃあこれからよろしくね、早希ちゃん」

「え？　あ、はい。よろしくお願いします……」

　蘭奈はそのまま来た道を少し戻もどったが、急に立ち止まり、振り返った。

「……でもまぁ、せっかくだし。ちょっと驚おどろかすくらいならいいよね」

　突とつ然ぜんこちらに走り始めた蘭奈を押さえ込もうと両手を伸ばすが、蘭奈はそれを軽かろやかにかわし、僕の後ろにいる早希さん目がけて突っ込んだ。

　直後、声を上げる間もなく、蘭奈はドサリと地面に倒れた。穏おだやかな表情でぐっすりと眠ねむっている。

　状じよう況きようの変化に付いていけず、戸惑いながら顔を上げると、そこには今朝方早希さんの家で別れたはずのミチルさんが立っていた。

　ミチルさんはそのまま作業的に蘭奈を抱えると、早希さんににっこりと笑いかけた。

「早希お嬢様、今日の晩ばん御ご飯はんは鯖さばの煮につけです。それをお伝えしに参りました」

「……そ……そうですか。鯖の煮つけ……。あの、蘭奈さんは急にどうしたんですか？」

「さぁ？　寝ね不ぶ足そくだったんじゃないですか？　私がこのまま持ち帰ってゆっくりたっぷり時間をかけて看病しますのでご安心を」

「は、はぁ……」

　蘭奈を抱えたミチルさんは「さぁ、デートを続けてください」と僕に言い残し、そのまま去って行った。

　蘭奈が生きて帰ってこられるか心配だったが、デートに失敗すれば僕も同じようにゆっくりたっぷり時間をかけて看病されるのではないかと戦せん慄りつした。







　ブルームパーツ取扱店『ケレリタス』は思っていたよりもずっと小こ奇ぎ麗れいな店だった。外観は洋風な赤あか煉れん瓦がの造りで、一見しただけでは喫きつ茶さ店てんと間違えて入ってしまうかもしれない。ただ、こんな立地の悪い場所に喫茶店を探しにやってくる人がいるとは思えないけど……。

『営業中』の札を確認して扉を開くと、中は外観以上に広く感じた。どうやら横よこ幅はばに比べて奥おく行ゆきがあったらしい。それに二階へ続く階段もある。

　店内にはガラスケースに丁てい寧ねいに並べられた高級パーツから、籠かごの中に乱雑に詰つめ込まれている配線類まで一式が揃っていた。壁かべに沿ってグルリと設置された棚たなには、『魔力出力コア』とブルームを接続する部品や、ハンドルの付け根に使用されるネジなど、早希さんの期待通り中々ディープな品が揃っていた。

「うわぁ！　進也さん見てくださいよ！　このコア、一二年前に『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』で優勝した機体の物らしいですよ！　あっ！　こっちには『魔力増強水晶』の接続基き盤ばんが置いてあります！　すごいです！　こんなの普ふ通つうのお店で見たことありません！」

「たしかにどれもディープな物みたいだな。僕は基本的なメンテナンスくらいしかできないからどこのパーツかわからないものばっかりだ……あれ？　これって」

　数々のパーツに紛まぎれ、レジ横に置いてあった一冊の雑誌を手に取ると、そこには見覚えのある二人の姿が映っていた。

「ロローナさんとアリシアさんだ……どうして雑誌の表紙に？」

「ロローナさんはエリエル社の広こう告こく塔とうで、アイドルとしても活かつ躍やくしてるって言ったじゃないですか。アリシアさんはテレビには滅めつ多たに出ませんけど、たまにこうやって一緒に仕事してるみたいです。お二人ともすごい人気なんですよ？」

「へぇ。あの話本当だったのか」

「し、信じてなかったんですか……」

　まじまじと雑誌の表紙を眺めていると、不意に早希さん以外の声が正面から聞こえてきた。

「たちよみげんきん」

「うおっ!?」

　驚いて声の発生源であるレジを見ると、カウンターの向こうで小さな頭がこちらを見上げていた。

「……あれ？　カエデ？」

　カウンターの向こうにいたのは紛れもなくカエデだった。ゲームセンターの精せい霊れいか何かだと思い始めていたのだけれど、その考えはどうやら間違っていたらしい。

「む？　しんやか？　こんなところであうなんて。あれか？　しんやはカエデのことすきなのか？　そういうのはちょっとカエデこまるぞ。カエデはいそがしいみのうえだからな」

「いやいや、違う違う。たまたまだって。というか、カエデ何してるんだ？」

「ここはカエデのいえだ。あいすべきわがやだ。となりのおんなのひとはしんやのかのじょか？　そんなダサいふくきてでーとのつもりか？」

「彼女じゃなくてブルームのパートナーだ。あと……僕ぼくの服はダサくなんてない」

　多分……。

　早希さんが軽く会え釈しやくをすると、僕はそのまま続けた。

「それにしても、カエデの家ってブルームのパーツショップだったんだな。もしかしてカエデもブルームに乗るのか？」

「ん？　とうぜんだが？　いまさらだな」

「今さらって……一度もそんな話したことないじゃないか」

「そうだったか？　カエデうっかりしてたか？」

「うっかりしてたな。間違いない。……そういえば前会った時、落ち込んでたみたいだったけど、大丈夫か？」

「……ちょっとぱーとなーとうまくいってないからな。そりゃあおちこむひもあるさ」

　僕と早希さんは自分たちのことを言われているようでドキリと顔を見合わせた。

「へ、へぇ。そうなのか。でも、そういうのってよくあることだと思うよ」

「カエデのぱーとなーは、ほかにきになるひとがいて、ほんとはそのひとをぱーとなーにしたいとおもってる。そのせいでカエデのことはぜんぜんみてくれない。ねたましいし……うらやましい。カエデ、いらないこかもしれない」

「……カエデ。僕には君とそのパートナーのことはよくわからない。だけどね、そういう大切なことは自分の中で勝手に答えを出してしまう前に、しっかりと言葉にして伝えないとだめだと思う。それがどんな結果になっても、想いのこもった言葉というのはきっと相手の心に届くから」

　これは僕が痛いほど感じたことだった。たとえどんな理由があったとしても、置いてけぼりにされるのはやっぱり少し寂さびしいから。

「……そうだな。しんやのいうとおりだ。いつか、カエデのきもちをきちんとつたえてみる」

「あぁ。それが良い」

　ふと、カウンター奥の棚にある小型テレビに、ブルームレースの映像が流れているのが目に留まった。市し販はんされている試合の映像は昔蘭奈と一緒によく見ていたが、今映っているレースには見覚えのない機体ばかり出場している。

「あれ？　なぁ、カエデ。そこのテレビでやってるレースの映像っていつのなんだ？　見たことないけど」

「ん？　う～ん、これは……にじゅうさんねんまえのしがつむいか。だいさんかいあおもりたいようはいじゅんけっしょうのえいぞうだな」

「青あお森もり太たい陽よう杯はい？　聞いたことないな」

「これはひこうしきのちいさいたいかいだからな。だが、うちのみせにはいろんなたいかいのえいぞうがあつまってくる。にかいにはしちょうかくぶーすがある。ほんとはいちじかんでさんびゃくえんだが、あどばいすをくれたおれいにふたりともただでみほうだいにしてやるぞ」

　大会の映像か……。

「……そうだな。じゃあ、お言葉に甘あまえようかな」







　二階には数台のテレビが等とう間かん隔かくに設置してあり、それぞれ薄うすい板で区画分けされていた。部屋の奥にある棚には、大会の映像が記録されたＤＶＤが並べられている。全ての記録媒ばい体たいの表面には、レースを主しゆ催さいした企き業ぎようや個人の名が記された印が押おしてあった。

　背後でテレビの電源を入れたカエデはなんとはなしに言った。

「たいかいのしりょうえいぞうをほかんしておくかわりに、それをこうかいしてりょうきんをとってもいいというけいやくをしている。そんなみせはごまんとあるが、うちのようにここまでまいなーなたいかいえいぞうをほかんしているところはすくないぞ。ありがたくおもえ」

「はいはい。そりゃあすごいな」

　カエデを適当にあしらいながら、年代と場所を頼たよりに目的の映像を探す。その間にカエデは「カエデはみせばんにもどる。へんなことはするなよ？」といらぬ念を押して一階へ戻っていった。

「進也さん、何か見たいレースでもあるんですか？」

「あぁ。気付いてると思うけど、僕はあんまりコミュニケーション能力に長たけている方じゃない。落ち込んでいるパートナーになんて声をかけてあげればいいかなんてわからないんだ。だから、今の僕にできることと言えば、早希さんにもっと自分のことを知ってもらうくらいだ」

　目的の資料映像を見つけると、それをデッキにセットして再生ボタンを押した。早希さんに椅い子すを促うながし、自分もそのすぐ隣となりで画面を覗のぞき込む。

　流れ始めた映像はスタート直前のもので、十数台のブルームが規則正しく並んでいる場面から始まった。カメラがブルームの群れを後方から前方へ水平方向に移動しながら枠わくに収めた。

　早希さんは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめてたずねた。

「これ……四年前の……」

「そう。僕と蘭奈が優勝して、この大会の最速記録を叩たたき出だしたレースだ。そして、僕が最後に出場したレースでもある」

「進也さんは……その……平気なんですか？」

　正直に言うと、僕はこの大会が憎にくくて仕方がなかった。勝利者インタビューでマイクに囲まれている蘭奈をずっと横目で眺めていたことは、今でも鮮せん明めいに覚えている。

　どうして誰だれも僕に質問しないんだろう？

　どうして誰も僕を見ないんだろう？

　残ざん酷こくな現実に気が付いてしまった瞬しゆん間かんだった。

「平気……とは言えないかもな。今見ても、あの時抱いだいた疎そ外がい感かんとか、蘭奈への嫉しつ妬ととか、色々思うところはあるし」

「なら、どうしてわざわざこの映像を選んだんですか？」

「……このレースは、すごく楽しかったんだ。走っている最中は、ほんとにすごく楽しかったんだよ」

「楽しかった？」

　映像はいつしか各車一斉にスタートを切っていた。

「ほら。始まったみたいだ。この『エアリアル・フォルム』の黒い機体が、僕と蘭奈が乗っていた『黒こく天てん』だ。今は蘭奈の私物になってるけど、まだ乗ってるのかな？　蘭奈のこととかブルームのこととか思い出したくなくて避けてたから、よくわからないや」

　レース序じよ盤ばん。『黒天』はズルズルと速度を落とし、次々と他ほかのブルームに抜ぬかれていった。

「私、このレースの映像は何度も見たんですが、この場面で減速する理由がわからないんですよね」

「あはは。実はこの時蘭奈が急にお腹なかが痛いって騒さわぎだしたんだ。おかげで全然集中できなかった」

　そのまま『黒天』は何の追い上げも見せないまま、集団の一番後ろに食くらいついて走っている。このレースは同じコースを三回回り、三周目のゴールに最も早くたどり着いたペアが優勝となる。

　早希さんは余よ程ほどこのレースの映像を繰くり返し見ていたのか、次の展開を想像し、ボソリと呟つぶやいた。

「もうそろそろですね」

「あぁ。蘭奈が魔法を使う」

　次の瞬間、プツン、と音を立てて映像が暗転した。

　じきに画面は波模様の乱れを交えながら先ほどの場面を映した。だが、さっきまで『黒天』の前に溜たまっていた集団は、跡あと形かたもなく消え去ってしまっていた。

　映像の中からアナウンサーの声が届いてくる。

『な、なんということでしょう！　加古野蘭奈選手の魔法により、約半数のブルームが壊かい滅めつ的てき打だ撃げきを受け、走行不能に陥おとしいれられました！　恐おそるべき加古野蘭奈！　圧あつ倒とう的てき破は壊かい力りよく！』

「蘭奈の魔法は全てを破壊する超ちよう攻こう撃げき特化型魔法、『一いつ線せん掌しよう握あく』。その衝しよう撃げきは周辺の撮さつ影えい機器にまで影えい響きようを及およぼし、蘭奈と同じコースを走っている選手は皆みな一いつ瞬しゆんで恐きよう怖ふを刻み込まれる。その分魔ま力りよくを消費するから乱発はしないけど、一回のレースで一〇回以上は使えるんじゃないかな。そして、僕らが優勝を目指す『大如月祭』にも、蘭奈は出場する」

　早希さんの喉のどがゴクリと鳴り、緊きん張ちようしているのがわかった。

　だけどね、早希さん。僕が見てほしいのはこの場面じゃないんだ。

　三周目。最後の一周。『黒天』はみるみる速度を上げ、カーブが来るたびに一台、また一台と他のブルームを抜き去さっていった。

　早希さんは子供のように目を輝かがやかせた。

「ここです！　私がニュースで見た、一番好きな場面！　やっぱりすごいですよ、進也さんは！」

「僕は直線よりもカーブが得意なんだ。このレースでも合計で八台抜きを達成した。まぁ、全然評価されなかったけど」

「そんな！　どうしてですか！　こんなに速いのに！」

「お偉えらい評論家とか解説者は、これは蘭奈の魔ま法ほうの威い力りよくに怯おびえた敵の選手がわざと道を空けてるんだ、なんて言ってたっけな。実際にそういう選手も多かったよ」

「そんな……」

「僕は……いや、最強の魔法を持つ蘭奈のパートナーになる人間は、必ずそういう目で見られることになるんだ」

　そして『黒天』は最後の一台を前方に捉とらえた。

「ここだ、早希さん。ここを見てほしかったんだ」

　敵のブルームも速度を一いつ切さい緩ゆるめず、抜こうとする『黒天』の前を巧たくみに遮ってくる。蘭奈が魔法を使ったせいで何度か画面が暗転するが、それでも先行するブルームはなんとか持ちこたえていた。

　だが、ゴール手前の大きなカーブ。後方にばかり気を取られていた敵のブルームは僅かに膨ふくらんで曲がってしまった。そこへ、『黒天』が内側ギリギリを攻せめ込み、一気に抜き去ってゴールまで直進した。

「誰よりも早くゴールリングを潜くぐる瞬間。視界が広がって、空に吸い込まれるような感覚になるんだ。音が遮しや断だんされて、高こう揚よう感かんで手が震ふるえて、自然と口元が緩ゆるんでしまう」

　一呼吸置き、早希さんに向き直った。

「ブルームレースは楽しいことばかりじゃない。昔の僕や、今の早希さんのように辛つらい気持ちになることもある。それでも、前に向かって進んでいれば、少しだけ楽しいことが増えるかもしれない」

　早希さんは不安に満ちた表情で、ポツリポツリと漏もらした。

「……中学生の頃、半年間パートナーを組んでくれた子がいたんです。すごく勝ち気な子で、私の魔法を使いこなすため、毎日一緒に練習してくれました。だけど、最後に……言われたんです。『魔力の調整もできないならブルームを降りた方がいい』と。わ、私、進也さんにもそう言われるんじゃないかと思って……怖こわくて……怖くて……」

　そうか……。早希さんが僕に相談できなかった理由はこれだったのか。

「実を言うと、僕も怖いんだ」

「……進也さんも？」

「だってそうだろ？　『大如月祭』には如月高校の選手が軒のき並なみ出場するんだ。蘭奈も、ロローナさんとアリシアさんも出てくるかもしれない。そこで無名の僕らが本気で優勝を目指そうって言うんだから、そりゃあ怖いさ。だけど――」

「だけど？」

「優勝したら、めちゃくちゃカッコいいぞ！」

「……格好、良い？」

「そうだ！　カッコいいんだ！」

　しばらくポカンと目を見開いていた早希さんは、ぷっ、と小さく噴き出すと、口元を手で押さえながら笑い声を上げた。

「あはは！　そうですね！　それはすごく格好良いですよね！」

「え、そ、そんなに笑われるとは思ってなかったんだけど……」

「い、いや、ぷっ。す、すいません。なんだか、進也さんらしいなぁって思って楽しくなっちゃいました」

「僕らしい？」

「はい。そのひたすら前向きなところも、進也さんらしくて、私は大好きです」

　うっ。そんな笑顔は反則だ。勘かん違ちがいしそうになるじゃないか。

「あ、あはは。そう。大好きねぇ」

「はい！　大好きです！」

「……というか、僕ってそんなに前向きな方じゃないと思うけど」

「いいえ、そんなことありません。進也さんはいつだって、前に向かって進もうとしているじゃないですか」

　もし、そうだとすると。それは早希さんのおかげだ。

　早希さんの笑顔を見ていると、僕はようやく心につっかえていたことを口に出せた。

「……早希さん。あの時のこと、きちんと謝あやまりたかったんだ」

「あの時？」

「ほら、ゲームセンターで一度、大きな声出しちゃって……」

「あぁ。ありましたね。でも、あれは私も悪かったですし」

「いや、違うんだ。あれは、ただの八つ当たりだ」

「八つ当たり、ですか？」

「……あぁ。だから、ほんとにごめん。あんな顔させるつもりじゃなかったんだ」

　早希さんがにんまりと目を細めると、僕は何故だか自分の心臓の音が耳から離はなれなくなった。

　早希さんは冗じよう談だんぽく言った。

「はい。わかりました。進也さんを許してあげましょー。これからは八つ当たりしないように気をつけてくださいねっ。それより、もう一度見てみましょうよ。進也さんの優勝するところを」

　僕らはその日、何度もそのレースの映像を見て、いつしか椅子に座すわったまま二人して眠ってしまっていた。

　号泣した蘭奈が『ごめんなさい』だけを延々繰り返す留守電に気付いたのは、目が覚めてからだった。







第五章『ちっぽけなプライドは魂たましいに刻む』







　冬休みを終えてしばらく経ち、『大だい如月きさらぎ祭さい』まで残り一か月に迫せまると、街はお祭りムード一色に染まっていた。『大如月祭』を告知する宣伝文句が、駅の電光掲示板、ビル街の広告塔、商店街に至っては全すべての店舗の軒先に貼り出されている。

　その日の放課後、僕と早さ希きさんは揃って職員室に向かっていた。

　後ろを歩いていた早希さんがたずねる。

「それにしても、二人揃って職員室に呼び出されるなんてどういうことでしょうか？」

「多分『大如月祭』のエントリーに関する話じゃないかな」

『大如月祭』は高校生しか参加できないということもあり、自分たちが通っている高校を通してエントリーしなければいけなかった。

「でもエントリーはもう済ませましたよね？　不備でも見つかったんでしょうか？」

「かもしれないな」

　職員室の扉とびらをノックしてから入室すると、窓際の席から担任教師がこちらに気付いて手を振ふった。

　近寄ると、担任はバツの悪そうな顔でこちらを見上げた。

「ごめんね、急に呼び出して」

「いえ。構いません」

「たしかあなたたち、『大如月祭』にエントリーしてたわよね？」

「はい。何か不備でも？」

「いや、不備というわけじゃないんだけど……」

　どうにも歯切れが悪く、担任は腕うでを組んで難しい顔をした。

「実は、うちの学校からもう一組『大如月祭』にエントリーしたいという子がいて……」

「はぁ。まぁ、別にいいんじゃないですか？」

「それがそうもいかないのよ。うちの学校は如月きさらぎ高校のすぐ近くにあるでしょ？　だからブルームに乗る人はほとんど如月高校に行っちゃうのよ。そのせいでうちにはブルーム部とかもないし、『大如月祭』は毎年欠場してるの」

「それが僕らと何か関係があるんですか？」

「そういう経緯もあって、うちの学校に来る『大如月祭』のオファーは一枠だけしかないのよ。まぁ、社交辞令みたいなものね」

「一枠？　ということは……」

　職員室と廊ろう下かとを隔てていた扉が勢い良く開け放たれると、その場にいた全員の視線がそちらに釘付けになった。

　ウェーブのかかった茶色い髪。異様に短いスカート。胸むな元もとがぱっくりと開いた制服に、手首には派手なアクセサリーが巻きついている。

　少女は人を小こ馬ば鹿かにしたような目をして、派手なつけ爪がのった指をこちらに向けた。

「『大如月祭』の出場権を賭けてウチとレースしろってことじゃん」

　僕はこの学校に友達はおろか、知り合いすらほとんどいなかった。だが、それでも目の前の少女のことは知っていた。轟とどろき千ち鶴づる。入学当初から度たび々たび生活指導の教師といさかいを起こしている場面を目もく撃げきしたことがある。

　できればこういう人間とは関かかわり合いになりたくはないのだが、今回は別だ。

「こっちはとっくにエントリーを済ませてるんだ。今さら出てきて何がレースだ」

「はぁ？　……ていうか、あんたマジでうちの学校の生徒？　見たことないんだけど」

「影かげが薄うすくて悪かったな」

「あはは。マジうけるわぁ。影薄いとかそんなレベルじゃないし。ていうか、そんなことはどうでもいいからさぁ。手っ取り早くレースしたらいいじゃん。んで、勝った方が『大如月祭』に出るってことで。それで文句ないっしょ？」

「だから、僕らは君に構ってる暇ひまなんて――」

　そう言いかけたところで、不意に轟さんは僕の後ろを指差した。

「あれぇ？　ていうか、早希じゃん！　マジこんなとこで何してんの？」

　後ろを振り返ると、早希さんは何故だか困惑したように目を白黒させていた。

「轟さん……この学校に入学していたんですね」

「えぇ～。なになに、早希知らなかったの？　ていうか早希がコイツのパートナーなわけ？」

「……は、はい。そうです」

「ぷっ！　あはは！　マジうけるわ！　まだブルーム降りてなかったのかよ。あんたさぁ、ほんと才能ないんだからやめときなって。自覚ないわけじゃないっしょ？　あんたがあまりにもかわいそうだから中学の頃ころ半年くらい付き合ってあげたけど、結局全然だめだったじゃん。『大如月祭』に出たって恥かくだけだって」

　中学の頃？　ということは、早希さんの元パートナーって轟さんのことだったのか。

「……そ、そんなの……やってみないとわからない……じゃないですか」

「やってみないとって。そもそもあんたの魔法とかクズじゃん？　何の役にも立たないじゃん？　あんなんでレースに勝つとか普通に無理だから！」

　咄とつ嗟さに、僕は轟さんの前に立ちふさがった。

「それは違うぞ」

「はぁ？　何が？　事実じゃん」

「早希さんの魔法はドライバーの力量次し第だいで強力な武器になる。早希さんの魔法が使えないと感じたのなら、それは君に力が足りなかっただけだ」

「馬鹿じゃないの？　ドライバーの力量？　そんなの関係ないっつーの。そもそも魔力の調整すらできない早希がブルームに乗れるわけないっしょ。あんたもさぁ、そろそろ見切り付けて他のパートナー探せばいいじゃん。ウチみたいにさ」

「……さっきのレースの話、やっぱり受けることにするよ」

「はぁ？　何あんた。急にマジんなっちゃって。本気で勝てるとでも思ってんの？」

　後ろにいた早希さんが「進しん也やさん、それは……」と止めようとしたが、それでも僕は言葉を繋つなげた。

「当たり前だ」

「あっそ……。ま、いいよ別に。何熱くなってんのか知らないけど、そういうのマジウザいし。じゃあ、明日の夕方。河川敷に来な」

　僕にだって、守らなければいけないものくらいあるんだ。







　僕はその日の夜、何故なぜだか早希さんの部屋に呼ばれていた。

　座布団があったのでそれに座ると、対面するように腰こしを下ろした早希さんは申し訳なさそうに言った。

「……こんなことになってすいません」

「早希さんが謝ることじゃない。一枠しかない『大如月祭』の出場権を取り合うには、やっぱりレースで決めるしかないだろ」

「でも……」

「それよりも轟さんのことをもっと教えてほしい。ブルームを操縦する時のクセとか、苦手なコースとか。何か参考になるかもしれない」

「えぇ～っと……。すいません。あの頃は私、今よりもずっと魔力を抑おさえるのが下手で、轟さんは一度もまともに操縦できなかったんです。だからきちんとブルームを操縦したところをほとんど見たことがなくて……」

「そんな状態でよく半年も一いつ緒しよにやってたな」

「……はい。轟さん、あぁ見えてすごく優しい方なんです」

　早希さんはどこか寂しそうに俯いた。

　そのまま早希さんが黙だまってしまったので、僕は気になってたずねてみた。

「ところで、僕はどうして早希さんの部屋に呼ばれたんだ？　てっきり明日のレースの作戦会議でもするもんだと思ってたけど」

「あの……えっと……実は、進也さんに言わなければいけないことがあるんです」

「言わなければいけないこと？」

「……本当はもっと早く言うべきでした。でも、決心がつかなかったんです」

「…………」

「私の、願いの話です」

　以前、早希さんはある願いを叶かなえるために『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』で優勝しなければならないと語っていた。『全能水晶杯』に出場するためにも、まずは『大如月祭』で優勝してプロへの切きつ符ぷを手に入れなければいけなかった。

　いつか、早希さんの心が決まったら教えてほしいと言っていたことだ。

　早希さんは何度も言葉を口に出そうとしては、苦しそうな表情を浮うかべてそれを呑のみ込んだ。その様子から、早希さんにとって自分の願いを他人に教えるという行こう為いは、苦痛を伴うことなのだと理解できた。

　あえて先を促すようなことはせず、黙って待っていると、早希さんは決心したように頷き、口を開いた。

「私の願いとは、『魔ま女じよ王おう六星』から、全ての魔力を消し去ることです」

　……『魔女王六星』から、全ての魔力を消し去る？

　そんなことをすれば、『魔女王六星』に統治されている世の中はどうなるんだ？　何も変わらず、今のまま平和が継続するのか？　いや、人間の中にも、魔女の中にも、お互たがいのことを毛け嫌ぎらいしている連中は少なからず存在する。『魔女王六星』が統治しているからこそ、世界はバランスを保っていられるんだ。

　もちろん、『時の魔女王の血筋』に生まれてしまったせいで早希さんが苦しんできたことは知っている。名前を奪われ、住む場所を奪われた早希さんに、魔女王を恨むなと言う方がどうかしている。

　それでも、早希さんの願いはあまりにも自分勝手に思えた。

「早希さん……その願いは……」

　早希さんはおもむろにベッドに上がると、壁の方を向いて僕に背中を見せた。

「進也さん、これを見ていただけますか？」

　早希さんが着ていたブレザーがパサリと下に落ちる。唖あ然ぜんとしている間に、そのままシャツと下着も同じように脱ぬぎ捨すてられた。

「早希さん……何を――え？」

　早希さんは壁の方を向いたまま、片腕で胸を隠かくし、悲しそうな瞳ひとみでこちらを一いち瞥べつした。

「すいません。こんな見苦しいものを見せてしまって……」

　火傷やけどだった。

　ちょうど早希さんの左ひだり肩かたの後ろ、背中に差しかかった辺りに大きな火傷のあとがある。まるで星のように模かたどられてはいるが、節々は歪いびつに隆起し、それが正常ではないことを表していた。

「早希さん……それは……」

「知っていますか、進也さん。『魔女王の血筋』として生まれた魔女には、必ず体のどこかに六ろく芒ぼう星せいの紋が浮かび上あがるんです」

「……まさか」

　そして、早希さんは言った。

「私は名前を奪われ、家を追われたあげく、体に浮かんだ六芒星の紋を消すために、背中を焼かれたんです」

　眩暈めまいのような、立ちくらみのような揺ゆらぎが僕を襲った。漠ばく然ぜんと信じていたものが、ガラガラと音を立てて壊こわれていく。

　許されていいのか。こんなことが、平然とまかり通っていいのか。

「すいません、進也さん。ほんとはもっと早く自分の願いを打ち明けたかったんですが、この火傷のあとを見せる勇気が持てませんでした」

　早希さんは、腕で胸を隠したままこちらに向き直り、毅き然ぜんとして言い放った。

「きっと、私のように、いえ、私以上に『魔女王六星』のせいで苦しい思いをしている人はたくさんいるはずです。だから私は、そんな人たちを救うため、『魔女王六星』を失墜させなければいけないんです」

　僕には早希さんがやろうとしていることが正しいのかどうかはわからなかったが、一つだけ疑念が生まれた。

　この世界は間ま違ちがっているかもしれないという、漠然とした疑念が。







　翌日、街が夕焼け色に染まった頃、僕と早希さんは桜さくら丘おか高校の近くを流れる大きな川の河川敷にブルームを停車させた。

　周りに人通りは少なく、時折部活帰りと思われる生徒が数人横を通り過ぎた。

　昨日早希さんが告白したことが頭から離れなかったけれど、今はこれから行われるレースに集中しなければならず、僕は気合を入れるために両手で自分の頬ほおを叩いた。

　後ろに座っている早希さんも、どこか伏ふし目めがちで元気がない。

「もうそろそろ約束の時間だけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……はい」

「早希さん、もしかしてあんまり乗り気じゃないんじゃないか？」

「えっ!?　そんなことは……」

　そうやって取り繕おうとした早希さんは、軽く首を横に振ってから淡たん々たんと述べた。

「いえ、本当は進也さんの言う通りです。前にも話しましたが、中学生の頃、まともにパートナーになってくれたのは轟さんだけだったんです。そんな彼かの女じよと競い合うというのは、ほんの少しだけ引け目を感じます」

「だったら、勝負なんてせずに出場権を渡わたして穏便に済ませたい、とか考えてる？」

　早希さんは一いつ瞬しゆんの間も置かずに、それまでとは打って変わって口調を強めた。

「まさか。そんな気は微み塵じんもありません。私には、叶えなければいけない願いがあるんです。そのためなら、たとえ旧友であろうとも踏ふみ越えねばなりません」

　早希さんが叶えなければいけない願い。『魔女王六星』から全ての魔力を消し去ること。

　昨日見た火傷のあとが脳のう裏りにチラつくが、頭を振って考えないように心がけた。

　今は他のことを考えるな。集中しろ。こんなところで負けるわけにはいかないんだ。特に、轟さんだけには負けたくない。

　視界の端はし。遠方にある鉄橋を越え、一台のブルームが猛スピードでこちらに向かってきた。ブルームは僕たちの上空で乱暴に車体を半回転させて停止すると、そのまま眼前に降り立った。

　黄色を基調とした機体で、その側面には路地裏の落書きのように、スプレーで『キャンディ・キャンディ』という機体名と、ルーン文字が描かかれている。

　速度重視の『アルミラージ・フォルム』で、前席では轟さんがハンドルを握にぎっており、その後ろには魔女の帽ぼう子しを深々と被かぶった小柄な少女が座っていた。

　魔女が被っている帽子は一見何の変哲もないように見えるが、れっきとした魔具であり、ブルームに乗車している間は視界を遮さえぎらないよう、装着している本人の目には透けているように映る。無論、風で飛んでいったりもしない。ブルームに乗る時くらい脱げばいいじゃないかと思うが、公式レースでは伝統を重んじ、魔女の帽子はユニフォームとして指定されている。

　見覚えのない制服を着ていて、少女が桜丘高校でも、ましてや如月高校の関係者でもないことが窺うかがい知れた。

　少女は帽子のツバを撫でると、口の端を三日月のようににんまりと上げた。

「キシシ！　今日の獲物はお前らか。なるほどなるほど。壊しがいのある良い目をしてやがるぜ！」

　少女の魔女帽に取り付けられた特とく徴ちよう的てきなドクロのバッジ。そこから伸のびる刺々しいまでの真っ赤な毛もう髪はつ。そして何より、不気味に微ほほ笑えんだ口元。

　僕ぼくは、その少女に見覚えがあった。

「君はたしか……小お山さ内ないモコ」

　後席に座っていた早希さんが疑問を呈ていした。

「進也さん、お知り合いですか？」

「……知り合いというわけじゃないけど、昔何度かレースで競ったことがある。そうか……。復帰していたのか」

「復帰？」

「あぁ。小山内さんは昔、ルールを破ってブルームレース協会から活動停止をくらったんだ」

「ルールを破って？　どういうことですか？」

「通常ブルームは、搭とう乗じよう者しやの身に一定以上の危険が迫ったら、ベルトの『搭乗者生命維い持じ機構』が働くと同時に、自動的に近くの安全な場所に停車するようになっている。……小山内さんは、その機体目がけて追撃をしかけたんだ。それも何度も、何度も。もちろんそんなことをしても搭乗者には傷一つ負わせられないし、コース自体にも保護魔法が施ほどこしてあるからなんともない。だけど、保護魔法が効かないブルーム本体だけは、修理不可能な状態まで破壊されてしまった」

「そんな！　どうしてそんな酷ひどいことを！　それにそんなことをしていたらレースに勝てないじゃないですか！」

「そうだ。彼女の目的はレースで勝利することじゃない。敵のブルームを徹底的に破壊することこそが、小山内さんの目的なんだ」

「破壊することが目的……そんな人がいるなんて……」

　小山内さんは鋭するどく尖とがった歯を、ガシガシと威嚇するように噛み合わせた。

「キシシ！　誰だか知らねぇがオレのことをよくわかってるじゃねぇか。そうさ。オレの目的は破壊だ！　敵のブルームを！　敵の想おもいを！　敵の自尊心を！　粉々にぶち壊す！　この『爆裂の魔女』、小山内モコ様がよぉ！　キシシ！」

　突とつ出しゆつした魔法を持つ魔女には、ブルームレース協会から二つ名が与あたえられる。小山内さんは素行に問題はあるが、非常に強力な破壊系魔法を自在に扱え、『爆裂の魔女』という二つ名を与えられている。

　一対一で相手をするにはあまりにも分が悪い。

「というかその制服、小山内さんうちの学校の生徒じゃないだろ」

「心配ねぇさ。搭乗者のうち一人でもエントリー資格を持ってたら『大如月祭』には出場できるからなぁ」

「……そもそも、君は公式戦専門じゃなかったか？　『大如月祭』は如月高校主催の祭りだぞ」

「キシシ！　それは違ちがうな。オレは公式戦を選んでたんじゃねぇ。真しん剣けんな奴やつらが集まるレースを選んでただけだ。それでなぁ、そいつらの自慢のブルームをぶっ壊してやるのが大好きなんだよ！　『大如月祭』は非公式でも名の通ったレースだ。優勝すればプロへの切符が手に入る。本気で挑いどむ奴も多いだろうさ。そう。今のお前らのようにな！　キシシ！　お前ら、知ってるか？　目の前で自慢のブルームが壊されていくのを、ただ見ていることしかできない奴らの顔を！　自分たちの無力さに打ちひしがれ、やめてと叫さけぶことしかできない哀れな顔を！　見物だぞ！　あんな楽しい娯ご楽らくは他にねぇ！」

　ブルームには、外装から計器の針に至るまで、全ての部分にドライバーの情熱が惜しみなく注ぎ込まれている。無論、レース中に相手の魔法や接触などで壊れることは多々ある。だが、だからといってブルームを壊すこと自体を目的としている小山内さんを容認するなど到底できはしない。

　小山内さんと一緒のレースに出た後はいつも、跡形もなく破壊されたブルームの破片を胸に抱だいて顔を俯けるドライバーたちの姿があった。

　それまで黙って『キャンディ・キャンディ』の前席に座っていた轟さんは、大きな欠伸あくびをこしらえた。

「つーかさぁ。さっさと始めない？　ウチこの後見たいテレビあるんだよねぇ」

　早希さんが少し緊張気味に聞いた。

「あ、あの、轟さんはどうして『大如月祭』に出たいんですか？」

「はぁ？　そんなの決まってるじゃん。あれってさぁ、三位までに入ると賞金貰えんでしょ？　ウチマジ金欠だからさぁ。ぱぱっと行って稼かせいじゃおうかなぁって感じ？」

「賞金目当て……ですか」

「なになにぃ？　もしかして、そんな汚きたない理由でレースに出るなんて許せません、とでも言うつもり？　早希のそういうとこマジないわ～」

「いえ。それも立派な理由だと思います。ただ、私たちも負けるわけにはいきませんので」

「……はぁ？　なにそれ？　そういうのマジウザいんだけど」

　座席に座りなおした轟さんは、すぐさまブルームを浮上させた。

「つーかさぁ！　さっさと始めてくれる？　マジ時間ないから」

「キシシ！　お前らのブルームも粉々にしてやるぜ！」

　この前カエデの店で買っておいたリングライターを作動させると、金色の煙けむりが飛び出し、空中にリングを作りながら川の方へ飛んでいった。

　ブルームを浮上させ、頭上に構えたスタートリングのすぐ手前で機体を止める。

「リングの数はスタートリングとゴールリングを合わせて一二個に設定してある。文句ないな？」

「キシシ！　結構結構！　どうせオレが『１』番リングを潜った瞬しゆん間かん、お前らのブルームをぶっ壊して終いだ！」

　スタートリングの上にカウントダウンの球体が五つ表示されると、ハンドルを握り締め、気持ちを落ち着けるようにゆっくり息を吸い込んだ。

「進也さん」

　不意に早希さんに名前を呼ばれたが、もう間もなくカウントダウンが終しゆう了りようするので後ろは振り返らずに耳だけを傾かたむけた。

「このレース、負けられません」

　そうだ。ここで負ければ、僕らは『大如月祭』での優勝はおろか、参戦することさえできなくなってしまうのだ。

　負けるわけにはいかない。

　球体が全てなくなると同時に、アクセルを目め一いつ杯ぱい踏ふみ込んでスタートリングを潜る。同時に、眼前に出現した矢印を頼たよりに『１』番リングを目で探した。

「三時の方向！　鉄橋の真下にリングがあります！」

　早希さんの声を信じ、リングの姿を目視する前にすかさず車体を右へ傾ける。僅わずかに遅おくれて『キャンディ・キャンディ』も右に進路をとるが、カーブで無む駄だに大きく弧こを描き、『１』番リングを潜る前から結構な距きよ離りが開いた。

　地面スレスレを直線状に進むと、冬の凍いてつく寒さで指が引きはがされそうになった。一度ハンドルを握り直し、徐じよ々じよにアクセルを踏み込んでいく。

『１』番リングをそのまま通過すると、『２』番リングはほぼ直線状にあるワンドの真上に浮かんでおり、さらにその延長線上、川を挟はさんだ対岸に『３』番リングがあるのを確かく認にんした。

「進也さん、『キャンディ・キャンディ』も『１』番リングを潜りました。魔法を警けい戒かいしてください」

「いや、大丈夫だ。『爆裂の魔女』は後方にしか攻こう撃げきできない。前にいる限り安全だ」

「ならこのまま一気に引き離しましょう。轟さんの操縦技術より、圧あつ倒とう的てきに進也さんの方が勝っています。『爆裂の魔女』が後ろしか攻撃できないのなら、余よ程ほどのことがなければ追いつかれません」

　たしかに最初のカーブを見た限り、轟さんの操縦には無駄が多い。あんなに大きく曲がってしまったのは、速度重視で機動性に欠ける『アルミラージ・フォルム』のせいもあるが、それを少しも軽減できていない原因はやはり轟さんの力不足だ。

　だが、今現在『２』、『３』番リングが直線状に並んでしまっている。この配置は非常にまずい。

「キシシ！　追いついたぜお二人さん！」

　信じられない物でも見るように、早希さんは突如並走し始めた『キャンディ・キャンディ』を睨みつけた。

「そんなっ!?　こんなに早く!?」

　隣となりを走る『キャンディ・キャンディ』を一瞥すると、その後方から凄まじい勢いで魔ま力りよく光こうが噴射されているのがわかった。

『爆裂の魔女』と称しようされる小山内モコは、他ほかの魔女と比べて魔力量がかなり少ない。ゆえに長ちよう距きよ離り戦せんであれば魔力の温存なども視野に入れなければいけないが、今回のような短距離戦だと最初からフルスロットルで飛ばしてもおつりがくるくらいだろう。

　早希さんの中には途方もない量の魔力が眠ねむっているらしいが、上手うまく魔力をコントロールできない早希さんには、瞬発的に魔力を高めるということができない。一度でも魔力を全開にすれば、それ以降のレース中は常にブースト状態のように加速し続け、制御することが難しくなる。短距離戦とはいえ、今後のリング配置が把は握あくできていない現状で魔力を解放するのは早計だ。

　一時的な加速であれば、コアに蓄積されている分の魔力を消費すれば可能だが、長くは続かないし、下手をすればガス欠を起こして走行自体困難になる危険性がある。

『２』番リングを潜り、対岸にある『３』番リングに向かって川のすぐ上を飛行すると、風圧で吸い上げられた水が後ろへ飛び散っていった。

　徐々に『キャンディ・キャンディ』が前へ出ると、轟さんはニタニタとあざ笑うようにこちらを見下した。

「は～い。じゃあ、ここからは絶望ターイム！」

『キャンディ・キャンディ』がすぐ眼前に陣じん取どり、小山内さんはブルームの上に立ち上がった。

　腰に巻いている魔防ベルトには、搭乗者をブルームに吸着させる魔法も込められているため、練習を積めば走行中のブルームの上で立つことも難しくはない。

「最高の配置だ、轟！　オレの魔法は勝利のための魔法じゃない。弱者に絶望を与えるための魔法だ！　キシシ！　食らえ、『ヘドロボム』！」

　小山内さんがこちらに向けて突つき出だした手のひらから、ウネウネと紫むらさき色いろをした泥状の物体が生み出され、ポン、と放物線を描いてこちらに飛んできた。

　急いでハンドルを左に切ると、左さ翼よくの先せん端たんが川の水面を捉え、衝しよう撃げきで僅かに機体が振動した。飛んで来た泥状の物体は進路を変えることなく、そのままポチャンと川に落ちた。

　次の瞬間、強烈な破裂音がすぐ後方から鳴り響ひびいた。意図せず機体が左方へ流れ、それを食い止めるために体重を目め一いつ杯ぱい右に寄せる。

「し、進也さん！　今のはいったい！」

「『爆裂の魔女』は起爆性の物質を自在に扱あつかうことができる。さっきのは『爆裂の魔女』の常套手段、『ヘドロボム』だ。後方に向かって放たれた粘着性のあるヘドロが、万が一機体に貼り付きでもしたら、良くて外装一枚、最悪一いち撃げきで走行不能のダメージを負わされる危険性すらある。しかも発動に必要なインターバルはたったの一〇秒っていうんだから、さすが二つ名を持っているだけのことはある」

　前方を行く小山内さんはグルグルと肩かたを回しながら言った。

「オレのことよく調べてるじゃねぇか！　好きだぜ、勤勉な奴はよぉ」

「勤勉も何も、昔何度か同じレースに出場したことがあるからな」

「ん～？　そうだったかぁ？　キシシ。悪いなぁ。ドライバーの顔なんざいちいち覚えちゃいねぇよ。ブルームレースの主役はオレたち魔女様だからなぁ。おっと。だが轟、お前は良い仕事してるぜ。なんたって素す直なおにオレの言う通りにブルームを操縦してくれるんだからなぁ」

　轟さんが「そりゃどーも」と手を振ると、『キャンディ・キャンディ』はそのまま真まっ直すぐ『３』番リングを潜くぐり抜ぬけた。その後に続こうとすると、すかさず小山内さんが反応する。

「させるか！」

　今度は魔法名を言わず、即そく座ざに『ヘドロボム』を『３』番リングの中央にねじ込んできた。

　リングの幅は約五メートル。僕らが乗っている『赤せき雷らい』の横よこ幅はばは最長で三メートル。リングの中央には高火力の『ヘドロボム』。魔法で完全にリングを塞ぐ行為は禁止されているが、リングを潜る瞬間を魔法で攻撃してはいけないという決まりはない。

　あえてリングミスを選んで回かい避ひ行動をとるのは容易だ。だが、ここでリングミスをするということは、不利な場所にあるリングを捨てられる回数が減るということ。短距離戦において、それは致ち命めい的てきだ。

『赤雷』を大きく傾け、ちょうど右翼が空を指すように機体を真横に倒たおした。緩やかな弧を描いて放出された『ヘドロボム』を避よけるためには、『ヘドロボム』の上下ではなく、左右に避ける方が賢けん明めいだ。

『赤雷』の底付近をギリギリの位置で『ヘドロボム』が通過し、そのままなんとかリング内を通過して『キャンディ・キャンディ』のすぐ後を追いかける。

「今のを避けるなんてやるじゃねぇか！　だが残念だったなぁ！　お前らはまだオレの射程範はん囲いから抜け出せてねぇぞ！」

　次の『４』番、『５』番、『６』番リングは鉄橋の上をなぞるように配置されており、それぞれ大きく間隔を設けて右、左、右と交互に並べられていた。全てをスムーズに潜るにはＳ字を描くように曲がらなければいけない。

　機動性に欠ける敵の『アルミラージ・フォルム』は必ずこの連続カーブで減速する。抜かすなら今だ。

　アクセルを踏み込み、機体を左右に揺らして『ヘドロボム』の狙いを狂わせながら距離を詰つめる。

「キシシ！　そんなことしたって無駄だ！」

　この状じよう況きよう下かで『爆裂の魔女』が使用する魔法はおそらく『パウダーウォール』だ。壁かべのように敷き詰めた起爆性の粉を後方に展開させ、そこに突っ込んできた後続車に致命的なダメージを負わせるものだ。あれは先ほどの『ヘドロボム』のように放物線を描いて飛んでくるようなことはなく、ほとんどその場にとどまるように生成される。横幅も二メートル程ほどが限界で、事前にわかってさえいれば避けることは可能だ。『パウダーウォール』のインターバルは約三〇秒。その隙すきに『キャンディ・キャンディ』の前に出ることができれば、このＳ字カーブで一気に距離を取れる。

　小山内さんは不気味に微笑むと、勢い良く手を横一線になぎ払った。

「立ち塞がれ！　『パウダーウォール』！」

　やはり『パウダーウォール』か。よし。ここは一いつ旦たん減速して……。

　な……。

　小山内さんが繰り出した魔法は僕が予想した通り、後方へ起爆性の粉の壁を作り出す『パウダーウォール』だった。だが、問題はその大きさだ。

　横幅はゆうに五メートルを超えている。

「キシシ。人間ってのはなぁ。成長を惜しまない生き物なのさぁ」

　横幅が二メートルであれば減速して回避することができたが、この大きさではまず避けられない。上下左右、どこに回避しても前方に立ちはだかる『パウダーウォール』にぶつかってしまう。

　考えろ、考えろ！　この状況を打開する方法を！

　その時、『パウダーウォール』の下辺が鉄橋をわずかにかすめているのがわかった。そしてすぐに、それが意図する『パウダーウォール』の性質を考察した。

「早希さん！　今だ！　全ての魔力を解放しろ！」

　早希さんは一瞬の躊ちゆう躇ちよも見せず、ただ僕の言葉を信じて、今まで制御していた魔力の箍たがを解き放った。

　魔力残量が飛躍的に上じよう昇しようし、少ししかアクセルを踏んでいないのに機体全体が空気との摩擦でビリビリと震ふるえるほどの急加速が襲った。魔ま力りよく噴ふん射しや口こうから放たれる魔力光は、真しん紅くの輝かがやきを後方へ伸ばす。

　言うことを聞かなくなったハンドルを必死に握り締め、そのまま一気に『パウダーウォール』へ突っ込んだ。

　全速力で突っ込まれた『パウダーウォール』は、『赤雷』の周りを包み込むようにしてグニャリと大きく歪んだ。早希さんが魔力を解放したおかげで、ほんの一瞬で『キャンディ・キャンディ』との距離を詰めると、僕の考えた通り『パウダーウォール』は爆発しなかった。

　すれ違いざま、小山内さんは悔くやしそうに歯を食いしばり、怒ど声せいを張った。

「てめぇ、『パウダーウォール』の弱点を知ってやがったのか！　くそっ！　待ちやがれ！」

　高速度に達してしまった『赤雷』の操縦は困難を喫し、なんとか『４』番リングを潜りはしたが、反対方向にあった『５』番リングはおろか、直線状に位置していた『６』番リングまで落としてしまった。『パウダーウォール』の弱点を突くには速度を上げることが必須だったとはいえ、この二回のリングミスは大きな痛手だ。

『キャンディ・キャンディ』は反対方向にあった『５』番リングだけを見捨てて追走してくる。

　この時点で『赤雷』のリングライトは残り一つ、『キャンディ・キャンディ』のリングライトは残り二つとなった。リングライトは全すべて消灯した時点で敗北となる。

『７』番リングは緩やかにカーブした川の下流、一キロメートル程ほど離はなれた鉄橋の真下にあった。コアのオーバーヒートを防ぐため、アクセルを全開にしてそちらに向かって進路をとった。

　早希さんは不思議そうに声を上げる。

「進也さん！　さっきの『パウダーウォール』という魔法はただの目くらましだったんでしょうか？」

「いや、違う。『爆裂の魔女』の魔法の根幹は破は壊かいだ。さっきの『パウダーウォール』も『ヘドロボム』と同等以上の攻こう撃げき力りよくを秘めている」

「なら、どうして爆発しなかったんでしょう？」

「『ヘドロボム』は何かに触ふれた瞬間、自動的に爆発する仕組みになっている。その証拠に川に落ちた瞬間すぐに爆発したけど、リングを潜る時、紙一重の距離に迫せまっても爆発しなかっただろう？　つまり、あれは小山内さんの意志で爆発させることはできないということだ。まぁ、それは昔何度か同じレースに出場したから知ってたんだけど。てっきり『パウダーウォール』も同じ仕組みだと思ってた。だけど、ついさっきそれは間違いだと気付いたんだ」

「ついさっき？」

「『パウダーウォール』の端が鉄橋に触れているのを見つけたんだ。もしも『ヘドロボム』と同じでどこかに触れた瞬間爆発するタイプであれば、あの時点で起爆していたはず。だけどその気配はなかった。だから、もしかすれば『パウダーウォール』爆破のタイミングは小山内さん自身が決めているんじゃないかと思ったんだよ。だからあえて速度を上げて『パウダーウォール』を『赤雷』の周りに纏まとわせながら『キャンディ・キャンディ』の真横を通ったんだ」

「なるほど。そこで起爆させれば小山内さんたちもただでは済まないから爆発させないと踏んだんですね」

「あぁ。予想が当たってくれて助かった」

「あの一瞬でそこまで考察できたなんて、すごいです進也さん！」

「喜ぶのはまだ早い。勝負はこれからだ」

「これから？　いくら『キャンディ・キャンディ』が速度に特化した『アルミラージ・フォルム』であっても、今の『赤雷』に付いて来られるとは思えません」

「いや。『爆裂の魔女』はまだ手を残している」

　視界の右端に、グングンと近付いてくる物体を捉とらえた。視線を向けると、『爆裂の魔女』が不気味な笑えみを浮かべていた。

「キシシ！　なかなか速ぇじゃねぇか。今まで魔力温存してやがったなクソ野郎」

　早希さんはゴクリと唾を飲み込んで『キャンディ・キャンディ』を見上げた。

「まさか、この速度に追いつけるなんて……」

「これはオレのとっておきの魔法『ペインブースト』。魔力噴射口の内部で小規模な爆発を起こし続けることにより、その推進力でブルームの速度を飛躍的に高めることができる。だが長時間連続使用すると自分のブルームがぶっ壊れる、まさに諸刃の剣だ。キシシ。それでもお前らの方がまだ速ぇみてぇだな。まったく恐れ入るぜ」

　それまで並走していた『キャンディ・キャンディ』は、徐々に速度を落とし始めた。

「進也さん、このまま逃げ切れそうです！」

「いや、無理だ。必ずもう一度前をとられる」

「どうしてそんな――」

　遅れ始めた『キャンディ・キャンディ』はそのまま進路を右に逸そらし、遠ざかっていった。

「轟さんたちが離はなれていきました……これはいったい」

「さっき僕は『５』番と『６』番リングを落としてしまったんだ。向こうは距離を縮めるため『５』番のリングを一つ見捨てた。つまり、相手はまだ後一回だけリングミスができる状態なんだ」

「そんな……」

　鉄橋の下にあった『７』番リングを潜ると、このまま川を下ったところにある橋の真下に次の『８』番リングを見つけた。

　そこへ、待ってましたと言わんばかりに上空から『キャンディ・キャンディ』が現れ、すぐさま進路を塞がれてしまった。

「キシシ！　さぁ！　最終対決の時間だぜ！」

　また『パウダーウォール』を放たれた場合を考こう慮りよし、速度を落として追走する。そのせいで堰せきを切って流れてくる早希さんの魔力がコアに溜たまり続け、魔力残量は一二〇パーセントまで跳ね上がってしまった。

「進也さん！　もっと速度を上げないとコアが持ちません！　それか『三さん秒びよう視し』を使って少しでも魔力を消費しましょう！」

「だめだ！　『三秒視』を使うとどうしても反応がワンテンポ遅れてしまう！　今使えば致命的なダメージに繋がりかねない！」

　先を走る『キャンディ・キャンディ』の魔力噴射口から黒い煙が上がり始め、機体が僅かに水面をこすると、小山内さんは苦虫を噛み潰したような表情を浮かべた。

「『ペインブースト』のダメージが残ってやがるな。まぁ、なに。さっさと終わらせれば問題ない。出でよ！　『爆裂球』！　こいつらを木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばせぇ！」

　上空に現れたのは直径八メートルはあろうかという巨きよ大だいな球体だった。表面に一いつ切さいの凹凸はなく、所々艶が滲にじみ出ている。昔一度だけ『爆裂球』を見たことはあったが、その時は直径一メートルが限度だった。

　このたった数年での成長率には、正直恐きよう怖ふすら覚えた。

　眼前に迫りくる『爆裂球』の大きさから、生じる衝撃波の規模を予測すると、どうやっても致命傷は避けられない。

　だが、『爆裂の魔女』は致命的なミスを犯おかしていた。

　上空から落下してきた『爆裂球』が水面に触れた直後、空間をねじ曲げるような衝撃がそこら中に轟とどろいた。川の氾濫を想定して河川敷に施されていた保護魔法が作動し、歩行者の身の周りに半はん透とう明めいの黄色い魔法壁を作り出した。『爆裂球』から発生した衝撃が魔法壁にぶつかると、波紋が広がるように振動して威い力りよくを霧散させた。

　衝撃は河川敷だけでは留まらず、その向こうに広がる民家の保護魔法まで次々と発動させていく。

　遅れて、川の水が洪水のように河川敷へ降り注ごうとしたが、川を囲むように出現した魔法壁にぶつかってすぐに沈静化した。

　その様子を小山内さんは忌いま々いましそうに睨みつけた。

「チッ。相変わらず保護魔法っていうのは野暮なことしやがるぜ。全部ぶっ壊れればスッキリするのによぉ」

　前席に乗っていた轟さんが後方を振ふり返かえって嘆きの声を上げた。

「っていうか、『キャンディ・キャンディ』の後ろ吹っ飛んでるじゃん！　全然速度上がんないんだけど！」

「ん？　おぉ。ほんとだ。ちゃんとこっちには衝撃が来ないように調節したつもりだったんだけどなぁ」

「全然調節できてないから！　マジありえないから！」

『キャンディ・キャンディ』はフラフラと水面をなぞりながら速度を落とし始めた。

「まぁ、構わねぇだろ。『赤雷』はぶっ潰したんだ。このままゆっくりゴールしようや」

「はぁ……。修理費割り勘だかんね。……ていうか、早希大丈夫かな。ブルームに乗ってたら怪け我がしないんだよね……」

「あ、私なら大丈夫ですよ」

「……は？」

　早希さんの返答で、『キャンディ・キャンディ』に乗っていた二人はようやく、頭上を飛んでいた僕らの姿を捉えた。全身ボトボトに濡れ、機体の外装は何枚か剥がれてしまっていたけど……。

　小山内さんたちがこちらに気付いていなかったので、その間に『三秒視』を使用して余った魔力は消費できた。

　小山内さんは目を見開き、

「んなっ!?　お前ら、どうしてそんなところに！　吹き飛んだんじゃねぇのかよ！　つーかその水……まさか！」

「そう。川に潜ってやり過ごしたんだ。『爆裂球』の衝撃はほとんど水が吸収してくれたよ。まぁ、多少外装は剥がれたけどな……。残念だったな『爆裂の魔ま女じよ』。『ペインブースト』のせいで機体が損傷して焦ったのか？　もう少し場所を考えて放てば、きっと僕らはやられていたよ」

　轟さんはふらつく機体をなんとか真っ直ぐ飛ばしていた。

「モコ！　もう一回『爆裂球』撃つしかないっしょ！」

「……無理だ。あの大おお技わざはインターバルが一分もある。それに、もう『爆裂球』を出せるほど魔力は残ってねぇ」

「このままじゃ負けるってことじゃん！」

「……くそ。こんなところで」

　一時は『三秒視』で消費した魔力も、すでにほぼ満タンまで溜まっていた。急いでアクセルを目一杯踏み込み、コアに蓄積された魔力を消費していく。

『８』番リングを潜ると、『９』、『１０』、『Ｇ』のリングはそれぞれ空中に直線状で並んでいた。

「やりましたね進也さん。この並びならリングミスの危険もありません」

「あぁ。でもギリギリだった。さすが『爆裂の魔女』。一対一では二度とやりたくない相手だ」

　続いて『９』、『１０』番リングを潜り、最後に『Ｇ』のリングだけを残した時、思いがけず声が聞こえてきた。

「こんなところで、お披露目したくなかったぜ」

　声の主は『爆裂の魔女』だった。失速した『キャンディ・キャンディ』で追いかけてきたのか、『９』番リングの手前を飛行している。そして、手で銃の形を作ってこちらに向けて構えていた。

「『ワンショットキル』！」

　魔法名を宣言すると同時に、伸ばした指先に魔ま法ほう陣じんが発生し、その中央から弾丸の形をした物体が猛スピードで放出された。

　懸念すべきだった。

　ここまで成長した『爆裂の魔女』が、前方に放てる魔法を習得している可能性を。

　距離と速度を考慮すると、最小限の回避行動をとる時間しかない。そのためには、弾丸の行方を正確に把握する必要がある。ブルームの心臓部であるコアか、それとも『搭乗者生命維持機構』を発動させるために僕か早希さんを狙ねらったのか。

　回避行動を誤れば、確実に負ける！

「『三秒視』！」

　その時、僕はたしかに早希さんの声を聞いた。

　直後、視界が真っ赤に染まり、脳が揺ゆれ、風景から現実感が切り離されたような感覚に陥おちいった。

　まるで壊こわれたテレビでも見ているかのようだ。

　これまでの『三秒視』とはまったく異なり、僕自身に未来を見ているという実感がわきあがった。

　心臓が血液を送り出し、この瞬間を刮かつ目もくせよと訴える。

　小山内さんの指先から撃ち出された弾丸は、煙を纏まとって回転しながらこちらに猛スピードで迫ってくる。そして『赤雷』の後部座席の真後ろ、ブルームの最重要部位、『魔力出力コア』をまっすぐ撃ち抜いた。機体は操縦が効かなくなり、緩やかに失速していく。

　不意に景色が赤から元の色に戻もどった。

　いつもはここで一いつ瞬しゆん体が硬こう直ちよくしてしまい、ワンテンポの遅れを生じさせる。だが、何故なぜだか今回に限ってはその現象が起きなかった。

　すぐさま魔力噴射口を下方に向け、アクセルを踏ふみ込んだ。すると、ブルームの後部全体が上方へ跳ね、『魔力出力コア』の位置が未来の景色とわずかにずれ動いた。そこへ飛んで来た弾丸は『赤雷』後部を貫通はしたが、先ほど見た未来のように直ちに操縦に影えい響きようするほどの衝撃は起こらなかった。弾丸はコアには当たらず、いくつかの配線を破壊しただけに終わったのだ。

　遠目で小山内さんが愕がく然ぜんとしているのがわかった。

「まさか……コアの位置をずらした……だと？　ありえねぇ。どうしてオレがコアを狙うとわかったんだ」

　轟さんは操縦席で感心するように漏もらした。

「ドライバーの力量次し第だいで強力な武器になる……か。良かったじゃん、早希。良いパートナー見つかってさ」

「あぁ？　なんか言ったか？　つーかなんでそんな嬉しそうな顔してんだよ」

「……べ、別に。嬉しそうな顔なんてしてないっつーの！」

　こうして、僕らは何とか『Ｇ』リングを潜り、『大如月祭』への参加権を獲かく得とくした。







　レース後。満身創そう痍いの『赤雷』と『キャンディ・キャンディ』は河川敷に並んで停車していた。

「キシシ！　まぁいい。今回はオレたちの負けだ。ここは大人しく引いてやるよ。それとお前」

　突とつ然ぜん指を差され、僕は首を傾かしげた。

「えっと……？」

「名前を教えろ」

「……進也。明日あした葉ば進也」

「進也か。キシシ。なかなか良い腕うでだったぜ。いつかオレがこの手でぶっ潰してやる！」

「は、はぁ……」

「キシシ！　さぁ、帰るぞ轟。さっさとこのポンコツ修理して次の試合に備えるぞ」

「ちょっと、モコ。修理費割り勘だかんね！」

　去り際、轟さんが早希さんの耳元で何かを囁くと、早希さんは顔を耳まで真っ赤に染めて珍しく怒おこっているようだった。

「と、轟さん！　私たちはそういう関係じゃありません！」

「誤ご魔ま化かさなくてもいいって。じゃあね、早希。頑がん張ばりなよ」

「……もうっ」

　早希さんは不満そうだったが、それでも二人を見送る目は晴れ晴れとしたものだった。

「早希さん、聞きたいんだけど。あの時、『三秒視』で見た未来の景色がいつもと全然違ったんだ。なんか、全体的に真っ赤に染まってて、まるでテレビでも見てるみたいに現実感がなかった。いつも必ずあった体が硬直する現象も起きなかったし。あれってどういうことなんだ？」

「いつもと違っていた……？　う～ん。魔法の中には『耐性』を持てるものが存在しているんですが、もしかしたら私の『三秒視』もその一つだったのかもしれません」

「耐性？」

「はい。例えば氷系の魔法を扱う魔女は自分の氷でこごえませんよね？　同じように電気系の魔法を扱う魔女も自分の電気では感電しません。ですが、彼かの女じよたちは生まれた時から自分の魔法に耐性があったわけじゃないんです。魔法を繰くり返し使用することで、徐々に体に耐性を付けていくことができるんです。その耐性が強ければ強いほど、強力な魔法が使えると思っていいでしょう。小山内さんはすごく高い耐性を持っているようでしたけど、爆発という拡散攻撃型魔法の性質上、轟さんやブルームへのダメージを常に考慮していましたね」

「なるほど。つまり、早希さんの魔法に対する僕ぼくの耐性が上がったってことか？」

「だと思います。私自身、『三秒視』をここまで完かん璧ぺきに扱える人と出会ったのは初めてで、少し戸と惑まどっています」

「僕に『三秒視』の耐性ができてきていると思ったから、あの時魔法を使ったんじゃないのか？」

「いえ。あの時は無我夢中で、ただ漠ばく然ぜんと、進也さんを信じて魔法を使いました」

　いつからか、早希さんの声は少し震えていた。

「進也さん」

「ん？」

「ありがとうございます。私の魔法を……できそこないと言われた私の魔法を、使いこなしてくれて」

「……お互たがい様だ」

「お互い様？」

「ありがとう。僕を、この世界に連れ戻してくれて」

　その日の滲んだ夕焼けを、僕は決して忘れないだろう。

　凄まじい速さでブルームの一団が上空を抜き去さって行ったのは、その時だった。よく周りを見み渡わたすと、一団が向かった先には番号が振られたリングが浮かび上がっていた。

「ブルームレースだ……。それに皆みな、如月高校の制服を着てる」

　以前、蘭らん奈なが留守電でぼやいていたのを思い出した。如月高校では、『大如月祭』の出場者を選ぶために予選が行われると。

　先ほど上空を突っ切って行った先頭集団に、後方から伸のびてきた黒々とした熱線が襲おそいかかる。遅れて、凄まじい暴風が吹きこみ、視界を覆おおいつくすように砂さ塵じんが舞った。衝撃を感じる直前、河川敷に組み込まれた保護魔法が僕と早希さんの体を守ってくれたおかげで、何とかその場に立っていられた。

　そして、さっきまで上空を飛行していたブルームの集団は、一台残らず全て墜つい落らくしてしまった。

　僕は、その魔法を知っていた。

　カタカタと、何かがぶつかる音がする。

　目の前で一台のブルームが静止した。外装を黒で統一した『エアリアル・フォルム』。全体的に刺々しく、攻撃的なデザイン。独自に改造を施された魔力噴射口は一いつ般ぱん的てきな機体よりも一回り大きく、外がい壁へきには『黒こく天てん』と刻まれている。

「あれ!?　もしかして進也!?」

　夕日の中に、『黒天』の後部座席から顔を覗のぞかせた蘭奈の姿があった。

「もしかして応援しに来てくれたの!?　じゃあ、今の見てくれた!?　すごいでしょ！　あたし前よりずっと魔法の威力が上がったの！　どんな敵でも一撃で倒せるの！」

　カタカタと、何かがぶつかる音がする。

　数台のブルームが『黒天』を追い抜いていくが、蘭奈は構わず続けた。

「ねぇ、進也。約束、覚えてるよね？　今度の『大如月祭』であたしが勝ったら、またパートナーになってくれるって」

『黒天』の運転席に目がいくと、そこには見覚えのある姿があった。

　ずっと気になっていた。

　どうして、蘭奈は僕に新しいパートナーができたことを知っていたのか。

「……カエデ？」

　カエデはこちらには一切関心を示さず、ただじっと前方を走るブルームを見つめていた。

　カタカタと、何かがぶつかる音がする。

　去り際、蘭奈は言った。

「じゃあね、進也。応援ありがとう。今度は『大如月祭』で一いつ緒しよに遊ぼうね」

　そして、先ほどから聞こえるカタカタという耳障りな音の正体が、震えてぶつかり合う自分の歯だということにようやく気が付いた。

　昔とは比べ物にならない威力の蘭奈の魔法を見せられて、刻まれたのは恐怖だった。

　忘れていたわけじゃない。蘭奈に勝ちたいと願ったあの日から、蘭奈の魔法に立ち向かわなければいけないとわかっていた。

　だけど、抗うことができない。目を背けることすら許されない。

　恐怖だけが、僕の中に広がっていく。

　勝ちたいなんて思わなければよかった。立ち向かいたいなんて考えなければよかった。

　笑われたっていい。惨めでもいい。

　もう……全部投げ出してしまおう。

　その日の滲んだ夕焼けを、僕は決して忘れないだろう。







最終章『それでも僕らは』







　ゲームセンター『イコイ』は僕にとってまさに憩いこいの場所だった。最近ではようやくクーラーの電源プラグが抜かれ、代わりに備わった暖房が心ここ地ちよい暖かさで室内を満たしている。

　画面内のキャラクターを操作し、次々と現れるＮＰＣに技を繰り出す。そうしてもう何度見たかわからないエンディングにたどり着くと、もう一度コインを投入して最初からやり直した。

「なぁ、キング！　外雪降ふってるぜ！　雪！」

　馴染みの子供たちが続々と外へ流れ出し、いつの間にか店内は僕一人だけになった。

　あれから一週間、僕は学校に行っていない。全てを投げ出してしまった、あの日から。

　早さ希きさんは、自分と同じように『魔女王六星』に苦しめられている人たちを救いたいという想おもいがある。

　僕は、これまで抱かかえてきた劣等感を、嫉しつ妬とを、絶望を拭ぬぐいさるために、蘭らん奈なに勝つと心に誓ちかった。

　誰だれも僕のことを見てくれていないと思っていた。実際、レースを見ていた視聴者や観客の記き憶おくには、僕の姿なんてほとんど残っていないだろう。

　それでも早希さんは違ちがった。僕のことを見つけて、僕が必要だと言ってくれた。

　だけど……僕は逃にげ出した。

　蘭奈の圧あつ倒とう的てきな魔法を目にして、挑ちよう戦せんすることを放ほう棄きした。

　このままではいけない。僕を必要としてくれた早希さんのもとに戻らなければ。

　そう思っても、刻まれた恐怖が足を止める。

　僕は、救いようのない臆病者だ。

【挑戦者出現！　一本勝負！】

　不意に画面の中にデカデカと文字が出現した。

　挑戦者？　まだ誰か残ってたのか？

　現実から目を背けるために、僕はまたコントローラーを手に取った。

　バランスの取れた主人公キャラを選んでしばらく待っていると、相手は特殊コマンドを用いたらしく、『ストリートキング２』の最強隠かくしキャラを選せん択たくしてきた。

「隠しキャラか。結構やり込んでる相手みたいだな」

　まぁ、僕が負けるわけないけど。

【勝負、開始！】

　速攻をしかけて相手を押おしつぶそうと考えていたが、敵の必殺技ゲージが開幕からすでに満タン状態だったため、すぐさま距きよ離りを取った。

「最強隠しキャラに必殺技ゲージフルの裏技って……。僕が言うのもなんだけど、この人友達少なそうだな」

　敵が必殺技の発動モーションに入った瞬しゆん間かんを狙い、遠距離攻こう撃げきで強制キャンセルを繰り返す。普ふ通つうならそのまま押し切れるが、最強隠しキャラの弱パンチが平均値の三倍の攻撃力を持っているため、残りＨＰは互角にまで押し迫った。

　やっぱりキャラの不利は否めないな。もう少しスピードのあるキャラを選んでおけば簡単に勝てたのに……。

　ふと、凍いてつくような横風が吹きこんできて顔をしかめた。どうやら外の雪で一ひと頻しきり遊んだ小学生集団が戻って来たらしい。

　早希さんは、今いま頃ごろどうしてるかな……。

　視線を戻すと、そこには無情の文字が表示されていた。

【敗北！】

「あ……」

　そして、落ち込む暇ひまもなく、対面の台から聞き覚えのある声が飛んでくる。

「余よ所そ見みなんてするから負けちゃうんですよ」

「え？」

　台の向こうから、早希さんがこちらを覗き込んでいた。今日は珍しく、魔女らしい黒い三角帽ぼう子しを被かぶっている。

　言葉に詰まり、視線が泳いだ。

「……えっと……久しぶり」

「何が久しぶり、ですか。学校にも来ないし、連れん絡らくもつかないからすっごく心配したんですよ」

「……ごめん」

　早希さんは、単刀直入にたずねた。

「ブルーム、降りるんですか？」

　何と答えていいのかわからなくて黙り込んでいると、早希さんは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんでこんなことを言った。

「進しん也やさん、ちょっと、私とデートしてくれませんか？」







　ちらほらと綿毛のような雪が降り続く中、連れてこられた場所は展望台へ延びる砂じや利り道みちだった。遠くに街の様子が見下ろせるようになっているが、今は雪のせいで全ぜん貌ぼうが掴めない。

　早希さんは手すりに手をかけると、ちょいちょいと真下を指差した。何事かと下を見ると、そこはあの日、僕が早希さんと初めて出会った下り坂だった。

「ここってあの場所だったんだ。というか早希さん、あの日こんなところで何してたんだ？」

「運命を、待っていたんです」

「……なにそれ？」

「知っての通り、私には姉のような占うらないの才能はありません。できるのはただ、半径三メートル以内にいる他人に三秒先の未来を見せることだけ。ですが、如月きさらぎ高校の寮で荷物をまとめていた時、なんとなくトランプで占いをしてみたんです。まぁ、ただの真似ごとです。そしたら、この場所で待っていると、パンをくわえた運命の人が『遅ち刻こく遅刻～』と叫さけんで側転しながらぶつかってくると出たんです」

「そんな不審者が運命の人だなんて泣けてくるな」

「ふふ。私も全然信じてませんでしたよ。……でも、ここで一人になると、急に涙なみだがこみ上げてきて、中々帰れなくなったんです。その時になってようやく実感したんです。私はどこにも受け入れられない、ただの役立たずなんだと。もしも、桜さくら丘おか高校にいる進也さんにまで拒まれたらどうしようかと、不安で胸が締め付けられました。下の道を進也さんが歩いて来るのを見つけた時は、ほんとに驚おどろきました。まさかあんな適当な占いが的中するなんて思っていませんでしたから」

「僕は『遅刻遅刻～』とも言ってないし側転もしてない」

「声をかけようとしたんですが、突然のことでどうやって話しかければいいのかわかりませんでした。苦し紛まぎれに手を振ってみても、進也さんは全然こっちに気付いてくれません。諦あきらめて進也さんと同じ高校に行ってから改めてあいさつしようかとも思いました。でも私は、その瞬間を逃したくありませんでした。偶ぐう然ぜんでもなんでもいい。ずっと会いたかった憧あこがれの人が、目の前にいる」

　早希さんは、悪びれもせずに言った。

「だから、私は持っていた段ボール箱をわざと落としたんです」

「……は？」

「と、とはいっても、ほんとは進也さんの目の前に落としてこちらに気付いてもらおうと思っただけなんですよ？　まさか頭の上に落ちるだなんて……」

　記憶をたどると、たしかにおかしな点はあった。

　僕はあの時、早希さんが「危ない」と叫んだので上を向いた。そして、早希さんが抱えていた段ボール箱が落ちてくるのに気が付いた。そうだ。早希さんは段ボール箱を落とした時に「危ない」と言ったんじゃない。「危ない」と言ってから段ボール箱を落としたんだ。

「……早希さん。そういうやり方は二度とやめてくれ。命にかかわる」

「す、すいません……」

「そもそも、僕は早希さんが評価している程ほど優秀な人間じゃない。この前だって……蘭奈が怖こわくなって全部投げ出したんだ。自分のことだけ考えて、尻尾を巻いて逃げたんだ。最低だよ、僕は」

「そう言われると、たしかに進也さんは最低かもしれません」

　本当のことを言われて腹が立つと、自分の器の小ささに呆れてしまった。

「だけど、あなたを手に入れるためだったらどんな手だって使います。何度だって段ボール箱を落とします。他の誰かになんて渡さない。あなたは、私のパートナーですから」

　……あぁ。まただ。

　こんなことが、前にもあった。

　嫌いやなことから逃げ出だして、怖いことから目を背そむけて、都合の悪いことは思い出さないようにしている僕に……僕なんかのために、全力でぶつかってくれる。

「……許されるなら、もう一度君と一緒にブルームに乗りたい。だけど、無理だ。どうやっても……僕は蘭奈には勝てない」

　早希さんが僕の手を握ると、あまりの力強さに痛みを覚えた。だけど、それはすごく温かかった。

「私が！　ここにいます！」

　僕は、蘭奈には勝てない。

　いくら努力を重ねても、どれだけ手を伸ばしても、蘭奈の背中は遥はるか遠くを歩いている。

　目を瞑つぶって耳を塞いでいた四年の間に、その背中はもう見えなくなっていた。

　少しでいいから追いつきたかったはずなのに……。

　少しでいいから見返したかったはずなのに……。

　……でも、早希さんは言ってくれた。

「一人じゃできないことでも、私とならば、できるかもしれません！」

　あぁ、そうだ。

　僕は蘭奈には勝てない。だけど、早希さんと一緒なら……二人でなら、蘭奈を超えられるかもしれない。

　僕は思わず早希さんの手を振りほどいた。目が熱くなって、どうしようもなくなったからだ。

　こんな格好悪いところ、見られたくない。

　けれど、早希さんがそばにいてくれることが嬉うれしかった。

「……進也さんは、私としたあの約束を覚えていますか？」

「約束？」

「もしかして忘れたんですか？」

「えっと……その……」

　心当たりがなくて戸惑っていると、早希さんは微笑みながら僕の耳元までやってきて、そっと囁くように言った。

「私を、ゴールまで連れて行ってくれるんでしょう？」

　一いち陣じんの風が吹くと、早希さんの頭の上でパタパタと黒い帽子が揺らめいた。いつの間にか雪は止み、雲間からは光の筋が差し込んでいる。

　目の前の少女から目が離せなくなり、言葉が口からあふれ出た。

「……あぁ。そうだ。誰よりも早く、君をゴールまで連れて行ってやる！」

「私たち、優勝したらめちゃくちゃ格好良いですもんね！」

　一点の曇くもりなく微笑む早希さんの笑え顔がおを見ると、何故だか胸が苦しくなった。

　風に靡なびく髪かみに触ふれたくなった。

　他愛無い話をしたくなった。

　もっとずっと一緒にいたくなった。

　僕は、早希さんに恋こいをした。







『大だい如月きさらぎ祭さい』当日。

　街は多くの人でごった返し、通りは全すべて車両の通行が禁止された。道の両りよう端はしには露店がひしめき、神社では甘酒やら豚汁やらを無料で配っている。

　集まった人たちはそこら中で配布されているぶ厚いパンフレットに目を通し、ズラリと載っている出場選手を指差しては口々に、やれこいつは速そうだとか、やれこいつは地味だなどとのたまっていた。

　ロッカールームで、カエデの店で注文したユニフォームに袖そでを通す。オーダーメイドなので僕と早希さんの分を合わせるとそれなりの金額になったが、規定により出場選手は全員ユニフォームの着用が義務付けられているので仕方なく支払った。

　薄うす茶ちや色いろを基調としたデザインで、体のラインにピッタリと合っている。それなりの金額を投じただけのことはあり、伸しん縮しゆく性せいに優すぐれた素材で動きやすい。襟を指に引っかけ、首に馴染ませるように左右にさすると、それだけで気が引き締まった。

　先ほどまで着ていた桜丘の制服をしまっていると、同じロッカールームにいた数名の男子出場選手が、ちらちらとこっちを盗ぬすみ見ているのに気が付いた。きっと今頃、女子のロッカールームで早希さんも同じ視線を浴びているに違いない。

　ロッカールームを出て扉とびらを閉めると、中から嘲笑染みた笑い声が漏れてきた。

「今の見たかよ。桜丘高校だってさ」「え？　あそこにブルーム部なんてあったっけ？」「ないない。如月と近いって理由で毎年招待状だけは貰もらってるらしいんだけど、今までずっと出てこなかったんだ」「いやいや、当たり前だろ。だってブルーム部もないんだろ？　それで出場したって恥かくだけじゃん！」「招待状送ってるのも社交辞令だろ。それくらいわかれっつーの」「今年の最下位は確定だな」

　早希さんはこんなことを言われて落ち込むだろうか。それとも身をすくめて目立たないようにしているだろうか。

　廊ろう下かを進み、競技場へ続く道を折れると、反対方向に人気のない一角があり、そこで早希さんがケータイに何やら話しかけていた。

「あの……早希です。……今日、『大如月祭』に出場するので、時間があれば見に来てくれませんか？　……あの時……私の背中の件で、言こと音ね姉様だけが反対してくれたことは知っています。私は……言音姉様を恨んだりはしていません。だから……この留守電を聞いたら、ぜひ……」

　ふと、言音さんが言っていたことを思い出した。

『お前たちは勝てない。優勝するのは別のペアだ』

　九九パーセント正確な占い。僕らが勝利する確率はたったの一パーセント。

　だけど、僕は諦めない。

　電話の内容は聞かなかったふりをして、こちらに戻って来た早希さんと合流した。

　魔女特有の三角帽子に、真っ黒な布に赤のラインが入ったローブ。中には白いシャツを着ていて、スカートは動きやすいように膝ひざ上うえまでの長さに揃えられている。

　早希さんは少し落ち込んでいるようだったが、にこやかに両手を合わせて言った。

「よく似合ってるじゃないですか、そのユニフォーム！」

「早希さんも、魔女っぽくなったな」

「あっ！　なんですかそれ！　私ちゃんとした魔女ですよ！　……でも、このスカートスースーしてて落ち着かないんですよね」

　早希さんが不満そうにスカートの生き地じを持ち上げたので、慌あわてて目を逸そらした。

「ちょっと早希さん！　見える！　見えるって！」

「え？　あぁ、大だい丈じよう夫ぶですよ。下にはちゃんとアンスコ穿はいてますから。ほんとはインナー付きのやつが欲しかったんですけど、売り切れだったので」

「あ、アンスコ？」

「アンダースコートですよ。下着が見えないように上から穿くんです。ほら」

　嬉き々きとして早希さんがスカートを持ち上げるので、恐おそる恐る覗いてみるが、アンスコなるものがよくわからない僕にとってそれはただのパンツだった。

「さ、早希さん、もうわかったから。早くしまってくれ」

「あっ！」

「え？」

「……アンスコ、穿くの忘れてました」

　ほんとにただのパンツだった……。

　早希さんは顔を真っ赤にしてロッカールームへ走っていった。







　如月高校はブルームレースの訓練を行うため、連なって建設された中等部と高等部校舎の裏手にだだっぴろい土地を確保しており、その一角には楕円形の競技場が設けられている。『大如月祭』はその競技場からスタートし、周辺の街にいくつも用意されているリングを潜くぐり、再びここへ戻ってくるというコースになっている。つまり、この競技場はスタート地点であり、ゴール地点なのだ。

　競技場内部はグルリと囲むように観客席が設置されており、スタート間近となった今現在は大勢の人で賑わっていた。まだコース内は進入禁止時刻にはなっていないため、選手の応援をする人がブルームの真横まできて話し込んでいる姿も見受けられる。

　スタートリング兼ゴールリングの役割を持つ特大アーチの手前には、予あらかじめ登録を済ませた五〇台のブルームが並べられていた。『赤せき雷らい』はその列の中でも、最も後方に位置する場所に停車させられている。

　後部座席に乗り込んだ早希さんはベルトの位置を確かく認にんしながらたずねた。

「この並び順ってどうやって決めてるんでしょうか？」

「これまでに出場したブルームレースの成績を参考にしてるんだろう。さっき一番前に『黒こく天てん』を見つけたし」

「たしか、蘭奈さんとカエデさんが使っている機体の名前ですよね？」

「あぁ、そうだ。それと真ん中辺りにロローナさんとアリシアさんの『ゴリアテ』も見つけた。四人ともまだ来てないみたいだったけど」

　競技場全体は楕円形をしているが、今回のレースは街中を走るため、競技場内のコースは観客席の目の前を通り抜ける直線だけを使用する。直線コースは先がかすんで見えるほど長く、スタートリングのアーチはそのちょうど中心にあった。リングの数は『１』から『３０』番リングと、スタートリング、ゴールリングを合わせて三二個用意されている。

　競技場内には『シェア・アイ』と呼ばれる小型の魔具が飛行している。これはブルームレースを撮さつ影えいするカメラとして用いられており、映像は何台も連なるように設置されている巨きよ大だいモニターへ映し出される。だが今はレース開始前なので映像は流れておらず、代わりに出場選手の名前がズラリと並んでいた。

「し、進也さん……あれを、見てください」

　早希さんは目を見開いて巨大モニターを指差している。見てみると、選手たちの名前の最後の列に、『出場番号五〇番　東雲しののめ早希・明日あした葉ば進也』と記き載さいされていた。

　早希さんはモニターから目を離はなさず、口元を押さえた。

「どうして……どうして、私の本名が……。申請する時にきちんと偽ぎ名めいで登録したはずなのに……」

　僕は、その犯人を知っている。

　早希さんに言ってもいいことなのか考えていると、ちょうどその犯人が、何故かうちの母親と一緒に歩いてきた。

「早希お嬢じよう様さま」

　僕に名前の変へん更こうをするよう申し出た張本人のミチルさんは、ブルームに乗り込んだ早希さんのすぐそばまでやってきた。

「み、ミチルさん？　まさか、ミチルさんがあんなことをしたんですか？」

「はい。そうです。私がやりました」

「ど、どうしてそんなことを！　ミチルさんは、私の監かん視し役やくを命じられているはずでしょう！　あんなに堂々と本名を名乗ったら……ミチルさんに迷めい惑わくが……」

　ミチルさんは、きっぱりと言い放った。

「早希お嬢様、どうか、今こそご自分の名前を取とり戻してあげてください。あなたは、東雲早希です。胸を張ってください」

　早希さんは今にも泣きだしそうな顔をして、ギュッと握にぎった拳に力を込めた。きっと、自分の監視役を担っているミチルさんを心配する気持ちや、期待されることに対する嬉しさとか、いろんな想いが早希さんの中でせめぎあっているに違いない。

　だけど、早希さんは言われた通り、胸を張って堂々と返事をした。

「……はい。ありがとう、ございます」

　その声は少し震ふるえていたけれど、力強い意志がこもっていた。

　続いて、仕事の途と中ちゆうで抜け出してきたのか、白衣を着たままの母さんがヘラヘラと楽しそうに手を振ふった。

「進也、蘭奈ちゃんから聞いたよ。あんたまたブルームに乗ってるんだってね。しかもこんな可愛い子と」

「……まぁ」

「それで蘭奈ちゃんに負けたら、また蘭奈ちゃんと組むんだって？　相変わらずあんたらは遠回りなことしてるわね。あたし的にはあんたが勝っても負けてもどっちでもいいけど」

「レース前に士気を下げるようなこと言わないでくれ」

「でもまぁ、応援はしてるからさ。せいぜい頑張んな」

　母さんが先に会場へ戻もどると、ミチルさんは一言「早希お嬢様を頼たのみましたよ」と言い残し、その後を追った。







　それから刻一刻と時間が過ぎ、ほとんど全てのブルームに人が乗り込んだ。ロッカールームの時と同様、隣近所の選手がこちらを見やってはクスクスと嘲笑を浮うかべている。僕らの近くにいるということは自分たちだってたいした成績を出していないんだろうに。

　突然の歓声が響ひびきわたると、それまで嘲あざけっていた周りの選手たちも緊きん張ちようした面おも持もちで前方を注視した。

　どうやら注目選手たちが今になって競技場へやって来たらしい。意外と野次馬精神旺おう盛せいなのか、早希さんもつま先立ちになって選手の顔を確認している。

「ロローナさんとアリシアさん、それに蘭奈さんとカエデさんもいらっしゃいますね。あと、最後に入ってきたのは足あし摺ずり百もも花かさんと野の乃の寝ねネネさんですね。お二人ともブルームレース強豪校、信しん愛あい学園の生徒さんです」

　聞いたことのない名前が気になって覗いてみると、カエデの背後霊のように猫ねこ背ぜの女がズルズルと歩いているのが目に留まった。全身から陰気な雰ふん囲い気きを醸かもし出し、前を歩くカエデはビクビクと肩を震わせているのがわかった。

　もう一人は大きな丸眼鏡をかけた三つ編みの女性で、緊張しているのか手と足を一緒に出しながら歩いている。

「カエデさんのすぐ後ろにいる方が足摺さんです。足摺さんは三年生で、強化系の魔ま法ほうを使用します。県内魔女ランキング二位の猛者ですが、性格に難があり、しょっちゅうパートナーに逃げられているらしいです。大規模なブルームレースは全国各地で開かい催さいされていますが、足摺さんはそのほとんどに出場していて、『ブルームレースの亡霊』なんてあだ名が付けられています。眼鏡をかけたあの方はドライバーの野乃寝さんです。彼女は足摺さんとは違って目立った操縦技能などはありませんが、非常に温和な性格で、足摺さんとの相あい性しようは良いようです。ちなみに県内魔女ランキング一位は蘭奈さんですよ。ご存知の通り、蘭奈さんの魔法は超ちよう攻こう撃げき特化型。直撃をくらえばそこでおしまいです」

「……ところでロローナさんは何位なんだ？」

「えっと……たしか一八位だったと思います。本人は派手好きな方なんですが、レースでの成績はパッとしない印象ですね。ただ、ロローナ・アリシアペアはアイドル的人気が高くて、一定層に強く支持されています」

　六人がブルームの列へ消えると、周りの選手たちが我先にとざわつき始めた。

「っていうか今年の『大如月祭』やばいよね！　県内魔女ランキング上位者勢揃いじゃん！」「なんたって歴代の優勝者は皆プロになってるんでしょ？　そりゃあ気合い入るって！」「俺おれ昨日緊張して眠れなかったよ！」「でもさぁ、そういう雰囲気ぶち壊して記念エントリーする奴やつっているよなぁ」「普通無名校がこんなとこ来るかぁ？」

　視線が一いつ斉せいにこちらへ集まると、さすがに居心地の悪さを感じた。

「おぉーい！　進也！　お前負けたら承知しねぇからなぁ！」

　観客席とはそれなりに距離が離れていたが、それでもその品のないヤジは僕の耳までまっすぐ飛んで来た。

「うわ……。小お山さ内ないさんだ」

「あっ！　轟とどろきさんもいますよ！　二人とも応援に来てくれたんですね」

「応援……さっきのあれは応援か？」

「はい。素晴らしい応援でしたよ」

　先ほどまで悪態をついていた周りの選手たちは、皆一様に大声を出した小山内さんに注目していた。

「おい、見ろよあれ！　『爆裂の魔女』だ！」「あの人ってたしか出場停止中だよね？」「いや、もう停止期間は過ぎたんじゃないか？」「進也って言ってた？　誰、その人」「ほら、さっき話してた桜丘のやつ」「どういう知り合い？」「あんま見ない方がいいよ。目付けられたら怖いし」

　早希さんの言う通り、小山内さんのおかげで随ずい分ぶん気が楽になった。

　ただ、最後まで言音さんの姿だけはどこにも見えなかった。







　競技場に設置された巨大モニターで、常時レースの様子を確認することができる。レース開始一〇分前になると、陽気な口調のアナウンサーが主要選手を次々と紹しよう介かいしていたが、それが五分前になるとシンと静まり、場は静寂に包まれた。

　観客の咳せき払ばらい一つが競技場内に響き、ベルトの金具がカチャカチャと擦こすれる音が耳に届く。

　そして、アーチ状のスタートリングの前方に五つの大きな光が出現すると、静音機能に優れているはずのコアの駆動音がいくつも重なり合い、地鳴りのように轟とどろいた。

　ハンドルを小指から順に握り締め、肩の力を抜く。『大如月祭』のコースは予め知らされており、頭の中で序じよ盤ばんのレース展開をシミュレーションした。

　最初は何度か急カーブが続くから力を温存し、中盤を過ぎた辺りから早希さんの魔ま力りよくを全開にする。大丈夫だ。高速下での操縦は何度も練習した。今まで通りやれば問題ない。

　ここで負ければ、早希さんは言音さんのもとへ行き、僕ぼくは蘭奈のパートナーになる。早希さんの願いは叶わないし、僕はこれから先、一生蘭奈の陰で生きていかねばならない。

　カウントダウンの光は三つから二つへ。

　二つから一つへ。

　そして、全ての光が消えた。

　競技場の風景が次々と後ろへ流れて行く中、周辺のブルームはほとんど静止したように視界に留まり続けた。これは大規模レース特有のもので、気を付けないと自分が今どれだけの速度で進んでいるのかわからなくなってしまう。

　最初のコースは競技場内を直進するだけだ。しかもその間に『１』番リングはなく、誰も魔法を使えずただただ単調に真まっ直すぐ進む。ここは言わば観客への顔見せ程度の役割なのだろう。

　観客席の下に外へ開かれているゲートがあり、そこを潜るといよいよ街中の入り組んだコースに突入する。そして、そのゲートこそが『１』番リングの役割を担っているのだ。

　すでに先頭の数台は『１』番リングを潜ったようで、高こう威い力りよくの魔法によって生じる重低音の振動を感じた。現在の順位は五〇位を保っているが、すぐ目の前を二台のブルームが走っており、二組ともお互たがいに目配せした後、チラチラとこちらの様子を窺うかがい始めた。

　新人潰しか……。左右から挟はさみ込んで攻こう撃げきしてくる気だな。早希さんの魔法はまだ周知されていないはず。それならできる限り温存しておくのが得策か。

『１』番リングを潜ると、それまで競技場内の単調な直線コースを走っていたせいも相まって、街中は渾こん然ぜん一いつ体たいとしているように思えた。

　大通りの脇わきに寄って手を振る人々。ガラス張りのビルに反射する青空。派手な広告。風にはためく飲食店のノボリ。真っ白なガードレール。遠方に霞む山々。垂れ下がる電線。露店から漂うソースの焼ける匂い。

　視覚が、聴覚が、嗅覚が、次々と急変した状じよう況きようを吸収する。

　ちょうどビルの屋上辺りにうっすらと緑色の膜まくが張ってあり、『高度制限』と表示されていた。そのためビルの上を越えて走ることはできず、建物の間を縫うように進むしかない。

　予想していた通り、眼前を走っていた二台のブルームは『１』番リングを潜った直後、それぞれ後ろに乗っている魔女が『赤雷』に向かって体を捻ってきた。

　早希さんの魔法を使わずとも、この状況からいくつかの事実が読み取れる。

　まず一つ。二人の魔女はわざわざ体をこちらに向けてきた。それはつまり彼かの女じよたちの魔法は強化系などの自己に対するものではなく、『赤雷』に何らかの干渉をもたらすものであることがわかる。

　二つ目。彼女たちの順位は共に四〇番台後半だ。つまり、それほど警けい戒かいする魔法は使えないはず。その証拠に『１』番リングを潜る前から結託している節があった。これは自分たちの魔法に自信がないという表れに他ならない。そして、この距離で躊ちゆう躇ちよなく使用してくるということは威力も大したものではない。

　以上のことから、彼女たちの魔法は一いつ般ぱん的てきな攻撃系魔法であると推測できる。

　アクセルを踏ふみ込み、前方の二台の間に割って入った。二人の魔女は『赤雷』に向かって手を突つき出し、それぞれに魔法名を詠唱した。

　そのタイミングを見計らってすかさずブレーキを踏む。

　すると、二人の魔女から放たれた針状の魔法は『赤雷』を捉え損ね、お互いのブルームに突つき刺さった。左のブルームは運悪くコアを貫かれたのか、そのままフラフラと蛇行してアスファルトに落ちてしまった。

　残った魔女は苦虫を噛み潰したような顔をしているが、今はインターバル中で魔法の使用はできない。さきほどの魔法の威力から見て、おそらく一〇秒から二〇秒は使えないはずだ。

　前方。緩やかな曲がり角に『２』番リングを発見した。敵は、早希さんがまだ魔法を使用していないことを警戒しているのか、グングン速度を上げて距離を取りはじめた。

　敵が魔法を使えないこのチャンスを逃すわけにはいかない。

　敵の機体の横にピタリと『赤雷』をくっつけて並走し、『２』番リングを潜る手前で『赤雷』の右う翼よくを勢いをつけて敵の機体にぶつけた。すると敵は衝しよう撃げきで大きく右に弧こを描き、リングの真横を通り過ぎた。リングの真横を通った瞬間、敵機のリングライトが一つ消灯する。

「く、くそぉ！」

「気を付けた方がいい。あと二回リングミスをすると失格だ」

　インターバル後の魔法を警戒し、今度はこちらから一定の距離を保つ。敵は逆に距離を縮めようとするが、どうやらブルームの操縦技術は僕の方が上のようだ。さきほど見た限りでは敵の魔女は手の平から魔法を発動していた。あの程度の魔法であれば、出現する場所と魔法の速度がわかっていれば避よけることは容易である。

　やがて『３』番リングが姿を現し、その向こうには左へ折れる九〇度の曲がり角があった。

　先ほどリングミスをさせられたせいで警戒心が強まっているのか、敵機は前に出るなりブルームの後部を小刻みに左右に揺ゆらし、なんとか『赤雷』を並走させないようにしている。

「どうよ！　これで横には並べないわよ！　さっきみたいにリングミスさせようたって無む駄だなんだから！」

　敵機を抜かすのは簡単だが、すでに魔法を放つ準備ができているのが厄介だ。いくら単純な魔法で避けやすいとはいえ、当たり所が悪ければ先ほどの機体のように行動不能に陥おとしいれられてしまう。

　面倒だな。ここで潰しておくか。

　敵の魔女は常にこちらに手を突き出している。『３』番リングを潜る手前までは、抜かしたくても抜かせない、と相手に思わせるため、あえて敵機の後ろで右往左往と停てい滞たいしてみせた。

「あはは！　この程度で抜かせなくなるなんてやっぱりただの素人しろうと――」

　そして『３』番リングを潜ってリングミスを警戒していた敵が安堵した一いつ瞬しゆんを突き、『赤雷』を一八〇度回転させて敵機の真下に付ける。ここなら相手の魔女は自機が邪じや魔まをして魔法を放てない。

「チッ！　小賢しい真似を！」

「悪いけど、君たちはここで終わりだ」

　次に来る九〇度カーブで、遠心力を利用して敵機をビル側に押し込んだ。ビルは保護魔法によって守られているが、保護魔法が効かない敵のブルームはガリガリと火花を散らし、やがて大きな爆発を伴ともなって粉々に砕け散った。ドライバーと魔女は『搭とう乗じよう者しや生命維い持じ機構』によって作られた泡の中に閉じ込められ、その中で悔くやしそうに頭を抱かかえていた。

「……進也さんって意外と荒っぽいですね」

「あれが最善の手段だっただけだ」

　大きなレースでは、次のリングの場所を指し示す矢印の横に現在の順位が表示されるようになっている。そこには【四三／四三】と記されていた。

「七台脱落して今一番後ろにいるみたいだ。とりあえずこのまま魔法は使わずに三〇位まで順位を上げる。早希さんの仕事はそれからだ」

「はい！」







　現在の順位は【二五／四〇】。周りに他の機体は見当たらず、並木道を一定の速度で走っている。

　この五分間で脱落したのはたった三機か。残ってるのはベテラン勢ばかりだな。ここからは下手な戦せん闘とうは避けて進もう。さっき潜ったのが『１２』番リングだったから、『１６』番リングまではあと四つか……。『１６』番リングを潜ればもう急カーブは存在しない。そこから早希さんの魔力を解放して一気に順位を上げる。問題は先頭辺りを走っているであろう蘭奈・カエデペア、一度敗北しているロローナ・アリシアペア、それと県内魔女ランキング二位の足摺・野乃寝ペアだ。三組とも一朝一夕で攻略できる相手じゃない。特にこの中で一番手こずりそうなのは――

「進也さん！　上です！」

　不意に衝撃が走り、危うく木にぶつかりそうになったところでなんとか体勢を持ち直した。

　横には、たった今上空からぶつかってきた一台の『エアリアル・フォルム』が走っていた。純白のボディに、『追放者アウトキヤスト』という厳めしい機体名が刻まれている。

　後席に座すわっている髪の長い女は、挙動不審に爪を噛かんだり、焦点の合わない視線をそこかしこに移動させたりした。

　県内魔女ランキング二位。足摺百花。

　たった今、一番会いたくないと思っていた相手だ。

「ランキング二位の猛者が僕たちに何の用だ」

　足摺さんはニタニタと笑ったかと思えば、一転して自分が乗っているブルームを何度も叩き始めた。

「ワ、ワ、ワタシは！　あなたたちに用があるわけじゃない！　あ、あ、あなただけ、明日葉進也にだけ用があってわざわざここで待ち伏せしてたのよ！」

　この人……なんか怖いな。

「……足摺さんと面識はないはずだけど」

「そ、そ、そりゃそうよ。だってワタシたち、こ、こ、これが初対面ですもの」

「……僕に何の用があるかは知らないけど、こんなところで油売ってたら優勝できないぞ」

　途と端たんに、足摺さんはヒステリーを起こしたように唾を飛ばして反論した。

「ゆ、ゆ、優勝なんてどうせできないわよ！　あ、あ、あなたの元パートナー、加か古こ野の蘭奈がいる限りね！」

　蘭奈？　それにこの人、僕と蘭奈のことを知っているのか？

「あ、あ、あいつのせいで何度優勝を逃したかわからない……。か、か、加古野蘭奈さえいなくなれば、ワタシは一位に返り咲くことができるのに！」

　足摺さんの顔色を横目で気にしながら、早希さんがすかさず補足した。

「足摺さんは去年まで県内魔女ランキング一位だったんです」

「ということは、蘭奈に一位の座を奪われたってことか」

　僕らの会話が聞こえていたのか、足摺さんはさらに怒ど声せいを飛ばした。

「あ、あ、あいつ！　同じ大会に出たら必ず最初にワタシに魔法をぶつけてくるの！　必ずよ、必ず！　あいつを警戒して低速で走ってても、速度を出して振り切ろうとしても、必ずワタシの機体にダメージを与あたえてくるの！　そ、そ、そのせいでワタシの総合成績は二位！　これまでずっと一位だったワタシが！　あ、あ、あいつのせいで！」

　どうやら蘭奈も僕と同じ考えのようだな。

　足摺さんの魔法は強化系だ。しかも、県内魔女ランキングで二位をマークするほどの実力を持っている。強化系の魔法は使用する魔女の精神状態によって能力値が変動する。つまり、精神が高ぶる終盤ではおそろしい強さになるというわけだ。

「でも見たところ機体に傷はないようだけど、今回は蘭奈に攻撃されなかったのか？」

「くふふふふ。ワ、ワ、ワタシ、あの女に言ってやったの。あんたの元パートナーを潰してやる、ってね。くふふ。そ、そ、そしたらね、あの女ポカンとしてそのまま行っちゃったのよ。き、き、きっとショックで何も考えられなくなったのよ。あぁ～。今からあの女の絶望に満ちた表情が見られるのかと思うと興奮してたまらないわ～」

　あいつめ……。僕らを潰すためにわざと足摺さんに攻撃しなかったな。

「……というか、蘭奈を直接攻略するっていう選せん択たく肢しはないのか？」

「うるさいわね！　そ、そ、それができれば苦労しないわよ！」

　つまり蘭奈には敵かなわないが僕なら倒せるってことか……。八つ当たりもここまで堂々としてれば逆に清々しいな。

　そうこうしているうちに眼前の並木道の終わりに『１３』番リングが出現すると、足摺さんは舌なめずりをした。

「くふふ。さぁ、ネネちゃん。準備は良いかしら？」

　名前を呼ばれ、それまで黙り込んでいた『追放者』のドライバーである野乃寝ネネさんがビクリと反応した。

「は、はいぃ！　大丈夫です足摺先せん輩ぱい！　私は強い！　私は速い！　私は強いぃ！　私は速いぃ！」

　自己暗示かよ……。

「そ、そ、そうよネネちゃん。いくわよ！　『ドーピング・マジカル』！」

　そう言って足摺さんが自分の舌を噛むと、そこから液状の真っ白な魔ま力りよくがボタボタとこぼれ始め、『追放者』の魔力噴ふん射しや口こうの光が瞬く間に激しさを増した。

「ワ、ワ、ワタシの『ドーピング・マジカル』は、自分と、自分が触れている物体を一時的に強化する魔法。これで『追放者』の速度、防ぼう御ぎよ力りよく、攻こう撃げき力りよくを爆ばく発はつ的てきに上じよう昇しようさせるの。くふふ。こ、こ、こんなに調子が良いのは久しぶりよ。やっぱりあいつの大切な物を粉々にできると思ったら血が滾たぎるわ！」

　凄い魔力光だ。少しでも気を抜いたら一瞬で行動不能にさせられてしまうかもしれない。

『追放者』よりも先に『１３』番リングを潜るため、アクセルを踏み込んだ。だが、『追放者』との距きよ離りはまったく開かない。

「む、む、無駄よ！　『追放者』からは誰だれも逃れられないわ！」

『追放者』と軽く接触すると、まるで爆発でも起きたかのように機体が大きく揺れ、道路脇まで弾き飛ばされた。

　たしかにすごい攻撃力だ。だが、ドライバーの腕うではたいしたことないな。

『１３』番リングの手前でわざと『赤雷』に隙すきを作り、敵の攻撃を誘さそうと、案の定『追放者』はアタックをしかけてきた。すぐさまハンドルを奥おくに倒たおして敵機の下を潜り、そのまま『１３』番リングを潜った。

　いや、潜ったはずだった。

　一度避よけたはずの『追放者』は、あろうことか機体全体を回転させながら再び『赤雷』に攻こう撃げきしてきたのだ。高度を下げていたせいで上を取られ、咄とつ嗟さに右へ避けるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

『１３』番リングの真横を通ってしまい、『赤雷』のリングライトが一つ消灯する。

「なんて機動力だ。あそこからもう一度攻撃してくるなんて」

　コースは並木道を抜け、市街地へ突入した。ここも高度制限が設けられているため民家の上を飛行することはできず、家々の間を縫うように走った。

『追放者』はつかず離れず、常に後ろに陣取っている。

「あ、あ、あなたはこのまま全てのリングライトを失って途中退場になるのよ」

　今ここで早希さんの魔法を解放すれば『追放者』を振りきれるかもしれない。だが、一度高速走行に切り替かえると操縦が格段に難しくなる上、早希さんはその魔力を調整することができない。いくら早希さんが膨大な量の魔力を持っていたとしても、常に最大出力で魔力を放出していればゴールにたどり着く前にガス欠を起こしてしまうかもしれない。やはり魔力解放はもう少し温存しておきたいな。

　だがこのままでは一方的にやられてしまう。……仕方がない。もう少しとっておきたかったが、もう一つの手段を使うしかないか。

　高低差の激しい坂道コースをクリアし、盛り上がった土地に祭られている神社へ続く長い階段に差しかかると、そのちょうど中腹に『１４』番リングを発見した。

「早希さん！　『三さん秒びよう視し』だ！」

「はい！」

『１４』番リングの手前。神社の階段。『三秒視』の影えい響きようで周りの景色が赤く染まり始める直前に、僕はたしかに聞いた。

「『ドーピング・マジカル・ブースト』」

　赤く染まった未来の景色で目もく撃げきした光景は、極きよく端たんに速度を上げた『追放者』が『赤雷』の左翼を貫き、そのまま階段に叩きつけられる場面だった。

　まずい！

　現実へ回帰した瞬しゆん間かん、足摺さんが自分の舌を噛むと、『追放者』の全体が過剰なまでの魔力光に包まれ、信じられない機動力で後方からアタックをしかけてきた。その光景を『三秒視』で見ていたおかげですぐさま機体を上空に逸らして回かい避ひすることに成功したが、同時に『１４』番リングを落としてしまい、リングライトはとうとう残り一つとなった。

『追放者』の操縦をしていた野乃寝さんはビクビクと震えている。

「あわわわわ！　すいません足摺先輩！　外してしまいました！　あぁ、私なんてことを！　ちゃんと狙ねらったつもりだったんです！　ベストタイミングだったはずなんです！」

「……くふふ。い、い、今のはネネちゃんのせいじゃないわ。あの回避力は異常よ。お、お、おそらく向こうの魔女の魔法。ワタシと同じ強化系かしら？」

　しばらく距離を取って相手を観察していたが、先ほどの魔法で増ぞう幅ふくされた魔力光はすぐさま霧散した。おそらく『ドーピング・マジカル・ブースト』は一過性の強化魔法なのだろう。威力から見てインターバルは三〇秒以上を要する強力なものだ。

　最初に使った『ドーピング・マジカル』の効果も切れたのか、『追放者』は徐じよ々じよに速度を落としていった。

「早希さん、『追放者』のインターバル中にできる限り距離を稼ぐ。魔力を解放してくれ」

「予定より早いですけど、仕方ないですよね。どうにか最後まで魔力を持たせるように頑がん張ばります。だけど、大丈夫ですか？　『１６』番リングのところにある大きなカーブを、制御し辛くなった『赤雷』で上手うまく曲がれるでしょうか？」

「……邪魔がなければ確実に曲がり切る自信はあるよ」

「わかりました。魔力を解放します。衝撃に備えてください」

　魔力残量が跳ね上がると、まるで追突されたように急激に加速し始めた。風圧でハンドルが揺れ、景色がみるみる後方へ飛んでいく。

「ま、ま、待ちなさい！　に、に、逃げられると思ってるの!?」

　すぐさま『追放者』も速度を上げるが、それでも徐々に距離は開き、『１５』番リングを潜った。すると目の前に先が見えないほど大きなカーブが出現した。コース図によれば、このカーブの終わりに『１６』番リングがあるはずだ。

　このまま逃げ切れそうだな。このカーブも邪魔が入らなければなんとか曲がれるだろう。

「『ドーピング・マジカル』！」

　振り返かえると、『追放者』が猛スピードで追い上げてきている最中だった。

　まずいな。思っていたよりインターバルが短い。このまま『追放者』に追いつかれればさっきみたいにリングミスを誘われてしまう。次リングミスすれば失格だ。それだけは回避しないと。だけどこのまま速度を上げてカーブに突っ込んでも曲がりきれない。減速すれば『追放者』に追いつかれる。

　どうすればいい？　どうすればこの状況を打開できる？

　考えろ。考えろ。考えろ。

　早希さんをゴールに連れて行くと約束したんだ。

　蘭奈に勝つと決めたんだ。

　こんなところで終わるわけにはいかないんだ。

「進也さん、落ち着いてください」

「……え？」

「私は、進也さんを信じています」

「信じてるって……」

「信じています」

　そんな根拠のない言葉でこの状況を打開できるはずがない。後方からは猛スピードで接近する敵機。前方には大きな曲がり角。リングライトはすでに二つ消灯している。

　早希さんの言葉は本当に薄うすっぺらくて、何の解決にもならなくて、それなのに、何故なぜだか僕の心に沁み込んだ。

　諦あきらめてはいけない。まだ、勝負は終わっていないのだから。

　減速はせずにそのまま真っ直ぐカーブに突っ込むと、『追放者』も同じ速度で後ろをついてきた。

『追放者』を操縦している野乃寝さんは今にも泣き出しそうなほど顔を歪めている。

「足摺先輩、こんな速度で突っ込んだら曲がりきれません！　もう減速します！」

「だ、だ、駄だ目めよ。絶対にここで明日葉進也を潰すんだから。もっとアクセル踏んでちょうだい！　い、い、一気に決めるわよ！」

「ひぇ。これ以上加速するんですか？　そんなの無理です！　曲がりきれなくなります！」

「い、い、いいからやってちょうだい！」

「うぅ……」

　敵機との距離を逐一確認し、微調整を重ねて慎重に、かつ速度を緩ゆるめずカーブに入り、操縦席から腰こしを浮かせて全体重を左へ傾かたむけた。機体はほぼ真横に倒れ、顔スレスレをアスファルトの凹凸が通り過ぎる。『追放者』は紙一重の位置まで追いつき、ちょうど真後ろに陣じん取どっていた。

「こ、こ、このカーブを曲がり終えるのと同時に一気にしかけるわよ！　『１６』番リングを潜らせなければワタシたちの勝ち！」

「は、はい……え？」

　野乃寝さんが間ま抜ぬけな声を漏もらしたのは、『赤雷』が急ブレーキを踏んで減速し、眼前に迫せまって来たからだろう。

「ま、ま、まさか！　『追放者』の攻撃力を利用する気なの!?」

　先ほど、足摺さんの強化系魔法『ドーピング・マジカル』を付与された『追放者』にぶつかった際、軽く接触しただけで弾き飛ばされるほどの威力を持っていた。その力をちょうど『赤雷』の後部にぶつけることで瞬しゆん間かん的てきに推進力を上昇させ、『追放者』に追いつかれることなくこのカーブを曲がり切る。

「そ、そ、そんな荒技成功するわけ――」

　たしかに急激な加速によって機体の安定性は損なわれ、一瞬でも気を抜けばアスファルトに衝突してしまうだろう。

　だけど、僕は昔からカーブは得意なんだ。

『１６』番リング、通過。

　ギリギリのところで野乃寝さんはブレーキを踏んだのか、『追放者』はガクンと速度を落としていた。

「ま、ま、まさか。ほんとに曲がり切るとはね」

「すいません～、足摺先輩！　怖こわくてブレーキ踏んじゃいました！」

「……まぁ、いいわ。ゆっくり追いかけましょう。どうせすぐに追いつくだろうしね」







『追放者』を振り切り、現在の順位は【二〇／三八】となっている。最後に潜くぐったリングは『２２』番。つまり、全体の三分の二を走り切ったということだ。ただ、加速するために『追放者』にぶつけた後部の魔力噴射口から、時折白い煙けむりが伸のびているのが気になった。

　ダメージが大きい。このまま騙だまし騙し走り切れるか……。

　緩やかな傾斜のある海岸沿い。同じような風景が漠々と広がる中、目の前に現れた異様な光景に早希さんは愕がく然ぜんとした。

「資料映像では何度か見たことがありましたが……実際目の当たりにすると、言葉を失ってしまいますね。……これが――」

　僕の元パートナー加古野蘭奈も、小山内さんと同様、優すぐれた魔法を持つ魔女にのみ与えられる二つ名を冠している。

「――『狼狽の魔女』、加古野蘭奈」

　今、目の前に広がっている光景はまさに異様の一言だった。

　密集した集団が誰も魔法を放つことなく、黙々と個を殺して走っている。その数は蘭奈たちの乗った『黒天』を除いて一八台。つまり、この沈ちん黙もくを貫つらぬいている集団こそがレースの先頭なのである。

　誰も自分から攻撃をしかけないのにはわけがあった。

　この集団の一番前に『狼狽の魔女』、加古野蘭奈が走っているからだ。

　彼女の前を走ったブルームは例外なく全すべて叩きつぶされる。魔法で攻撃をしかけても、速度で引き離そうとしても、必ず『狼狽の魔女』の一線で葬り去られてしまう。その無慈悲なまでの攻撃力を恐れ、いつしか蘭奈の後ろは彼女を抜かすことをためらった者たちで溢あふれていった。そして、いつ攻撃が来るかもわからぬ恐きよう怖ふに怯おびえ、皆みな徐じよ々じよに精神を削けずられていくのだ。

　ゆえに与えられた二つ名は、『狼狽の魔女』。あらゆる対戦相手の精神を蝕むしばむ、最凶最悪の称号。

　集団の顔色を見回してみると、一様に額に汗あせを滲ませて蘭奈を睨みつけていた。蘭奈の魔法、『一いつ線せん掌しよう握あく』のインターバルは一分。一ひと度たび魔法が放たれればその間にいくらでもやりようはある。ただし、その一撃をかわすことができればの話だ。

「進也さん！」

　早希さんの声で、ハンドルを握る手が震えていることに気付いた。

　利き手を離はなし、顔の前に持って来て開閉させる。単純な作業を繰くり返して心を落ち着けるように努めた。

　……頼むから、止まってくれ。僕の言うことを聞いてくれ。

　河川敷で、夕焼けの中に見た蘭奈の魔法が頭をチラついた。

　僕は、蘭奈が怖い。

　僕は、蘭奈に敵わない。

　僕は、蘭奈の付属品。

　……。

　…………。

　……そんなことは、もう嫌いやというほど知っている。

　ここからだ。ここから、僕は前に進む。

　後ろには、僕の背中を押おしてくれる人がいる。僕を見てくれる人がいる。僕に期待してくれる人がいる。

　僕はもう、一人じゃない。

　周りを走るブルームの稼働音が耳に届き始めると、視界が鮮せん明めいになったような気がした。手の震えが止まり、再び思考がレースに集中する。

「……早希さん、『三秒視』を」

　後方から溌剌とした早希さんの声が届く。

「はい！」

　周囲の景色が赤く染まるが、何事もなく元の景色に戻ってきた。

　集団に速度を合わせて走るため、あえて早希さんに魔法を使用させてコア内部の魔力を消費しておく。『三秒視』に耐性ができたおかげでこれまで必ず起こっていた体の硬こう直ちよくによる反応の遅おくれを払ふつ拭しよくすることが可能となり、いつでも使うことができるようになった。ただし、『三秒視』には一〇秒のインターバルを必要とするため、そこを敵につけ込まれないよう注意が必要だ。

　このまま無駄に『三秒視』を連発し続けたら早希さんの魔力が底をついてしまう。早く手を打たないと……。

「あら？　進也たちも『大如月祭』に出場していましたのね」

　集団の一番後ろ、僕たちのすぐ前のブルームから声をかけられた。

「あ、ロローナさん」

　ドライバーのアリシアさんが軽く会え釈しやくをしてきたため、僕と早希さんも揃そろって頭を下げた。『黒天』を除いたほとんどの機体のリングライトが残り一つとなる中、ロローナ・アリシアペアの『ゴリアテ』のリングライトは二つ点灯している。

　やっぱりこの人達は生き残っていたか。他ほかの機体よりもリングライトの点灯数が多いのは、おそらく遅れて集団に合流したからだろう。

「ロローナさんたちは蘭奈を抜かさないのか？」

「蘭奈？　あぁ。『狼狽の魔ま女じよ』の名前ですわね」

　ロローナさんは小さな欠伸あくびを漏らして目を細めた。

「わたくし『狼狽の魔女』には興味ありませんの。だってあの方、一いつ緒しよに走っていても全然楽しくないんですもの。たしかに魔法の攻撃力には目を見張るものがありますが、それだけですわ。……わたくしは待っていますの。わたくしを楽しませてくれる、強敵の出現を」

　強敵？　たしかロローナさんは県内魔女ランキング一八位とかじゃなかったか？

　その後、集団と共に数個のリングを潜り、次が『２８』番リングとなった。周囲の景色はまた街中へと姿を変え、徐々にゴール地点である如月高校の競技場へ近付いていた。

　集団の中で誰からしかけるかを探り合っている中、それは唐とう突とつに訪れた。

　視線の端。集団の前方を走っていた『黒天』から、蘭奈はニタリとほほ笑むと、両手をこちらに突き出だした。蘭奈の両手を中心に、バチバチと黒い電流のような魔力が溢れ出す。

「『一線掌握』！」

　蘭奈の両手の中央に、輪りん郭かくを小刻みに震えさせた球体が出現し、次の間に、耳を劈つんざく爆音が轟いた。

「『三秒視』！」

　視界全体が赤く染まる。球体から放たれた熱線がまっすぐこちらに伸び、その間を走っていたブルームが次々と火を噴ふいて墜つい落らくしていく。熱線は減速することなく『赤雷』にたどり着き、僕の視界はそこでプツリと消失した。

　そして、景色の色は元に戻もどる。

　急ぎ浮上し、僕たちを貫くはずだった熱線を紙一重で飛び越えた。

　蘭奈の魔法、『一線掌握』はたしかに強力だが、常にまっすぐにしか進めないため、軌道さえわかれば避けることは難しくない。未来を見る『三秒視』との相あい性しようは抜群だ。ただし、『黒天』に近付けば近付くほど、熱線との間隔は短くなり、避けることは困難になる。

　だからこそ、蘭奈が魔法を使用できないこのインターバル中が勝負だ。

　現在順位【六／一八】。先頭集団に合流した時には三八台走っていたが、今は一八台にまで減少している。その差は二〇もあるが、たった今蘭奈が放った『一線掌握』で消し飛んだのはせいぜい十数台。おそらく、後続でも戦闘が行われているのだろう。

　現在の先頭集団は『赤雷』を含ふくめて六台。その中にロローナさんたちの姿は見当たらない。どうやら一緒にやられてしまったらしい。

　集団は急速に速度を上げ、先頭を走る『黒天』を追い抜かそうと奔走した。

「進也さん！　蘭奈さんのインターバル終しゆう了りようまで残り五五秒です！」

　最高速度ではこちらの機体が上のようで、その距離はグングンと縮まり、誰よりも早く『黒天』の背後を捉とらえた。

『黒天』は安定性重視の『エアリアル・フォルム』。魔ま力りよくの差で速度はこちらが勝っている。十分抜かすことは可能だ。

『黒天』の後部座席で立ち上がった蘭奈は、場ば違ちがいにも白い歯を見せ、楽しそうに手を振ふった。

「やっほー、進也！　やっぱりここまで来たね！」

「やぁ、蘭奈。こうしてレースで会うのは四年ぶりだな」

　蘭奈が次の言葉を考えている最中を狙って右から抜かそうと機体を滑らすが、カエデがすぐさま反応し、道を塞いだ。

「でも四年前は、あたしと進也は同じブルームに乗ってた」

　フェイントを挟み、今度は左から攻せめようとするが、『黒天』はすかさず前に出た。さすがに何度も優勝を重ねているだけのことはある。

　他のブルームが放った攻こう撃げき魔法が『黒天』目掛けて飛んでいくが、全て紙一重で避けられていった。

「昔の話だ」

「違ちがう。これからの話だよ。だってこのレースであたしが勝てば、またパートナーになってくれるんでしょ？」

　ちらりと見えたカエデの表情には明らかに陰りが差していた。

「……たしかにそう約束した。だけど、負ける気なんて微み塵じんもない」

　視界の左から他のブルームが『黒天』を追い抜かそうと迫り出してきた。それに倣ならい、タイミングを合わせて『黒天』の右側へ機体を寄せる。左右から同時に速度を上げることでカエデの反応速度を凌りよう駕ができる。

　珍しく、蘭奈はヘラヘラとした口を閉じて真しん剣けんな表情で言った。

「進也は、あたしのものだもん！」

　蘭奈が魔力を振り絞ったのか、爆発的に『黒天』は推進力を上昇させ、左から攻めていたブルームにアタックをしかけた。ぶつけられたブルームは民家の壁かべを守る保護魔法に接触し、体勢を崩くずして横転してしまった。『黒天』がそのままこちらにも攻撃をしかけてきたため、慌あわててブレーキを踏み、それを回避する。

「進也さん！　蘭奈さんのインターバルが終了します！　離れてください！」

　ブレーキを踏む直前、蘭奈は声を張った。

「ねぇ、進也。あたしは、まだ進也の友達？」

　一刻も早く『黒天』から離れなければいけなかった。このままここにいれば、蘭奈の魔法は避けられない。

「進也さん！」

　だけど、蘭奈の問いに答えるまで、それは許されないように思えた。

「……あぁ。もちろんだ。僕ぼくは今でも、蘭奈の一番の友達だよ」

　言うべきじゃなかったかもしれない。違うと言えば蘭奈から気力を奪えたかもしれない。

　けれど、偽れなかった。

　蘭奈と過ごしてきた日々まで、否定したくはなかった。

　言い終えると急いでブレーキを踏み、『三秒視』を使わず『一線掌握』を避けるのに必要なギリギリの距離、ちょうどブルーム四台分離れて追走した。

　去り際に垣間見た蘭奈の表情が頭から離れない。

　蘭奈があんなに無邪気に笑ったのは、いったいいつぶりだろうか。

　他のブルームも速度を落とし、またもお互たがいの顔色を窺う時間が流れるまま、『２９』番リングを難なく潜った。

「ごめん、早希さん。相手を鼓舞するようなこと言って……」

「構いませんよ。私は進也さんのそういうところが――」

　そこへ、後方から聞き覚えのある不気味な声が飛んできた。

「あ、あ、あなたたちはここで終わりよ」

　もう二度と見たくないと思った純白のボディ。足摺・野乃寝ペアが乗り込んだ『追放者』がすぐそこまで迫っていたのだ。

「嫌なタイミングで追いついてきたな」

「くふふ。ワ、ワ、ワタシが何回加古野蘭奈と同じレースに出場したと思ってるのよ。あ、あ、あいつの後ろに集団が形成されることくらい把は握あくしているわ。くふふ。あ、あ、あなたのリングライトは残り一つ。次の『３０』番リングは絶対に潜らせないわ。そこであなたは終わり――」

「『三秒視』！」

　視界が一転して赤く染まるが、早希さんが何故このタイミングで魔法を使用したのかわからず、周囲が未来の景色に囲まれる中、でき得る限り視線を動かして情報を集めた。

　そして、視界の上部から次々と氷の槍やりが降り注ぎ、見上げると、ちょうど槍の先せん端たんが目の前に迫っていた。

　視界が色を取り戻すと、すぐさまブレーキを踏んで集団から距離を取った。その後、集団の上に氷の槍が次々と降り注ぎ、場は一転してパニックとなった。

『追放者』にも深々と氷の槍が刺さっており、足摺さんは口をパクパクさせている。

「……は？　な、な、なによ。これ」

「それはわたくしの魔法、『流りゆう星せい氷ひよう』ですわ」

　上空からゆっくりと降下してきたのは、蘭奈の『一線掌握』の犠牲になったと思っていたロローナさんたちだった。『ゴリアテ』の表面には油ゆ膜まくのように氷が張り付いており、そのせいで周りの景色と同化しているように見える。

「ちなみにこれは『同どう化か薄はく氷ひよう』という擬態魔法ですわ。近くで見るとすぐにばれてしまいますけど、高度限界ギリギリにいればほとんど目視できないくらい風景と同化できるんですの」

　よく見てみると『ゴリアテ』のリングライトは残り一つになっていた。おそらく僕らが『２９』番リングを潜り、完全に『ゴリアテ』の存在を忘れるのを虎こ視し眈たん々たんと待っていたのだろう。そしてその不意打ちは見事成功した。二台のブルームは完全に機能を停止させ、『追放者』はかろうじて走ってはいるがそのダメージは計り知れない。僕も早希さんが気付いていなければ危なかった。

「ありがとう早希さん。助かったよ」

「私はただ、『ゴリアテ』が最初の攻こう撃げきでやられるはずがないと思っていたので周囲を警戒していただけです。ロローナ・アリシアペアには前に一度こっぴどく負けていますからね。それよりも、ロローナさんは只ただ者ものではありませんよ。先ほどの『流星氷』も、魔法名を詠唱せずにあの威い力りよくです」

『追放者』から黒煙が上がると、徐々に速度が落ち始めた。足摺さんは唾を飛ばして叫さけんでいる。

「ワ、ワ、ワタシが！　加古野蘭奈以外にやられるはずないわ！　こんなの、何かの間ま違ちがいよ！」

「『氷ひよう刀とう乱らん舞ぶ』」

　ロローナさんがかざした手のひらから次々と小刀状の氷が放出され、『追放者』に襲おそいかかった。最初の一撃で機動力を失った『追放者』はそれを避さけることもできず、氷の刃に削られ続けた機体は原形を留めておけなくなった。最後に『追放者』の魔力噴射口が爆発したかと思うと、そのままアスファルトに墜落して後方へと消えていった。

　現在、先頭集団に残留しているのは『黒天』、『ゴリアテ』、『赤雷』、それと機体に『ソラリス』と書かれた『アルミラージ・フォルム』の計四台となった。

『ゴリアテ』を包んでいた薄氷がパリパリと剥がれ始めると、早希さんは眉まゆをひそめた。

「やはりおかしいですね。ロローナさんは『氷刀乱舞』という魔法しか使えないはずです。それをもうすでに三種類も使用しています」

「機体性能か？　『ゴリアテ』は魔力を底上げする『フギンムニン・フォルム』だろう？」

「いえ。それでもあの威力は異常です。あれはすでに、二つ名を持っていてもおかしくないレベルです」

　後方にピッタリとくっ付いた『ゴリアテ』から、ロローナさんは興奮気味に立ち上がった。

「ずっと探していましたの！　わたくしが本気を出せる、強敵という者の存在を！」

　本気を出せる？

「その言い方だと、まるで今まで手を抜いていたみたいじゃないか」

「だって仕方がないでしょう？　わたくしは誰からも好かれるアイドルでなくてはなりませんの。ほどほどに強く、それでいて派手でなくてはいけないのですわ。どこぞの魔女のように、あまりの強さに怖がられるなんてごめんですもの。ですが、それも今日までの話。『狼狽の魔女』が放った『一線掌握』のみならず、わたくしの『流星氷』も、あなた方は回避した。それも、尋常ならざる反応速度で。おそらくそれを可能にしているのは早希の魔法でしょう。感じますわ。早希の体からあふれ出る全身全霊の膨大な魔力を。だからこそ、わたくしはあなた方を強敵と認め、本気で挑みたいのですわ。さぁ、お二方。覚かく悟ごはよろしいですわね？」

　ロローナさんが「『氷ひよう塊かい』」と唱えると、こちらに向かってバスケットボール程ほどの大きさはある氷の塊が、弧こを描えがいて飛んできた。攻撃力に乏とぼしい丸みを帯びた形状、緩やかな速度、僅わずかにアクセルを踏んで氷の塊から距離を取った『ゴリアテ』。以上のことからこの氷の塊は周囲を巻き込んで拡散する魔法だということが予測できる。

　機体を右に寄せ、必要以上に距離を設ける。地面に落ちた『氷塊』は、思った通り針状の氷を周囲に拡散させた。数本が『赤雷』にぶつかるが、距離を空けていたおかげでさほどダメージは負わなかった。

　すかさず、今度は『ゴリアテ』の前方で蘭奈が魔法名を詠唱した。

「『一線掌握』！」

「『三秒視』！」

　視界が赤く染まると、蘭奈が放った『一線掌握』の軌道を把握する。現実世界に戻るとそれを基に『赤雷』を回避行動に移した。回避したところを狙って『ゴリアテ』が上空から押しつぶすようにアタックをしかけてきたので、ブレーキを踏んでそれをやり過ごした。

「『氷刀乱舞』！」

　さっきの『氷塊』のインターバルが予想していたよりも短い。まだ早希さんのインターバル終了までは五秒程残している。ここは氷の刃の間を潜くぐり抜ぬけるような行動は避け、『ゴリアテ』から距離を取りつつ、無防備になっている蘭奈を抜かすため前進した。

「蘭奈さんのインターバル終了まで残り五二秒です！」

　すでに『黒天』を抜かそうと『ソラリス』という名のもう一機が悪戦苦闘していたが、カエデがその進路をことごとく妨害していた。

「逃がしませんわ！」

　上空から前に躍り出た『ゴリアテ』が進路を塞ぐが、数回のフェイントをし、相手が浮上した瞬間に下を潜ってやり過ごした。

　そのまま速度を上げると『黒天』が機体全体でぶつかってきて、民家に張られた保護魔法と挟まれる形になった。

「インターバル終了まで残り四〇秒です！」

　バチバチと火花が飛び散り、ハンドルが重くなる中、なんとか体勢を整えて『黒天』から離れた。ただ、その際一いつ瞬しゆん失速してしまい、また『黒天』の後ろに戻されてしまった。その隙を上手く突つき、逆方向から『ソラリス』が一気に前へ飛び出すと、『黒天』と二台並ぶような形で坂を下っていった。

　いつの間にか高度限界まで飛び上がっていた『ゴリアテ』から声が届く。

「『流星氷』！」

「『三秒視』！」

　真っ赤に染まった世界で、槍状に形成された氷が次々と降り注いでくる。最初の数本を避けることはできたが、五本目の槍が『赤雷』の右う翼よくを捉え、それを皮切りに操縦不能となり、機体は大きく横転する。

　現実に戻ると、五本目の槍に細心の注意を払はらい、なんとか全ての攻撃を避けて『ゴリアテ』の機体に体当たりをした。『ゴリアテ』は一瞬フラフラと蛇行するが、重量差のせいでたいしたダメージは与えられず、後方ですぐさまバランスを持ち直した。

　魔力残量の回復が芳しくなく、早希さんを見ると肩かたで息をしている状態だった。

「早希さん、『三秒視』はまだ使えるか？」

「……あと……一回……あと一回なら、使えます」

　後方から追走する『ゴリアテ』から、ロローナさんが歓喜の声を上げる。

「やはりすばらしいですわ！　こんなちんけな攻撃ではダメージすら与えられない！　さすがわたくしの見込んだ強敵ですわ！　……だからこそ、この時間が終わってしまうのが本当に残念ですわ」

　終わる？　どういうことだ？

「早希、あなた、時間を司る魔法を使っていますわね？」

　まさか……たった数回『三秒視』を見ただけで魔法の本質を見抜いたのか！

「最初は早希自身が未来を見ているものだと思いましたが、進也に情報を伝えていないところを見ると、未来を見ているのは進也だと考えるのが妥当。そしてその未来はほんのわずかの時間だけ。魔法名をそのまま信じれば三秒ということになるんでしょうが、それが罠だということも考えられますわ。わたくしの見立てでは三秒から五秒の間、というところでしょうか」

　前方に、ゴールリングがある競技場がようやく姿を現した。

「であれば、たとえ未来を見たとしても避けることが不可能な魔法を使えばいいだけですわ。わたくしの最強の魔法で、この勝負に決着をつけましょう！」

「最強の魔法？」

「終わらせなさい。『絶ぜつ氷ひよう』」

『ゴリアテ』の後部から真っ白な霧が立ち込めると、それはまるで壁のように道幅一杯に広がり始めた。『黒天』と先頭争いをしていた『ソラリス』という機体が民家の保護魔法にぶつかって失速すると、『ゴリアテ』の後部から放射している白い壁に接触した。

　次の瞬間、白い壁は『ソラリス』の外がい壁へきを侵食し、五秒も経たないうちに完全に氷漬けにしてしまった。『ソラリス』はしばらくそのまま惰性で前進するが、すぐにバランスを崩してアスファルトに叩きつけられた。

「わたくしの『絶氷』は、触ふれる物を全て凍らす最強の魔法。これならばたとえ未来が見えたとしても避けられませんわ」

　早希さんが悔くやしそうに言った。

「……蘭奈さんのインターバルは、すでに終了しました」

　先頭集団は僕と早希さんが乗った『赤雷』と、蘭奈・カエデペアの『黒天』、ロローナ・アリシアペアの『ゴリアテ』の三台となった。

　そして今現在、前方には全てを消し去る魔法『一線掌握』を構えた蘭奈がおり、後ろからは逃げ場のない氷の壁が迫ってくる。

　常に『ゴリアテ』の前を塞ぎ、氷の壁に呑のみ込まれないように注意を払った。

『一線掌握』を避けるために必要な距きよ離りはブルーム四台分。『三秒視』を使ってもブルーム二台分は空いていないと回避行動を取ったところで避けることはできないだろう。『黒天』を攻略するには蘭奈のインターバル中を狙うか、他のブルームを狙っている隙すきを突つく他ない。だが蘭奈のインターバルはすでに終了し、他のブルームといえば後方で氷の壁を背負って押し迫ってくる『ゴリアテ』しかいない。ロローナさんが作った氷の壁はコースの端から端まで伸びており、かいくぐることは不可能だ。

　ならばどうする。思考を止めるな。切り開け。この状じよう況きようを打開する方法を考えるんだ。

　ロローナさんの『絶氷』が終わるのを待つか？　これだけ強力な魔法なら消費する魔力も計り知れない。……いや。だめだ。たしかロローナさんに内在する魔力の量は多いと早希さんが言っていた。それにロローナさんの言葉が本当ならば、僕たちが追いつくまではずっと手を抜いて走っていたことになる。余力は十分に残っている可能性がある。おそらく魔力が切れるのを待っていたらその間にゴールまでたどり着いてしまうだろう。

　ならば蘭奈の『一線掌握』を避けることに重点を置くのが最善だろうか？　いや、これもだめだ。蘭奈自身、僕らがもうすでに二回も『一線掌握』を避けているという事実から、安易に魔法を放ったりはしないだろう。おそらく次の『一線掌握』は僕らが『黒天』を抜き去るギリギリ、つまり最も距離が近くなった時、加えて、『絶氷』を使用している『ゴリアテ』と一直線上になった瞬間を見計らって放ってくるはずだ。

　僕らにできることは三秒先の未来を見ることだけ。この魔法で敵にダメージを与あたえることなんて不可能だ。

　……待てよ。アレを上手く利用すればこの状況を打破できるんじゃないか？

「……早希さん、一つ提案があるんだけど」

「はい？」

　全ての説明を簡潔に済ませると、早希さんは少しの間黙だまって考え込むように目頭を押さえた。

「たしかに成功する可能性はあると思います。ですが、もしも失敗すれば私たちは再起不能のダメージを負うことになります」

「あぁ。だけど、それ以外に方法があるか？」

「……いえ。進也さんの作戦以外に手はないでしょう」

「タイミングを指示するだけの時間はない。悪いけど、早希さんの判断で魔法を使ってくれ」

「はい。私は進也さんを信じています。だから、どうか、私のことも信じていてください」

　ついに競技場へのゲートが目の前に現れた。ゲートの周りに沿うように『３０』番リングが設置されている。

　全力でアクセルを踏ふみ込み、まっすぐ『黒天』に突っ込むと、後ろから距離を縮めていた『ゴリアテ』もすぐ真後ろから追随してきた。

「さぁ！　ここでわたくしたちの決着をつけましょう！」

　重要なのは位置関係とタイミングだ。『黒天』から見てちょうど僕らと『ゴリアテ』がまっすぐに並ぶ瞬しゆん間かん。そこを狙ねらって蘭奈は魔法を放ってくるはず。そのタイミングが少しでもズレれば作戦は失敗する。だからこそ、ギリギリまで『ゴリアテ』の動きを読み切り、並ばれないようにするのが僕の役目だ。

　早希さんはその一瞬を逃さないように、身を乗り出して蘭奈の様子を確かく認にんしている。

　気を張りすぎたせいか、早希さんの鼻から少量の血が流れ落ちるが、それを拭ぬぐうこともせず、早希さんは蘭奈の一挙手一投足に集中した。

　そして、時は来た。

　蘭奈は、『赤雷』と『ゴリアテ』がちょうど一直線上に位置し、尚且つ回かい避ひ不可能なほど『赤雷』が近付いた瞬間、すかさず片手をこちらに突き出した。

「『一線掌握』！」

「『三秒視』！」

　蘭奈の放った黒々とした熱線が、『赤雷』のボディを溶かしていく。ブルーム内部の回路が焼き切れ、轟々と黒煙を噴き出しながら炎えん上じようする。そのすぐ後ろを走っていた『ゴリアテ』は直ちに回避行動を取るが、熱線が機体をかすめ、出力は徐じよ々じよに低下していく。

　操縦の利かなくなった『赤雷』はそのままアスファルトに接触し、派手に横転した後、後方から追い付いてきた氷の壁に侵食され、そのまま微動だにしなくなる。

　きっと、蘭奈はそんな未来を見ているのだろう。

「らんな！　はやく！」

　慌てて声を出したのはカエデだった。

　何故なら、『赤雷』が最も近付いた時に放たれるべきだった蘭奈の魔法、『一線掌握』が発動しなかったからだ。

『三秒視』は、三メートル以内の他人に三秒先の未来を見せることができる魔法だ。つまり、三メートル以内であれば、他のドライバーや魔女にも未来の景色を見せることができるということだ。

　そして、『三秒視』に耐性のない者は、未来から現実に戻った際、必ず体が硬直してワンテンポの遅れを経験することになる。僕が早希さんの家でビー玉を掴つかみ損ねたように。

　現実に回帰し、未だに『一線掌握』を発動していないことに気が付いた蘭奈は、動どう揺ようしながらも『赤雷』を撃ち抜こうと魔法を発現させた。

　だが、その頃ころには僕と早希さんが乗った『赤雷』はすでに『黒天』の前を走っていた。『一線掌握』の軌道上にいるのは、僕らの後をピッタリと追いかけていた『ゴリアテ』である。

　おそらく『ゴリアテ』は僕たちが『一線掌握』の犠牲になった瞬間に進路を変える手はずだったのだろう。ロローナさんは愕然とした表情を浮うかべていた。

「なっ!?　ま、まさかこの状況でこちらに攻撃を――」

　爆音が響き、『ゴリアテ』の胴どう体たいが粉々に消し飛ぶと、残骸と『搭とう乗じよう者しや生命維い持じ機構』の泡あわ状じようの魔法に包まれたロローナさんとアリシアさんが地面に転がり落ちた。

　状況を把握できない蘭奈は、ポカンと口を開けて自分が何をしてしまったのかを必死で考えているようだった。
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「格かく闘とうゲームと一緒だ。大切なのは相手のミスを誘さそうこと。それができれば、自ずと勝利への道は見えてくる」

　僕らは三秒前の現実で待っていただけ。未来を変えることができるのは未来を知る者のみ。つまり、蘭奈だけだ。

　耐性のない者に対してワンテンポの遅れを生じさせる。これこそが、『三秒視』による攻撃方法だったんだ。

『３０』番リングを潜り、競技場内へ進入した。地鳴りのような歓声が響き渡り、先にはアーチ状のゴールリングが構えている。

『黒天』は徐々に速度を落とし、差は開く一方だった。おそらく、『一線掌握』を外したことによる蘭奈の動揺がブルームに供給する魔ま力りよくを乱しているのだろう。

　早希さんももう満身創痍ではあったが、それでもコアに残った魔力だけで残りのコースは走りきれる。最高速度もこちらの方が上だ。このペースで走れば三〇秒もせずにゴールへたどり着く。つまり、もう『一線掌握』が放たれることはない。

　追いつかれる理由はない。このまままっすぐ進めば、僕たちは勝てる。

「らんな！　まだ、おわってない！」

　これまで黙々と操縦に徹してきたカエデが、渾身の力を振り絞って叫んだ。

「このれーすでゆうしょうしたら、らんなはしんやといっしょになるっていってた！　だけど！　カエデはさいごまで、らんなといっしょにはしりたい！　だから、らんな！　あきらめないで！」

　直後、明らかに『黒天』の様子が変わった。動揺していたはずの蘭奈の眼に光が戻り、しっかりとこちらを睨みつけてくる。

　ボン、と音がして、振り返かえってみると『赤雷』の魔力噴ふん射しや口こうからプスプスと黒煙が上がっていた。

「進也さん！　出力が急激に低下しています！」

　これは、『追放者』にぶつけて加速した時の傷……。

　みるみる速度が下がると、すぐ真横を『黒天』が並走し始めた。

　ゴールまで後僅かの地点。額から流れる汗あせ粒つぶが後方へ飛び散り、アクセルを踏んでいる足はすでに感覚を失っている。ハンドルを握る手が痺れ、並走する『黒天』と自分が乗っている『赤雷』の先端を交互に見比べる。

　そして、僕らはゴールリングを潜くぐった。

　アクセルから足を離し、数回に分けてブレーキを踏む。完全に停止すると、すぐ横で『黒天』も動きを止めた。

　呼吸もままならず、喧騒の中でぼんやりと空を仰ぎ見る。

「進也さん……進也さん」

　早希さんの声は、微かすかに震ふるえていた。

　相変わらず、こんなときどうやって声をかけていいのかわからなかった。

「……進也さん」

　だけど。

　それでも。

　僕はこの一言を振り絞った。

「ありがとう、早希さん」

　競技場に設置された巨きよ大だいモニターには『一位：東雲早希・明日葉進也』と表示されている。

　ゴールリングを潜る直前、僕はたしかに見た。

　九九パーセントありえないと知っているのに、できそこないと罵った愛する妹のため、たった一パーセントの可能性を信じて、ゴール横で必死に声を張って応援している言音さんの姿を。

　その一瞬、『赤雷』は僅かに速度を上げ、そのまま先にゴールへたどり着くことができた。きっと、早希さんも言音さんの姿を見つけたに違いない。

　自然と口元がほころび、広大な空に吸い込まれそうな感覚に陥おちいった。

　早希さんが鼻血を拭いながら、僕の背中を突っついた。見ると、伸のばした指をそのまま横にいる『黒天』に向けた。

　足は全然言うことを聞かないし、腕うでは痺れて力が入らなかったけれど、それでも這はうようにして運転席を下りて、『黒天』に向かって歩を進めた。

　カエデは、悔しそうに涙なみだを流し続ける蘭奈をどうにか慰めようとしているようだったが、蘭奈は一向に泣き止まなかった。

「……カエデは、蘭奈のパートナーだったんだな」

「……いかにも。カエデは……カエデは、らんなのパートナーだ」

　嗚咽を交じらせた蘭奈の頭に手を乗せ、グイグイと撫でながら言った。

「なぁ、蘭奈」

「……早く自分のパートナーのとこに戻りなよ」

「拗すねてるのか？」

「……拗ねてないし」

「今度良かったらさ、一緒にゲームしようよ。うちの近くに良いゲームセンターがあるんだ」

「なんで、ゲームなんか……」

「ずっと、友達と一緒にゲームがしてみたかったんだ」

「……友達？　あたしはまだ、友達？」

「昔も今も、僕の一番大切な友達だ」

　こうして、『大如月祭』は幕を閉じた。







　耳元でカチカチという音がして目を覚ますと、枕元に足を痙攣させた巨大なクモがいたので、僕は驚おどろいてベッドから飛び起きた。

　慌ててクモを払い除けようとすると、すぐ横で蘭奈がクスクスと笑っているのに気付いて手を止めた。

「蘭奈？　どうして僕のアパートに……。ていうか、それ何？」

「クモ。毒持ってるかも」

　蘭奈は手に持っていたクモを僕に見せつけると、お尻の部分にある輪っかを引っ張った。カチカチと音がしてタコ糸が伸び、手を離はなすと八本の足が小刻みに揺ゆれながら糸を巻き取っていった。どうやら毒はなさそうだし、皮膚なんかはプラスチックでできている可能性すらあった。

「……あれ？　ちょっと待って。もしかしてこの前、早希さんにそれ見せようとしてたのか？」

「うん。進也を盗ったからやっつけてやろうと思ったの。そしたら全然知らないメイドさんに『紛らわしい！』ってめちゃくちゃ怒られた……。怖かった……。なんかよくわからないけど進也にすごい悪いことしたと思われてるって言われた……」

　だからあんなに泣きながら謝ってたのか……。

「……で？　なんでここにいるんだ？」

「先生が、進也はもうそろそろ回復する頃だからお見舞いに行っていいよって」

『大如月祭』で気力を使い切ったせいか、僕はもう一週間もベッドで寝たきり状態だった。聞いた話では、どうやら早希さんの方も似たようなものらしい。

　ちなみにロローナさんとアリシアさんは『大如月祭』以降、怖こわがられるどころかますます人気者になった。ブルームファンもアイドルファンも似たような思考をしているのかもしれない。

　応援に来てくれた小山内さんと轟さんが今どうしているのかはわからない。いつの間にか会場から姿を消していた。きっとどこぞの大会で腕を振るっているのだろう。

「お見舞いねぇ……。何か持って来てくれたのか？」

「え？　だからクモ」

「お見舞い……されたか。一応。意味違うけど」

　クモをいじっていると、蘭奈はスッと立ち上がった。

「じゃあ、あたしそろそろ帰るね」

「もう？」

「うん。顔見に来ただけだし。外に人待たせてるから」

　僕も今日は予定があったので、蘭奈のことを無理に止めたりはしなかった。

「……そうか。じゃあ、また」

「うん。またね」

　玄げん関かんから蘭奈が出ていくと、外の廊ろう下かから声が漏れてきた。

「またこんなとこでゲームして……。さっさと練習行くよ。このまま勝ち続ければ、いずれあたしたちもプロに選ばれるだろうし」

　足音がそのまま離れていくと、『大如月祭』が終わった後のロッカールーム前で、言音さんが言っていたことを思い出した。

『今日からちょうど一週間後、始まりの場所に再び足を運ぶことで思わぬ幸運を得られるだろう。ま、あてにならん私の占うらないだがな』

　あれは早希さんと約束していた謝罪のつもりだったんだろうか……。

　まぁ、何にせよ体の調子も良くなってきたので、僕はいそいそと服を着き替がえた。

　家を出る時、机の上に置いたままにしてあった一枚のカードを手に取った。そこには、『【特級ライセンス】ブルームドライバー：明日葉進也』と書かれている。通称、プロと呼ばれる者にのみ発行される、特別なカードだ。

　それを財さい布ふの中にそっとしまい、玄関の扉とびらを開いた。







エピローグ







　ゲームセンター『イコイ』までだらだらと続く上り坂。言こと音ねさんの占いが外れていたとしても、そのまま『イコイ』に行けば無む駄だ足あしにはなるまい。

　僕はここで早さ希きさんと出会い、再びブルームに乗って『大だい如月きさらぎ祭さい』で優勝を勝ち取り、プロへの道を歩むこととなった。すなわち、始まりの場所と言えばここ以外にはないだろう。

「あれ？　進しん也やさん？」

　道みち端ばたにあるベンチから声をかけられ、そちらに視線を向けると、大きな黒い三角帽ぼう子しを被かぶった早希さんが手を振りながら近寄ってきた。

「どうしたんですか？　こんなところで」

「……さぁ？」

「さぁって……。なんですかそれ」

　早希さんに促うながされてベンチに腰こしかけると、早希さんは被っていた帽子を手に持ちかえた。

「あの……進也さん」

「ん？」

「私のパートナーになってくれて、本当にありがとうございました」

「別に、お礼を言うようなことじゃないだろ？」

「進也さんだってゴールしたとき、私にお礼を言ったじゃありませんか」

「……覚えてないな」

「……あの……そろそろ返事を聞かせてほしいなぁ……なんて思ってるんですが……」

「返事？」

　なんのことだ？　全然身に覚えがない。

　早希さんは顔を赤く染めながら食い下がった。

「ほ、ほら！　カエデさんの店で……その……私言ったじゃないですか」

「言った？　何を？」

「えっ!?　お、覚えてないんですか!?」

「えぇ～っと……。ん？」

　早希さんは不満げに「もう！」と声を張ると、持っていた帽子に顔を埋うずめた。

「どうして覚えてないんですか！」

「ご、ごめん！　そんな大事なことだったのか!?」

「大事ですよ！　すっごく！」

「じゃあもう一度チャンスをくれ。すぐこの場で返事するから！」

「……本当ですか？」

「あぁ！　もちろん！」

「……好きです」

「へ？」

「大好きです」

「何が？」

　早希さんは顔を上げると、視線を泳がせながら、だけど力強く言った。

「だから、進也さんのことが大好きなんです！」

「……そ、それは……どういった……」

「……異性として……好きということです。もう！　あの時私ちゃんと言いましたよ！　何回言わせるんですか！」

　そういえばそんなことを言われたような気がしないでもない。だけどまさかあれが愛の告白だったなんて思いもしなかった……。
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「えっと……僕ぼくは……その」

　咄とつ嗟さに口ごもってしまうと、早希さんは上目遣いでたずねてきた。

「返事、聞かせてくれるんですよね？　もしも、嫌いやなら避けてください」

　周囲の景色が赤く染まると、柔やわらかい髪かみの毛けが頬ほおを撫なでた。鼓こ動どうが高まり、呼吸が止まる。目め一いつ杯ぱい口を広げて息を吸い込みたいが、どうにも早希さんの唇くちびるがそれを邪じや魔まして叶わなかった。高こう揚よう感かんと気恥ずかしさが波のように押おし寄よせてくると、周囲の景色はすっかり元の色に戻もどってしまった。

　このまま流されて全すべてを受け入れるのか。それとももう少し今の関係に甘んじるのか。

　未来を変えるも、未来を享きよう受じゆするも、全ては未来を知る僕の手に委ねられた。

　ならば、僕はそのどちらも選ばない。

　歩み寄ってきた早希さんの両肩を掴み、僕は自分から口づけをした。柔らかな唇の感かん触しよくと、布越ごしでもわかる、指先に微かに伝わる火傷のざらついた感触が、僕の心を静かに燃え滾らせた。

　早希さんの願いは、今の平和な世の中を一変させてしまうかもしれない。

　たくさんの人を不幸にしてしまうかもしれない。

　だけど、僕は早希さんと共に前へ進む。

　たとえこの先、どんな未来が待っているとしても。




了







あとがき







　どうもはじめまして、六升六郎太と申します。

　本書は、第11回ＨＪ文庫大賞の『銀賞』受賞作を大幅に改稿したもので、もはや受賞時とは別作品と言っても過言ではありません。初めて編集部の方にお会いした時に『大変なのはこれからですよ』的なことを言われた意味を噛み締めながら改稿作業に取り組みました。

　私が十年以上使用しているＰＣはすでに天寿を全うする一歩手前にあるらしく、応募原稿を執筆している段階で、独断によるシャットダウンを幾度となく繰り返され、その都度、私の心は疲弊していきました。

　しかし、そんな茶目っ気のあるところが私のＰＣの可愛いところとも言えるでしょう。そのおかげで、原稿のバックアップを確実に確保するクセがつきましたし、涙が枯れて前がよく見渡せるようにもなりました。

　ＰＣを買い替えなかったのは決してお金がなかったからではありません。長い年月、苦楽を共にしてきた良き相棒として、愛情をもって手と手を取り合って歩んでいこうと決めたからです。もはや離れがたき半身なのです。

　本書の内容に移ります。

　本書は、現時点ではそれほど多くないレース物のライトノベルの一つです。執筆している途中で、もしかして車の運転ができればもっと白熱したレースシーンが書けるんじゃないか、と考え、急遽、教習所に通い始めました。

　結果的に言えば、それは大きな間違いでした。

　見通しの悪い交差点。縁石で飛び跳ねる車。微動だにしないギア。怒鳴る教官。後退する坂道発進。

　車の運転が嫌いになりました。

　教習所に通っている最中は、レース物なんて書くんじゃなかったと後悔ばかりしていました。

　そんな苦境を乗り越えて完成したものが、本書になります。

　いただいた賞金で購入した新しいＰＣの調子も良い塩梅ではありますが、謝辞でしめさせていただこうと思います。

　まだまだ拙い私に的確なアドバイスをくれた担当編集様、本当にありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。

　素敵なイラストを描いてくださった装甲枕様。毎回、こちらが求めていた以上のすばらしいイラストには驚かされるばかりでした。本当にありがとうございました。

　そして、この本を選んでくださった読者の皆様に心からの感謝を。

　今後とも応援していただけたら幸いです。

　また、どこかでお会いできることを願っています。
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